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宝くじで40
 億当たったんだけど異世界に移住する⑧


すずの木くろ





お断り

　

　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。
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序章

　

「次の攻撃が来ます！　早く!!
 」

　バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 を柵から引きはがし、腕を引いて防御塔内の階段を駆け降りる。

　塔の外へ飛び出した２人は、目の前に広がる光景に
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした。

　
砦
 とりで

 内に造られた市民の住居の屋根の１つに、大穴が空いていた。

　少し離れた場所には、地面にめり込むようにして大きな丸い石が落ちている。

　破壊音に気づいた市民が、ちらほらと家の外に出てきていた。

「敵襲です！　警鐘を鳴らしてください!!
 」

　防壁の上から呆然と砦内を見下ろしている警備兵に、バレッタが大声で呼びかける。

　警備兵は、はっとした様子で駆けだして行った。

　すぐに、カンカン、と
鐘
 かね

 の音が鳴り響く。

「こっちへ！」

　バレッタに手を引かれ、
一
 かず

 
良
 ら

 は宿舎へと向かって駆け出した。

　あちこちの建屋から、警鐘に気づいた市民が外に飛び出してきている。

　そのまましばらく走り、宿舎へとたどり着いた時。

　すさまじい破壊音が、後方から響いた。

　石弾が防壁に直撃したのだ。

　

　同刻、バルベール軍の投石機陣地では、第二撃目を打ち放ったバルベール兵たちが、
固
 かた

 
唾
 ず

 を飲んで防壁へと目を向けていた。

　ゆっくりと中空に放物線を描いた石弾が防壁に衝突し、大きな衝撃音が辺りにこだまする。

　大型投石機周辺の兵士たちが「おお」と感嘆の声を漏らすなか、フィレクシアは一人、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情でそれを見つめていた。

　防壁が、石弾の直撃を受けてもその役割をいまだに果たしていたからだ。

　ある程度崩れてはいるのだが、完全な崩壊には程遠い。

　衝突した場所と、その周辺が大きく砕けているだけだ。

「どどど、どうして壁が崩れ落ちないんですかぁ!?
 」

　顔を真っ赤にして叫ぶフィレクシアの隣に、ティティスが歩み寄る。

「どうしてって、それだけ壁が分厚いからではないのですか？　もしくは、威力不足だったとか」

　何がそんなに不満なのだろう、といった表情でティティスが小首を傾げる。

　ティティスからしてみれば、たとえ一撃で
粉
 ふん

 
砕
 さい

 できなくとも、何発か当てて破壊できれば十分だからだ。

　そんな彼女を、フィレクシアは、キッと
睨
 にら

 み付けた。

「そんなはずないんです！　いいですか、防壁というのは、石を積み重ねて組み上げたものなんですよ!?
 　一点に大きな衝撃が加わったら、そこを中心として周囲を巻き込んで崩れ落ちるに決まってるじゃないですか!!
 」

　フィレクシアの予想では、一撃で防壁の広範囲が連鎖的に崩れ落ちるはずだった。

　それなのに、この現状はいったい何なのか。

　崩れ落ちるどころか、一部が砕けただけで周囲はまったく無事なのだ。

「こんなのおかしいですよ!?
 　どうしてこんなことになってるんですか!?
 」

　激怒した表情で大声でまくしたてるフィレクシアに、ティティスがたじろぐ。

　フィレクシアは子供っぽい、というか、兵器製造以外に関しては完全にお子ちゃまな性格なのだが、ここまで取り乱している様を見るのはティティスも初めてだった。

「え、ええと、そうですね……あ！　もしかしたら、
石
 せつ

 
膏
 こう

 を石と石の間に塗り込んでいるのでは？」

「……石膏を？」

　ぴたりと動きを止めて、フィレクシアが問い返す。

「はい。石膏が塗り込まれていれば、ちょっとやそっとの衝撃では崩れないと思うのですが」

「そんな……じゃあ、たったこれだけの投石機じゃ……!!
 」

　フィレクシアが大きく目を見開き、唇を噛んで防壁を
睨
 にら

 みつける。

　きつく噛みしめすぎて、口の端からは血が流れていた。

「え、ちょ、ちょっとフィレクシアさん！　落ち着いてください！　唇が切れてますよ!?
 」

　落ち着かせようと肩を掴むティティスに構わず、フィレクシアは目を見開いて防壁を
睨
 にら

 みつけている。

　絶望と憤怒が混じったような鬼気迫るその表情に、ティティスは寒気を覚えた。

「これじゃあ、カイレン様に
褒
 ほ

 めてもらえないじゃない！　やっぱり、こんなのじゃダメだったんだ……！」

　何やらブツブツとつぶやいているフィレクシアを前に、ティティスはどうすればいいのか分からずにおろおろしている。

　すると、突然フィレクシアがぴたりと動きを止め、振り返って駆けだした。

「えっ!?
 　フィ、フィレクシアさん！　どこへ行くんですか!?
 」

　ティティスが慌てて、その腕を掴む。

「新兵器を設計するんです！　邪魔しないでください！」

「し、新兵器って、今はそれどころじゃないですよ！　指揮を執ってください！」

「そんなの、ティティスさんに任せます！　好きに使ってください！」

　どこからそんな力を出したのか、フィレクシアは無理やりティティスの手を振り払うと高台の陣地から駆け出して行ってしまった。

　ティティスは去っていく彼女の背を見ながらしばらく呆然としていたが、
砦
 とりで

 への攻撃が止まっていることに気づいて慌てて振り返った。

「指揮はこれより私が執ります！　
牽
 けん

 
引
 いん

 班、巻き上げ始め！」

　ティティスの指示で、再び砦への攻撃が始まった。





　

第１章　黄昏の君へ

　

「カズラさん！　何があったのですか!?
 　あの警鐘と今の音は!?
 」

　
鞘
 さや

 に
納
 おさ

 まった長剣を手に寝間着姿のまま外に飛び出してきたジルコニアが、２人の下に駆け寄る。

「や、奴らがトレビュシェットを……」

「バルベールの攻撃です！　石弾を
投
 とう

 
擲
 てき

 する大型の攻城兵器で、北側の防壁を破ろうとしています！」

　動揺してしどろもどろになっている
一
 かず

 
良
 ら

 に代わり、バレッタが答える。

　ジルコニアは一瞬言葉を失った様子だったが、すぐに宿舎の中へと駆け戻っていった。

「カズラさん、敵が攻め込んでくるかもしれません！　すぐに
砦
 とりで

 を離れましょう！」

「えっ、で、でも、俺たちだけ逃げるわけには……」

「そんなこと言ってる場合じゃありません！　ここが戦場になるかもしれないんですよ!?
 」

　バレッタは脇目も振らずに、
一
 かず

 
良
 ら

 の手を引いて馬車が停めてある広場へと向かおうとする。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は引きずられるようにして数歩進んだが、足を止めた。

「カズラさん？　どうしたんです、早く……」

「ダメです。ここを離れるわけにはいきません」

　硬い表情で言い切る
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔を向ける。

「何がダメだっていうんですか!?
 　一刻も早く
砦
 とりで

 を出ないと！」

「敵の攻撃が始まって、俺みたいな立場の人間が真っ先に逃げだしたら、ここにいる市民や兵士たちはどう思いますか？　それこそ、取り返しがつかないことになります」

「それが何だっていうんですか!?
 　敵が攻め入ってきたら、逃げられなくなるかもしれないんですよ!?
 」

「それでも、今は逃げるわけにはいきません。逃げるとしたら、本当に逃げる以外に手段がなくなってからです。市民より先に俺たちだけ真っ先に逃げるなんて、絶対にダメです！」

「カズラさん……」

「宿舎に戻りましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに握られていた手を解くと、宿舎へと走り出した。

　バレッタは仕方なく、その後を追って駆け出した。

　

「警鐘!?
 　バルベールの攻撃か!?
 」

「ナルソン様はどこだ!?
 　俺たちはどこに向かえばいい!?
 」

「警備兵は装備を整えて、宿舎の外に集合しろ！　歩兵中隊の宿舎にも、誰か伝えに行け！」

　２人が戻ると、宿舎の中は蜂の巣を突いたような騒ぎになっていた。

　警備兵や
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちが慌てた様子で、ばたばたと廊下を行き来している。

「カズラッ！」

　廊下の奥から、
鞘
 さや

 に
納
 おさ

 まった長剣を手にしたリーゼがエイラとともに駆け寄ってきた。

　リーゼはいつものように早朝訓練をしていたのか、髪を一つにまとめており、私服姿だ。

「何があったの!?
 　あの警鐘は!?
 」

「バルベールが攻撃を仕掛けてきた。大きな石弾を飛ばす攻城兵器で、北の防壁を破ろうとしてる。砦内に攻め込んでくるかもしれない」

「そんな……」

「カズラ様、お
怪
 け

 
我
 が

 を!?
 」

　エイラがはっとした様子で、
一
 かず

 
良
 ら

 の
頬
 ほほ

 に手を添えた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の
頬
 ほほ

 には、小さな擦過傷ができて薄っすらと血が
滲
 にじ

 んでいた。

「え？　ああ、塔を攻撃された時に破片で切ったのか……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自身の
頬
 ほほ

 を手でなぞり、指先にわずかに付いた血を見てどこかぼんやりと言う。

　敵による投石攻撃を直に目にしてはいたが、いまだに現実感が希薄でどこかふわふわした感覚が頭にこびりついていた。

　リーゼはぐっと歯を噛みしめると、真っ直ぐに
一
 かず

 
良
 ら

 を見つめた。

「カズラ、私が戻ってくるまで、ここで待ってて。エイラ、バレッタ、カズラをお願い」

「リ、リーゼ様、待ってください！」

「ちょ、お前、どこに行く気だよ!?
 」

　駆け出そうとするリーゼの腕を、エイラと
一
 かず

 
良
 ら

 が同時に掴む。

「北の防壁。敵を迎え撃つわ」

「お前が行ったってどうにもならないだろ！　それよりも、ナルソンさんやジルコニアさんたちのところへ行かないと！」

「そんな悠長なことしてられないわ。防壁が破られそうなら、一刻も早く向かわないと」

「だ、だから、お前が行ってどうするんだよ！」

「兵士たちが命がけで戦うって時に、私だけ後ろでぼんやりしてるわけにはいかない。私も戦う」

「何を言ってるんだ！　第一、お前は実戦経験なんてないじゃないか！」

　リーゼは２人に手を離させると、
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

　落ち着かせるように、ゆっくりとした口調で口を開く。

「そんなの、誰だって最初はそうだよ。それに、今はそんなこと言ってる場合じゃないの」

「死ぬかもしれないんだぞ!?
 　俺たちと一緒にいろよ！」

「死ぬかもしれないのは誰だって同じだよ」

「だからって、お前が直接戦う必要は……」

「リーゼ様」

　リーゼと
一
 かず

 
良
 ら

 が押し問答をしていると、廊下の奥から数名の兵士を引き連れたイクシオスがやってきた。

　イクシオスは普段通りの様子で、まったく慌てていなかった。

「カズラ様のおっしゃるとおりです。お気持ちは分かりますが、ご自重ください」

　淡々とした口調で、イクシオスが言う。

　そんな彼に、リーゼは
睨
 にら

 みつけるかのような視線を向けた。

「イクシオス様、私はイステール家の人間です。腑抜けた姿を、臣下や領民に見せるわけにはいかないんです。こんな時こそ、先頭に立って戦わねばなりません」

「先頭に立って戦わずとも、誰もあなたを腑抜けなどとは思いません。それよりも、あなたにはやっていただかねばならないことがございます」

　リーゼがいぶかしんだ視線をイクシオスに向ける。

「現在、この
砦
 とりで

 には多くの市民が生活しております。彼らのとりまとめをお願いしたいのです」

「そんなこと、私ではなくてもできるはずです。私は兵たちとともに、攻めてくるバルベール軍と戦います」

「もちろん、それもしていただきます」

「ちょ、ちょっと、イクシオスさん！」

　慌てて声を上げる
一
 かず

 
良
 ら

 を、イクシオスは「口を挟むな」とでもいうような視線を向けて黙らせる。

「敵は最低でも２個軍団はいるはずです。それに対して、こちらは２個中隊とあなたがたに付き添っている護衛兵のみ。このままでは、戦力が足りません。市民の中から従軍経験者をかき集め、武器を持たせて防壁まで戻ってきてください。リーゼ様には、彼らの指揮をお願いいたします」

「に、２個軍団も……？　いえ、それよりも、市民のとりまとめは私でなくても」

「あなたが最も適任なのです。今後のためにも、人民の信望が厚いあなたがやるべきです」

　リーゼは数秒黙ったが、イクシオスの弁に納得がいったのか
頷
 うなず

 いた。

「分かりました。ただし、非戦闘員は南門から脱出させます」

「いえ、護衛に付ける兵もおりませんので、敵の騎兵に回り込まれたら虐殺されてしまいます。それに、援軍の到着まで、彼らにも防衛の手伝いをさせねばなりません」

「イステリアからの援軍が到着するまでの時間は？」

「急使は出しましたが、どんなに早くても７日はかかるでしょう。武具や矢の蓄えは十分にありますので、総員で防御に徹すれば持ちこたえられる見込みはゼロではありません」

「そう……やはり、戦えない市民は脱出させましょう」

「なりません。彼らにも戦の手伝いをさせる必要があります。市民なしでは、数日と持たずに
砦
 とりで

 が陥落してしまいますぞ」

　
諫
 いさ

 めるイクシオスに、リーゼは毅然とした表情を向ける。

「脱出するなら今しかないんです。もしここが陥落すれば、
砦
 とりで

 の建造に慣れ、モルタルや建築機械の製造経験がある者たちが根こそぎ捕虜になってしまいます。それだけは絶対に避けなければなりません」

「ですから、総出で防衛すれば援軍の到着まで持ちこたえる見込みはあります。ここにいる兵たちには籠城戦の訓練を十分に積ませておりますし、従軍経験のある市民とて１０００名では利かないほどいるのです。援軍の到着まで耐えるべきです」

「敵は石弾を
投
 とう

 
擲
 てき

 する大型の攻城兵器で、北の防壁を破壊して侵入しようとしています」

　それを聞き、イクシオスは少し驚いたように眉を上げた。

「防壁を破壊……？　それは本当なのですか？」

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「ほ、本当です。現に、俺がいた防御塔の屋根部分は、石弾の直撃で一発で
粉
 ふん

 
砕
 さい

 されてしまいました。壁にあれが命中すれば、数発で崩れ落ちてしまうと思います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えた瞬間、ズシン、と腹に響くような音が３度連続で外から響いてきた。

　リーゼは再びイクシオスに向き直る。

「敵の目的は
砦
 とりで

 の奪取で間違いありません。敵は確実に防壁を破ることができる正面に戦力を集中して、他方は手薄にしていると思います。それに、我々がすぐさま市民を南へ脱出させるなどとは考えていないでしょう。市民を脱出させるなら今しかありません。もたついていればいるほど、状況は悪化します」

　リーゼは敵が防壁を破れる兵器を持っているうえに２個軍団いると聞いて、防衛は不可能だろうと判断していた。

　それならば、敵が
砦
 とりで

 の攻略に手間取っている間に、少しでも多くの市民を逃がすよりほかにないと考えたのだ。

　この
砦
 とりで

 が奪取されることは絶対にあってはならないが、無理なものは無理である。

　それならば、取りうる手段の中から最善のものを探すより他にない。

　イクシオスは顔をしかめて数秒考えた後、小さく息をついた。

「……では、南側に敵が見当たらないことを確認してから判断いたしましょう。それでよろしいですね？」

　イクシオスの言葉に、リーゼが
頷
 うなず

 く。

「はい。騎兵を数騎、斥候として
砦
 とりで

 の周囲に出してください。敵影がないことを確認した後、市民に武器を持たせて脱出させます」

「かしこまりました。ただし、脱出の可否はナルソン様の判断の後です。脱出の許可が出たら、リーゼ様は市民とともに、南へ脱出してください」

「……は？　何を言っているのですか!?
 　ふざけないでください!!
 」

　血相を変えて食って掛かるリーゼ。

　イクシオスは表情を変えず、リーゼを見据える。

「ふざけてなどおりません。リーゼ様はナルソン様とともに、
砦
 とりで

 を脱出してください。皆様が逃げおおせるまで、私どもが敵を食い止めます」

「嫌です！　私も戦います！」

「あなたが捕虜になった場合のことを考えてください。それこそ、取り返しがつきません」

「っ！」

　痛いところを突かれ、リーゼが押し黙る。

　イクシオスは
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

「カズラ様」

「は、はいっ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず背筋を伸ばして、緊張しきった声を上げる。

「ジルコニア様の姿が見当たりません。もしかしたら防壁に向かっているかもしれませんが、見つけ次第南門へと送らせます。それまでの間、宿舎に残っている
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちを連れて、リーゼ様と一緒に市民の――」

「カズラ様っ！」

　その時、宿舎の入口から、コルツが走ってきた。

　その少し後ろから、慌てた母親もやってきた。

「バルベールが攻めてきたって本当!?
 」

「コルツ！　カズラ様、申し訳ございません！　勝手に走っていってしまって……すぐに連れて行きますから！」

　母親がコルツを抱え上げようとする。

　だが、コルツはその手をひらりとかわすと、
一
 かず

 
良
 ら

 の後ろへと隠れてしまった。

「やめてよ！　俺はカズラ様の
傍
 そば

 にいないといけないんだよ！」

「何をバカなことを言ってるの！」

「ま、まあまあ、ユマさん落ち着いて」

　コルツの母親――ユマ――を
一
 かず

 
良
 ら

 がなだめていると、イクシオスがやれやれといった様子でため息をついた。

「カズラ様、その子らも一緒に連れて行っていただけますでしょうか」

「は、はい」

「あ、あの、カズラ様、夫を見ませんでしたか？」

　何とかコルツを捕まえたユマが、不安そうな目を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「えっ、一緒じゃなかったんですか？」

「はい。バルベールが攻めてきた、という叫び声を聞いた途端、駆け出して行ってしまって……」

「……まさか、北の防壁に？」

「そ、そんな!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、さっとユマの顔が青ざめる。

「俺、行って連れ戻してきます！」

「ダメです!!
 」

　駆け出そうとした
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を、バレッタが掴んだ。

「ちょ、バレッタさん!?
 」

「行っちゃダメです！　カズラさんは皆と一緒にいてください！　私が行ってきますから！」

「……私が行く。カズラたちは、先に南門へ向かって」

「お、お前、何言ってるんだよ!?
 」

「リーゼ様、お止めください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とイクシオスの声に構わず、リーゼは皆に背を向ける。

「せめて、これくらいのことはさせてよ。エイラ、バレッタ、カズラをお願い。彼を見つけたら、すぐに私も南門に向かうから」

「お、おい！」

「リーゼ様！　くそ、お前たち、リーゼ様に付いていけ！」

　皆の制止の声もきかず、リーゼは外へと駆け出して行った。

　

　宿舎の外に出たリーゼは辺りを見渡し、コルツの父親がいないことを確認すると北の防壁へと駆け出した。

　砦内は、まさに混乱の極みといった状況になっていた。

　恐慌状態に
陥
 おちい

 った市民や使用人たちが右往左往し、あちこちから怒声が響き渡っている。

「リーゼ様！　お待ちください！」

　数人の護衛兵が、鎧の
擦
 こす

 れる音を響かせてリーゼに追いすがる。

　リーゼは走りながら、彼らに顔だけで振り返った。

「あなたたちはこの辺りの市民を南門まで誘導しなさい！」

「いえ、我々はリーゼ様をお守りします！」

「なら、そこの２人だけ付いてきなさい！　他の者は市民を誘導するのです、早く！」

「は、はい！」

　市民は南門へ向かえ、とリーゼは大声で叫びながら、北の防壁へと走る。

　しばらく走り、ようやく見えてきた防壁を見てリーゼたちは
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした。

　まるで巨大な槌を振り下ろされたかのごとく、石造りの防壁に大きな裂け目ができていた。

　人が通れるほどの隙間は、まだできていない。

　後から積み上げられた石壁の外側部分がモルタルやコンクリートで接合されていたため、石弾の直撃を受けても一度で
粉
 ふん

 
砕
 さい

 とはならなかったからだ。

　これがもし、ただ石を積み上げただけの従来どおりの石壁だったなら、たった一度の着弾で広範囲が崩れ落ちていただろう。

　リーゼたちは知らないことだが、飛んできている石弾が比較的小ぶりなものだったことも防壁の延命につながっていた。

「敵の重装歩兵５個中隊、弓兵１個中隊が３列横隊で接近中！　
梯子
 はしご

 あらず！　その後方に８個中隊と騎兵約２００が待機！」

　防壁の上にいる兵士が、砦内に向かって大声で叫ぶ。

　攻撃を受けている防壁の前には、すでに数百人の兵士たちが集結していた。

　青銅製の鎧兜を身にまとい、５メートルはあろうかという長槍と円盾を手にしている者たちがほとんどだ。

　自ら集まってきたのか、剣や短槍などの武器を手にした市民の姿も何人か見られた。

　彼らの前には羽根付きの兜をかぶった中隊長がいて、拳を振り上げて大声で激励の言葉を発していた。

「石弾、来ます!!
 」

　防壁上の兵士が叫んで数秒後、激しい衝突音とともに、兵士たちの前の防壁が大きく崩れた。

　同時に、その防壁部分から少し離れたところにある２基の防御塔が、がらがらと音を立てて中央部辺りまで崩れ落ちた。

　塔内部の木の骨組みもへし折られ、無残な姿を
晒
 さら

 してしまっている。

「リーゼ！」

「リーゼ様！」

　あまりの光景にリーゼが顔を青ざめて棒立ちになっていると、背後から
蹄
 ひづめ

 の音とともにラタに乗ったジルコニアとアイザックがやってきた。

　２人は新品の指揮官用の鉄鎧を身に着けた完全武装で、数十人の護衛兵を引き連れている。

「どうしてこんなところにいるの!?
 　あなたはカズラさんやナルソンたちと一緒にいなさい！」

　母の姿に、立ちすくんでいたリーゼは気を取り直して彼女に向き直った。

「グリセア村のかたが１人、ここにいるはずなんです！　彼を連れ戻さないと！」

「グリセア村の……？」

　リーゼの言葉に、ジルコニアは防壁へと目を向けた。

　兵士たちに交じって武器を手にしている数十人の市民の姿に、思案するように動きを止める。

　そうしている間にも、あちこちから兵士や市民たちがこの場所へと集まってきていた。

「……分かった。私が探して宿舎まで戻るように伝えるわ。あなたは先に戻りなさい」

「いえ、私が直接連れて帰ります」

「ダメよ。ここは危険だわ。先に戻りなさい」

「嫌です。彼と一緒でなければ――」

「さっさと戻れッ!!
 」

「ひっ！」

　すさまじい剣幕で怒鳴りつけられ、リーゼは思わず肩をすくめた。

　それを見て、ジルコニアははっとした様子で表情を少し緩めた。

「……ここは私に任せて、あなたは戻ってカズラさんの
傍
 そば

 にいなさい。いいわね？」

「で、ですが、お母様……」

「返事は？」

「……嫌です」

　リーゼは涙目になりながらも、ジルコニアをキッと
睨
 にら

 みつける。
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「彼を連れ帰るって、カズラに約束したんです！　一人で戻るなんて、できません！」

「リーゼ……」

　ジルコニアはラタから降り、リーゼに歩み寄った。

　少し腰をかがめ、彼女の両腕を掴む。

「聞き分けのないこと言わないで。ここは戦場になるのよ？　あなたに万が一のことがあったら、ナルソンに顔向けできないわ」

「お母様、私だってイステール家の人間です。物事を自分で判断して行動できます。半人前扱いしないでください！」

　ジルコニアは顔をしかめたが、すぐに真剣な
瞳
 ひとみ

 でリーゼを真っ直ぐに見つめた。

「分かった。彼と一緒なら戻るのね？」

「はい！」

「アイザック、リーゼと一緒に行って彼を探して連れ戻しなさい。カズラさんたちのところまで送り届けて」

「はっ！」

「敵部隊停止！　石弾、来ますっ！」

　再び防壁上の兵士が叫び、数秒置いてから半壊した防壁と２つの防御塔から大きな破壊音が響いた。

　今まで何とか耐えていた防壁もついに崩れ落ちて一部が瓦礫の山と化し、人が数人通れる程度の空間ができてしまった。

　さらに防御塔も足元から崩れ始め、もう何発か着弾すれば瓦礫を乗り越えて敵が侵入してくるだろう。

「敵前衛部隊、進軍再開！　弓隊、射撃用意！」

　接近する敵部隊に、防壁上で横一列に展開していた数十人の兵士たちが弓を構える。

　敵は接近している部隊だけで６個中隊、約１８００人だ。

　数十人しかいない弓兵では、焼け石に水だろう。

「リーゼ、アイザック、急ぎなさい！」

「お母様、私たちが彼を見つけたら、お母様も一緒に戻ってください！　イクシオス様の指示です！」

「……分かった。早く彼を探しなさい」

「はいっ！」

「リーゼ様、お乗りください！」

　アイザックの後ろにリーゼが飛び乗り、防壁へと駆け出す。

　ジルコニアもラタに再び飛び乗ると、引き連れていた護衛兵とともに、戦列を組む兵士たちの下へと駆けだした。

「戦闘用意！　盾を構えろ！」

　それと同時に、中隊長が兵士たちに大声で指示を出した。

　味方の重装歩兵たちは、崩れ落ちた防壁を
塞
 ふさ

 ぐようにして、何列にもわたって横陣を組んで整列している。

　最前列の兵士が盾を前方に構えて盾の壁を作り、後列の兵士はその間から
槍
 やり

 を突き出した。

　瓦礫を乗り越えて侵入を試みる敵兵を
槍
 やり

 
衾
 ぶすま

 で迎え撃って防壁の裂け目の間で立往生させ、防壁上からの攻撃で
殲
 せん

 
滅
 めつ

 するつもりのようだ。

「弓隊……お、おい、投げ槍はまだ早い！　待てっ！」

　リーゼとアイザックが防壁にたどり着いた時。

　防壁上にいた市民の１人が大きく投げ
槍
 やり

 を振りかぶり、やや上方向に向かってすさまじい勢いで
投
 とう

 
擲
 てき

 した。

　数秒置いて、防壁上の兵士たちからどよめきが起こった。

　リーゼたちの位置からでは何が起こっているのか分からないが、どうやら彼が投げた
槍
 やり

 が敵部隊にまで届いたようだ。

「弓隊、遅れをとるな！　撃て！」

「コーネルさん！」

　ラタの上から、リーゼが大声で叫ぶ。

　２本目の
槍
 やり

 を
投
 とう

 
擲
 てき

 しようとしていたコルツの父親――コーネル――は手を止め、リーゼに振り返った。

「降りてきてください！　早く！」

「え？　し、しかし……」

「いいから急いでっ!!
 」

　コーネルは
戸
 と

 
惑
 まど

 った様子ながらも、大急ぎで防壁の階段を駆け下りてリーゼの下へとやってきた。

「南門まで下がります！　付いてきてください！」

「えっ!?
 　で、ですが、すぐにでも敵兵が侵入してきますよ!?
 　ここを守らねば……」

「命令です、付いてきなさい！　アイザック様！」

　リーゼの呼びかけに、アイザックはラタの腹を
蹴
 け

 って駆け出した。

　コーネルは困惑しながらも、リーゼたちを追って走り出す。

「お母様！」

　戦列を組む部隊のやや後方にいるジルコニアに、リーゼが大声で呼びかける。

「彼を見つけました！　お母様も早くこちらへ！」

「先に行きなさい！　後から追いつくわ！」

「えっ!?
 　で、ですが！」

「アイザック、行きなさい！」

「アイザック様、止まって！」

　アイザックは速度を緩めず、リーゼの制止を無視してそのままラタを走らせた。

　

「……行ったか」

　走り去っていくリーゼたちを見送り、ジルコニアはほっと息をついた。

　気を取り直して、前方へと目を向ける。

　防壁の裂け目から、敵兵の横陣が遠目に見える。

　彼らは前面と上方に長方形の大盾を並べ、飛んでくる矢を防ぎながらじわじわと迫ってきていた。

「中隊長！　状況を報告しなさい！」

　身構える兵士たちの一番左端で指揮を執っていた壮年の中隊長に、ジルコニアが叫ぶ。

　彼はそれでようやくジルコニアの存在に気づいたようで、駆け足で彼女の下へとやってきた。

「敵１個軍団の約半数が、この場所に向けて接近中です。両脇の防御塔は石弾による攻撃で破壊されてしまい、完全に機能を
喪
 そう

 
失
 しつ

 しています。他の塔は射程外のため、接近中の敵部隊への射撃は防壁上からしか行えません。攻撃を受けている塔が完全に崩れ落ちれば、後方で待機している残りの敵がそこから侵入してくるかと思われます」

「防御塔側の守りはどうなってるの？」

「第２中隊が集まった兵を半分に分け、それぞれ配置に就いています。片側につき、まだ１００人も集まっておりません。指揮は第２中隊長と副長が執っています」

　ジルコニアがぎりっと歯を食いしばり、表情を
歪
 ゆが

 める。

　防御塔は半壊しているが、まだかろうじてその形状を保っている。

　完全に崩れ落ちるまでにはしばらく
猶
 ゆう

 
予
 よ

 があるだろうが、それまでに何らかの手を打たなければ、敵がなだれ込んできてしまうだろう。

「完全に虚を突かれました。まさかあのような武器が存在するとは……」

「敵は２個軍団かと思ったのだけど、１個軍団で間違いないの？」

「はい。今のところは」

　敵の駐屯地には２個軍団がいるとジルコニアは聞いていたのだが、どういうわけか攻めてきているのは１個軍団だけらしい。

　とはいえ、敵と
砦
 とりで

 の守備隊の数に絶望的な差があることに違いはない。

「……防壁の裂け目を死守して。第二中隊もここの守りに向かわせるわ。防御塔側は私が何とかする」

「かしこまりました」

「矢が来るぞーッ！」

　中隊長が
頷
 うなず

 いた時、防壁上の兵士の１人が叫んだ。

「後列、盾を上げろ！」

　中隊長の代わりに指揮を執っていた副長が叫び、隊列を組んでいた重装歩兵の２列目以降が一斉に盾を頭上に掲げる。

　ジルコニアたちはとっさに、まだ崩れていない防壁の陰へと駆けた。

　それとほとんど間を置かず、崩れ落ちた防壁の裂け目や防壁上の弓兵を狙って放たれた矢が、空気を切り裂く耳障りな音とともに砦内に飛び込んできた。

「部隊の指揮に戻ります」

「分かった。後から集まってきた兵士たちは私が取りまとめるわ」

「はっ！」

　攻撃の間隙を
縫
 ぬ

 い、中隊長が戦列に復帰する。

「前進！　裂け目を
塞
 ふさ

 げ！」

　中隊長の声が響き、防壁の裂け目を
槍
 やり

 の穂先で完全に
塞
 ふさ

 ぐように部隊は前進した。

　ジルコニアはそれを見届けるとラタの腹を
蹴
 け

 り、護衛兵とともに防壁前の部隊から数十メートル後方まで駆けた。

　その場でぐるっと旋回し、周囲を見渡す。

　あちこちから、この場所へと集まってきている市民や兵士たちの姿が見えた。

　ジルコニアが剣を抜き、頭上に突き上げる。

「こっちへ集ま――」

　

「ッ！　危ない！」

　ジルコニアは隣にいた護衛兵に腕を掴まれ、力任せに引き寄せられてラタから半身を引きずり降ろされる。

　その瞬間、防壁を大きく越えて飛来した石弾が、ジルコニアの乗っていたラタに直撃した。

　ジルコニアは腕を掴んできた護衛兵とともに、もんどりうって地面に叩きつけられた。

「ジルコニア様！」

　衝撃で胸が圧迫されて呼吸が止まり、激しく咳込む。

　だが、すぐさま護衛兵たちに抱え起こされ、よろよろと立ち上がった。

「ジルコニア様、大丈夫ですか!?
 」

「ごほっ、ごほっ……だ、大丈夫よ……ありがと、助かったわ。こんなところまで飛んでくるなんて……」

　ジルコニアは、先ほどまで自分がいた場所に目を向けた。

　石弾に引き潰されて肉塊になったラタの死骸を目にし、背筋に冷たいものが走る。

「……ウォルク、集まってきている兵士たちを使って、荷馬車を10
 台くらい、ここに運んできなさい」

「荷馬車、ですか？」

　声をかけられた若い護衛兵が、いぶかしげな顔をする。

　ジルコニアは顔を上げると、崩れかかった２つの防御塔へと目を向けた。

「そうよ。荷台に木材とか
藁
 わら

 とか燃えるものを何でも詰め込んで、油をかけて防御塔の両脇に並べなさい。敵が侵入してくるのと同時に、荷馬車を押して侵入口を
塞
 ふさ

 いで火を放つの。しばらくの間は炎で進入路が
塞
 ふさ

 がって足止めできるし、何人かは巻き添えにして焼き殺せるかもしれない」

「っ！　はい！」

　彼はラタの腹を
蹴
 け

 り、駆けだした。

　ジルコニアは両脇を支えていた護衛兵に手を離させ、戦列を組む中隊へと目を向けた。

「敵が防壁の他の部分を攻撃するまでは、あそこの進入路は
塞
 ふさ

 がずにこのまま攻撃させる。侵入路を限定させて、正面と防壁上の攻撃で敵戦力をすり減らすわ。後から集まってきた兵は、全員防壁に上らせる。それと……」

　そこまで言い、周囲にいる十数人の護衛兵たちへと目を向けた。

　全員が平民出身の志願兵で、年齢も性別もばらばらだ。

　休戦協定が
締
 てい

 
結
 けつ

 される何年も前から付き従っている古株もいる。

　かつてはジルコニアが初陣を飾った時から
傍
 そば

 にいた者も何人かいたが、今はもう一人もいなくなってしまった。

「……戦えない市民も集まってきてしまっているわ。ラッド、辺りにいる市民を全員かき集めて。レナは、戦えない者たちを宿舎まで送り届けて」

「かしこまりました」

「送り届けたら、すぐに戻ってきますから！」

　指名された２人はすぐに、周囲の市民を集めに駆けだして行く。

　ジルコニアはそれを見届け、残った護衛兵たちへと向き直った。

「ここを維持するわよ。あなたたち、覚悟を決めなさい」

　その言葉に、護衛兵たちが顔を見合わせた。

　一拍置いて、クスクスと笑い声が漏れる。

「……何よ。何で笑うの？」

「ジルコニア様、ヤバイ戦いの前にはいつも『覚悟を決めろ』って言いますよね。久しぶりに聞いたなと思ったら、つい」

「あー……うん。昔、私の部隊を率いてた人が言ってたから、その真似をしてるの。少しでも、その人みたいになれるかなって」

「ジルコニア様の上官だったかたですか。今も軍に？」

「ううん。先に逝ってしまったわ。もう10
 年になるかしら」

　久方ぶりに当時のことを思い起こし、ジルコニアが薄く
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで答える。

「ジルコニア様を従えられるとは、よほど豪胆なかただったのでしょうなぁ」

「会ってみたかったような、会えなくてよかったような……」

「あなたたち、私を何だと思ってるのよ……」

　ジルコニアはげんなりとした口調で言いつつも、皆につられるようにして小さく笑う。

　だがすぐに、表情を引き締めた。

「敵を食い止めるわよ。自分から言い出した約束も守れない野蛮人どもに、攻めてきたことを後悔させてやりなさい」

　

　その頃、南門の前の広場では、
一
 かず

 
良
 ら

 たちが喧騒の真っ只中にいた。

　あちこちから荷馬車が集められ、必要最低限の水や食料とともに女子供が次々に荷台へと載せられていく。

　この場にはすでに、２０００を超える市民が集まっていた。

　あちこちから恐怖に駆られた女性の声が響き、子供や赤ん坊の泣き声も聞こえてくる。

「準備が整い次第、すぐに脱出します！　女性と子供は荷馬車に乗ってください！」

「カズラ様！」

　集まった市民たちに
一
 かず

 
良
 ら

 が叫んでいると、人々をかき分けてハベルとマリーが駆けつけてきた。

　２人とも私服姿だ。

「２人とも！　よかった、姿が見えないからどこにいるのかと……」

「ご心配おかけして、申し訳ございません。夜明け前から川へ
釣
 つ

 りに出かけていて……それより、バルベールが攻めてきたというのは本当なのですか？」

　ほっとした様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、ハベルは真剣な表情で問いかける。

「はい。北の防壁に突然攻撃を仕掛けてきました。防壁が破壊されて敵が攻め込んでくる前に、急いで脱出しなければ」

「防壁を破壊……ですか？」

　ハベルは一瞬
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしたが、理由を問いただすような真似はせず、すぐに
頷
 うなず

 いた。

「かしこまりました。今すぐ脱出するのですか？」

「いえ、まだリーゼやナルソンさんたちが来てなくて……脱出するのは皆がそろってからです」

　ハベルは
頷
 うなず

 くと、マリーに振り返った。

「マリー、ここでカズラ様のお手伝いをしろ。俺はラタと装備を取ってくる」

「はい！」

「絶対に皆の
傍
 そば

 を離れるんじゃないぞ。必ずカズラ様の目の届くところにいるんだ」

「はい、大丈夫です！」

「マリーちゃん、こっち手伝って！」

「はいっ！」

　荷馬車で荷物の積み込みをするエイラに呼ばれ、マリーがそちらへと駆けていく。

　それを見届けてハベルがその場を去ろうとした時。

　周囲にいた市民のなかから、数人の若い男が
一
 かず

 
良
 ら

 たちの下へと詰め寄ってきた。

「おい！　脱出するってどういうことだ!?
 　おめおめと、
砦
 とりで

 を明け渡すつもりかッ!!
 」

「なぜ武器を取って戦わないんだ!?
 　俺たちがどんな想いでこの
砦
 とりで

 を造ったと思ってやがるッ！」

　彼らは
酷
 ひど

 く興奮した様子で、
一
 かず

 
良
 ら

 に向かって怒声を上げた。

　さっと、ハベルが
一
 かず

 
良
 ら

 の前に立ちふさがる。

　不穏な空気に、荷物の積み込みを手伝っていたバレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に駆け寄った。

「貴様ら下がれッ！　黙って命令に従え！」

「うるせえ！　てめえに言ってねえよ！」

　ハベルが
威
 い

 
嚇
 かく

 するように言うが、彼らは歯牙にもかけないといった様子でわめきたてる。

「敵は防壁を破壊する兵器を使ってきているんです。防壁が壊されれば、
砦
 とりで

 を守ることは不可能です。敵が雪崩れ込んでくる前に、急いで脱出しなければなりません」

　詰め寄る彼らを落ち着かせようと、
一
 かず

 
良
 ら

 はハベルの後ろから努めてゆっくりとした口調で
諫
 いさ

 める。

「ふざけるな！　はなから
諦
 あきら

 めてどうするんだ！」

「敵の数は圧倒的です。勝ち目のない戦いをするわけにはいきません。守備隊が敵を足止めしている間に、皆で少しでも遠くに逃げるんです！」

「ッ！　この腑抜け野郎がッ！」

　激高した若い男が、
一
 かず

 
良
 ら

 に迫ろうと行く手を阻むハベルを突き飛ばした。

　ハベルは勢いよく押されてたたらを踏んだが、何とか踏みとどまると男を突き飛ばし返した。

　騒いでいた市民たちはそれを見てさらに興奮して抗議の声を上げ、突き飛ばされた男はハベルに殴りかかった。

　ハベルは一歩も引かずに、素手で応戦しながら
一
 かず

 
良
 ら

 を守る。

「カズラ様、お下がりください！」

　少し離れた場所で市民を誘導していた数人の護衛兵が、騒ぎに気づいて慌てて駆け寄ってくる。

　だが、別の男がハベルの脇をすり抜け、
一
 かず

 
良
 ら

 へと迫ってきた。

「おい！　脱出命令なんて撤回しろ！」

「落ち着いてください！　今戦っても勝ち目はありません！　お願いですから、指示に従ってください！」

「ここを奪われたらこの国はおしまいだろうが！　命令を撤回しないとぶっ殺すぞ！」

「できません！　ここで我々が争って何になるっていうんですか！」

「このっ……！」

　男が
一
 かず

 
良
 ら

 の胸倉を掴もうと、手を伸ばす。

　だが、バレッタはさっと２人の間に割り込むと、男の手首を掴んで勢いよく捻り上げた。

「いてえっ！　な、なにしやがるッ！」

「カズラさん、下がってください！」

「バ、バレッタさん！」

「カズラ様、我らの後ろに！」

　護衛兵たちが駆けつけると、バレッタは手を離して
一
 かず

 
良
 ら

 とともに彼らの後ろへと下がった。

　ハベルも何とかその場を切り抜け、
一
 かず

 
良
 ら

 の下へと逃げ込む。

　それを見ていた他の市民たちが、口々に非難の声を上げながら２人に詰め寄ろうとする。

　護衛兵たちは盾を構え、押し寄せる市民から
一
 かず

 
良
 ら

 たちを守るようにして彼らに相対した。

「貴様ら、軍に歯向かうつもりか！　下がれ！」

「うるせえ！　邪魔するな！」

　若い男が罵声を上げながら、両手で護衛兵の盾を突き飛ばすようにして突っかかる。

　それを受け、護衛兵は彼に前蹴りを食らわせて突き飛ばした。

　市民たちはさらに激高し、今にも殴り掛からんばかりに護衛兵に詰め寄る。

「何が命令だ！　この
砦
 とりで

 を奪われてもいいってのか!?
 　逃げ出すなんて問題外だろうが！」

「それを判断するのは貴様らではない！　黙って従え！」

「従えだと!?
 　家族を守るために造った
砦
 とりで

 を敵にくれてやるような命令に従えるかよ！」

　まさに一触即発、といった状況に
一
 かず

 
良
 ら

 が青ざめていた時。

　それまでの喧騒とは違ったざわめきが、市民の集団の後方で起こった。

「皆さん、落ち着いてください！　私の話を聞いて！」

　差し込まれた鋭い声に、皆が一斉に振り返る。

「リーゼ様……」

「リーゼ様だ……」

　純白のラタに
跨
 またが

 り広場へと駆けこんできたリーゼに、その場にいる全員の視線が集中した。

　彼女の登場から一拍遅れて、アイザックもその場に駆けつける。

　リーゼは一良たちが見える位置まで来ると、ラタの足を止めた。

「あなた！」

「父ちゃん！」

　リーゼたちから少し遅れてやってきたコーネルに、コルツたちが荷馬車から飛び出して駆け寄った。

　リーゼはラタに乗ったまま、市民たちに向き合う。

「もうすぐ敵の大軍が防壁を突破し、
砦
 とりで

 の中になだれ込んできます！　逃げることに納得できないかたもいるでしょう！　砦を守ろうとしない私たちを腰抜けと思うかたもいるでしょう！　ですが、我々はここで倒れるわけにはいかないんです！　今は
堪
 こら

 えて、どうか私と一緒に逃げてください！」

　リーゼの叫ぶような言葉に、広場が一瞬静まり返る。

　だがすぐに、市民たちの間に再びざわめきが広がり始めた。

「で、ですが、そんなことでは死んでいった戦友たちに顔向けができません！　奴らに屈しろとおっしゃるのですか!?
 」

　群衆のなかの１人が声を上げる。

「そうだ！　逃げずに戦うべきだ！」

「皆で立ち向かえば、奴らを退けることだってできるはずだ！　この砦を奪われてたまるかよ！」

　その言葉に賛同した声が、あちこちから上がる。

　それは大きなうねりとなって、あっという間に広場は喧騒に包まれた。

「いけません！　今は退いてください！　砦は必ず奪還すると、この命にかけて誓います！　だから――」

「みんな、行こうッ！　
砦
 とりで

 を守るんだ！」

「「「オオーッ!!
 」」」

　１人の若者が上げた声を皮切りに、幾人もの市民たちが北の防壁へと向かって駆けだした。

「お、おい、待て！　行くんじゃない!!
 」

「皆さん、彼女の指示に従って！　待ってください！」

　護衛兵と
一
 かず

 
良
 ら

 は慌ててそれを止めようとするが、走り出した市民たちはその声にまったく耳を傾けようとはしない。

　リーゼも何度か制止の声を上げたが、彼らが止まらないのを見てやがて
諦
 あきら

 めたかのように言葉を止めた。

　広場を去ってしまったのは、そのほとんどが若い男たちだ。

　人数にして、３００～４００人はいただろう。

　広場に集まっていた６分の１ほどもの人々が、命令を無視してこの場を去ってしまった。

　リーゼはひらりとラタから飛び降り、
一
 かず

 
良
 ら

 の下へと歩を進める。

　残った人々は、皆が不安そうな視線をリーゼに向けながら道を開けた。

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の前まで来ると、硬い表情で彼を見上げた。

「……残った人たちを連れて脱出するわ。斥候は戻ってきた？」

「あ、ああ。近くにバルベール軍の兵士はいないらしい」

　今まで見たことのない彼女の表情に、
一
 かず

 
良
 ら

 はたじろぎながらも答える。

　リーゼは無理やり感情を押し殺しているかのように、ぐっと歯を食いしばっている。

「そう。武器は用意できてる？」

「そこの荷馬車に積めるだけ積んである」

「なら、従軍経験のある市民にそれを配って。武器を持たせたら、門の前に集合させて。後の指示は私が出すわ。アイザック様！」

「はっ！」

　待機していたアイザックが、リーゼの呼びかけに大声で返事をする。

「お父様がまだ来ていません。宿舎まで戻って連れてきてください」

「ジルコニア様のことはいかがなさいますか？」

「……後から来るという言葉を信じます。お父様が合流し次第、すぐに脱出します」

　その時、市民の中から悲鳴が上がった。

　何事かと皆がそちらに目を向ける。

　悲鳴を上げた市民は、
砦
 とりで

 の中心を指差していた。

「火を……放ったのか……」

　目に飛び込んできた光景に、
一
 かず

 
良
 ら

 がつぶやく。

　建物が密集している
砦
 とりで

 の中心部から、黒々とした煙が幾筋も立ち上っていた。

　北の防壁付近からも、２筋の太い黒煙が空へと延びている。

「お、お母様……」

　リーゼが動揺した声を漏らす。

　同時に、アイザックは宿舎へと駆け出した。

　

「ナルソン様！」

　宿舎前の広場へと戻ってきたアイザックは、ナルソンの姿を見つけて駆け寄った。

　ナルソンは兵士に手伝われてラタに
跨
 またが

 ったところで、数十人の護衛兵と一緒だ。

「急ぎ、南門へ来てください！　敵が侵入してくる前に脱出いたします！」

「うむ。リーゼたちはもういるのか？」

「はい、市民をまとめながらナルソン様をお待ちしております」

「ジルも一緒か？」

「いえ……北の防壁で別れた時に、後から行くとはおっしゃっていたのですが」

「やはり防壁へ向かっていたか……。よし、ジルを迎えに行くぞ。アイザック、付いてこい」

　ナルソンがラタの腹を
蹴
 け

 り、勢いよく駆け出していく。

「えっ!?
 　ナルソン様、お待ちください！」

　南門とは反対方向へと駆け出したナルソンに、アイザックが慌てて追いすがる。

「ナルソン様、いけません！　お戻りください！」

「いけない？　なぜだ？」

「危険です！　北は戦場になっているのですよ!?
 」

　アイザックが言うと、ナルソンはアイザックに横目を向けて少し笑って見せた。

「だから行くんだろうが。あいつのことだ、迎えに行かねば、おそらく戻ってはこないだろう」

「で、ですが！」

「彼女はこの国の旗印だ。こんなところで失うわけにはいかん。それに――」

　そう言って、ナルソンは再び前方に目を向けた。

「かりそめとはいえ、私はあいつの夫だからな。妻を迎えに行くのは、夫である私の役目だ」

「ナルソン様……」

「急ぐぞ」

　ナルソンがラタの腹を
蹴
 け

 り、足を速める。

　アイザックは口をつぐみ、彼の後を追った。

　

「投げ
槍
 やり

 がくるぞ！　盾を上げろ！」

　防壁の裂け目を
塞
 ふさ

 ぐように並ぶアルカディア重装歩兵の隊列目がけて、バルベール重装歩兵の一団が投げ槍の一斉射撃を行う。

　雨あられと飛来した槍が鈍い音とともに盾に突き刺さり、その重みで盾を持つ手が強制的に下げられる。

「突撃来るぞ！　前列、立て直せ！」

　中隊長が叫ぶと同時に、鉄の短剣を手にしたバルベール兵が、盾に身を隠しながら突撃を開始した。

　盾を使えなくなった最前列のアルカディア兵は盾を捨て、死に物狂いで長槍を突き出す。

　その穂先を跳ねのけて無理やり前進しようとする敵兵に、第二列、第三列の兵士が間を
縫
 ぬ

 うようにして
槍
 やり

 を突く。

　がんがんとバルベール兵の盾に穂先がぶつかり、足が止まる。

　そこに、防壁上の兵士が次々に石や投げ槍を
投
 とう

 
擲
 てき

 した。

　バルベール兵はすぐさま攻撃の手を止め、引き波のごとく後ずさりする。

「敵部隊、下がります！」

「また投げ槍が来るぞ！　第一列、槍を捨てて下がれ！」

　その命令が実行されるよりも早く、後退する敵兵の頭上を飛び越えて大量の投げ槍が飛来した。

　盾を失った最前列の兵士たちはそれをまともに受けてしまい、次々に倒れていく。

「ジルコニア様、このままでは持ちません。荷馬車を投入して裂け目を
塞
 ふさ

 ぐべきです」

　隊列から少し離れた後方、ジルコニアの隣に立つイクシオスが進言する。

　敵はアルカディア軍の戦術を研究していたようで、投げ
槍
 やり

 を巧みに用いてこちらのファランクス隊形を崩そうとしてきていた。

　今のところなんとか防げてはいるものの、投げ槍の一斉射撃と突撃の反復攻撃による被害は甚大だ。

　敵の投げ槍は穂先に返しが付いており、一度突き刺さるとなかなか外すことができない。

　盾を失った重装歩兵は突撃と投げ槍の防御を同時には行えず、そこを突かれて徐々に戦力をすり減らしていた。

「重装歩兵に投げ槍を持たせているとは……護衛兵、配置につきなさい！」

　ジルコニアが指示するとすぐに、裂け目の脇に停められていた荷馬車に護衛兵たちが走った。

「第一中隊、後退！　第二中隊、抜刀！」

　ジルコニアが大声で指示を飛ばす。

　第二中隊の兵士たちは槍を捨て、一斉に鞘から長剣を抜く。

　ジルコニアも羽根付きの兜を被ると剣を抜き、盾を握りしめた。

　後退を始める第一中隊を見て、敵の前衛部隊が
砦
 とりで

 に突入しようと走り出す。

「突撃！」

　後退する第一中隊の間を
縫
 ぬ

 って、ジルコニアは第二中隊とともに突進した。

「ッ!?
 　敵将だ！　女……ジルコニアだぞ！」

　なだれ込んでくる敵兵の一人が叫び、ジルコニアに向かってくる。

　その敵兵が駆け寄る勢いのまま、鋭い突きを繰り出した。

　盾を
掠
 かす

 らせるようにしてそれを受け流し、同時に剣を突く。

　ごりっ、という感触とともに、敵兵の二の腕に深々と刃が突き刺さる。

　剣を引いて敵兵を腕ごと引き寄せ、小盾のふちで顔面を殴りつけた。

　仰け反った敵兵に前蹴りをかまし、転倒させる。

　すぐさま駆け寄り、ブーツのかかとで顔面を思い切り踏みつけ、鼻ごと口顎を砕いて止めを刺した。

　さらに２人の敵兵が正面から迫る。

　斬撃と突きが同時に襲い掛かる。

　ジルコニアは大きく踏み込み、それらの間に自身の剣と盾を滑り込ませるように突き出した。

　捻りを加えて攻撃をはじき、軌道を逸らしてギリギリのところでかわす。

　そのまま右の敵兵に肉迫して顔面に右肘を叩き込み、昏倒させた。

　剣を手放し、左の敵兵の盾を掴んで、力任せに押し下げる。

　敵兵は体勢を崩しながらも、薙ぎ払うようにして剣を振るう。

　それを盾で受け止めると同時に、足を払って転倒させた。

　顔面目掛け、叩きつけるように盾を打ち下ろす。

　骨の砕ける感触とともに敵兵はびくんと大きく身体を跳ねさせ、その手から剣が離れた。

　かっさらうようにしてそれを拾い、身を起こす。

　さらに複数の敵兵が、ジルコニア目掛けて殺到する。

　味方兵士がそこへ割り込み、乱戦となった。

「今だ、荷馬車を押せ！」

　後方のイクシオスが叫ぶと同時に、裂け目を
塞
 ふさ

 ごうと護衛兵たちが荷馬車を押し進める。

　続々と侵入してくる敵兵はそれに気づき、そうはさせじと荷馬車に手をかけた。

「火を放て！」

　声が響いて数秒、荷馬車に炎が広がった。

　押し戻そうとしていた敵兵は慌てて退き、それと同時に荷馬車が防壁の裂け目を
塞
 ふさ

 ぐ。

　砦内に侵入した数十人のバルベール兵たちは本隊から切り離され、前面のアルカディア兵と防壁上からの攻撃の挟み撃ち状態となった。

「ジル！」

　ジルコニアが残った敵兵へ走り出そうとしたところで、背後から声が響いた。

　振り向き、顔をしかめる。

「何でこんなところに……！」

　歯噛みしてそう漏らすジルコニアに、ラタに乗ったナルソンとアイザックが駆け寄る。

「ジル、南門まで下がれ！」

「どうして来たの!?
 　市民を連れて脱出するんでしょう!?
 　ここは私が抑えるから、早く行きなさい！」

「何を言っている！　お前も一緒に来い！」

「この状況で行けるわけがないじゃない！」

「ジルコニア様、後のことは私にお任せください」

　部隊後方で指揮を執っていたイクシオスが、護衛兵とともに３人の下に駆け寄った。

「脱出するなら今しかありません。長くは持ちませんぞ」

「今、私が抜けるわけにはいかないわ。士気が持たなくなる」

「それは聞き捨てなりませんな。私では力不足であると？」

「そういうわけじゃ……それに、あなたたちを置いていけるわけないじゃない！」

「あなたがたが脱出したら、我々も撤退します。ここで全滅するようなヘマはいたしません」

「だから、それなら私も一緒に！」

「危険が大きすぎます。万が一にも、我々はあなたを失うわけにはいかないのです。アイザック」

　イクシオスが、ラタに乗るアイザックに目を向ける。

「はっ！」

「お二人をお守りしろ。スラン家の誇りにかけて、何があってもだ」

「はい！　お任せください！」

　父の言葉に、アイザックは姿勢を正してしっかりと
頷
 うなず

 く。

　ふっとイクシオスは
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、手綱を掴むアイザックの手を握った。

　ぐっと、力強く握りしめる。

「立派になったな、我が息子よ」

「……ッ」

　歯を食いしばって、アイザックがうつむく。

　その時、後方から聞こえてきた多くの足音に気づき、ジルコニアたちは目を向けた。

　命令を無視して北へと向かった市民たちが駆けつけてきたのだ。

「な……どうして市民が……」

　
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情を見せるジルコニア。

　なぜ、という視線をアイザックに向ける。

「リーゼ様とカズラ様が止めたのですが、
砦
 とりで

 を守ると言って勝手に向かってしまって……」

「ジルコニア様、彼らを連れて南門へ向かってください。あなたの言うことなら聞き入れるでしょう」

　ジルコニアはぎりっと歯を噛みしめ、苦渋の表情でうつむいた。

「……分かった。イクシオス、敵は防壁を複数箇所破壊して、侵入経路を増やしてこちらの手が回らなくなるようにするはずよ。でも、防壁が破壊されるまでには時間がかかるみたいだから、その間に内側に障害物を用意して攻撃に備えて。日が落ちたら、西門から山に……」

「石弾がくるぞッ!!
 」

　その時、防壁上の兵士が叫んだ。

　皆が、一斉に防壁に目を向ける。

　それと同時に、防壁を
塞
 ふさ

 いでいた荷馬車に石弾が直撃した。

　燃え盛る荷馬車は爆散するようにしてはじけ飛び、交戦中の何人かが破片の直撃を受けて吹き飛ばされた。

　防壁にも石弾が命中し、がらがらと音を立てて崩れ落ちて裂け目が広がる。

　敵はすべての投石機を防壁の裂け目に向けなおし、石弾の一斉射撃を行ったのだ。

「だ、第一中隊、隊列を組め！　密集隊形！」

「間に合わん！　長槍は捨てろ！　各自迎え撃て！」

　中隊長たちが慌てて声を張り上げ、兵士たちに指示を出す。

　そこに、瓦礫を乗り越えてバルベール兵が一斉に突入してきた。

「いたぞ、ジルコニアだ！　逃がすな!!
 」

　敵兵の一人がジルコニアを剣先で指し、大声で叫ぶ。

　そこに折悪く、市民たちが駆け寄ってきた。

「バルベール兵だ！　武器を取れ！」

「ナルソン様とジルコニア様を守れ！」

　市民たちがあちこちに立てかけられた予備の剣や
槍
 やり

 を手に取り、敵兵目掛けて駆けだして行く。

「イクシオス、中隊を指揮して侵入路を遮断しなさい！　護衛兵、隊列を組め！」

「ジル！」

「ナルソン、先に行って！　もう間に合わない！」

「バカなことを言うな！　お前も来い！」

「市民兵!!
 」

　ジルコニアがあらん限りの大声を上げる。

　敵兵へと向かっていた市民たちが数十人、それに反応して足を止めた。

「私が指揮する！　
傍
 そば

 を離れるな!!
 」

「ジル、よせ！」

　かろうじて市民を取りまとめるジルコニア。

　なおもジルコニアを連れ出そうと声をかけ続けるナルソンの肩を、アイザックが掴んだ。

「アイザック、離せ！」

「いけません！　ジルコニア様は私が！　ナルソン様はお逃げください！」

「あそこにも敵将がいるぞ！」

「打ち取れ！　投げ
槍
 やり

 を使え！」

　数人の敵兵が盾から投げ
槍
 やり

 を取り外すのを見て、アイザックはナルソンの肩を強く揺すった。

「逃げてください、早く！」

「ジル……！」

　ぎり、とナルソンが歯を噛みしめる。

　だが、すぐにラタの腹を
蹴
 け

 ると南に向けて駆けだした。

　アイザックは前方に向き直り、腰から長剣を引き抜いた。





　

第２章　バルベール第10
 軍団

　

　彼方に、月を背にした
砦
 とりで

 が見える。

　つい半日前までいたその場所からは、太い黒煙が幾筋も立ち上っていた。

　
砦
 とりで

 を出てから、すでに半日以上が経過していた。

　今のところ、バルベール軍の追撃は一度もない。

　馬車には市民たちが大勢乗っており、その周囲を武装した市民がぞろぞろと歩いている。

　その両脇を挟むようにして、数騎の護衛兵が随伴していた。

　そんな隊列の最後尾で、
一
 かず

 
良
 ら

 は馬車の荷台に立ち、
砦
 とりで

 へと続く街道をじっと見つめていた。

「カズラさん、私が見ていますから、少し休んでください……」

「いえ、大丈夫です。もう少ししたら休みますから」

「でも……」

　心配げな眼差しを向けてくるバレッタに構わず、
一
 かず

 
良
 ら

 はじっと街道に目を向けている。

　
砦
 とりで

 を出てからずっと、
一
 かず

 
良
 ら

 はこうしてジルコニアたちが追い付いてくるのを待っていた。

　ナルソンと合流した後、彼の指示で南門に集結していた者たちは大急ぎで
砦
 とりで

 を脱出した。

　ナルソンは「ジルコニアたちは敵を足止めしており、皆が脱出した後に続いて脱出する」と言っていたのだが、いつまで経ってもただの１人も姿を現さない。

「っ！」

　そうしていると、隣で街道に目を向けたバレッタが何かに気づいたように息をのんだ。

　誰か追いついてきたのかと、
一
 かず

 
良
 ら

 も真っ暗な街道に目を凝らす。

「後ろから誰か来ます！　騎兵です！」

　バレッタが大声を上げ、皆が一斉に後方を振り返った。

　護衛兵たちは即座に戦闘準備の指示を飛ばし、武器を持つ市民たちが慌てて隊列の後ろへと集まってくる。

　あちこちから悲鳴が響くなか、バレッタは足元に置いておいた剣を手に取った。

「味方だ！　２騎いるぞ！」

　しばらくしてその姿がはっきり見えるほどにまで近づくと、市民の１人が叫んだ。

　それと同時に、
一
 かず

 
良
 ら

 は馬車を飛び降りて駆けだした。

「カ、カズラさん！」

　バレッタが、慌ててその後を追う。

　２騎は市民たちの下にたどり着くと、ラタを止めた。

　１人は若い護衛兵で、歳は17
 ～18
 といったところだろうか。

　もう１人はラタの首にもたれかかってかろうじてしがみ付いている状態で、腕と足からはぽたぽたと血が滴っていた。

　先の護衛兵が負傷した仲間の乗るラタの手綱を掴み、ここまで連れてきたようだ。

「っ！　イクシオスさん!?
 」

　負傷兵に駆け寄った
一
 かず

 
良
 ら

 が、ぎょっとして声を上げた。

「う……アイ、ザック……？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の声に、イクシオスはわずかに顔を上げると荒い息を吐きながら息子の名を呼んだ。

　多量の出血で意識が
朦
 もう

 
朧
 ろう

 としているようだ。

「彼を降ろします！　手伝ってください！」

　皆でイクシオスを支え、ラタから降ろす。

　バレッタはそれを手伝いながら、傷の具合を診た。

　右の二の腕が半ばまで切り裂かれて大量に出血しており、左足の太ももには矢が突き刺さって
貫
 かん

 
通
 つう

 していた。

「馬車に運んで！　あと、誰か松明を持ってきてください！　それに水と塩、先の細い短剣も！」

　傷を一目見て、バレッタが市民に指示を飛ばした。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は馬車へと向かうバレッタたちを見送り、若い護衛兵へと歩み寄った。

　彼は慌ててラタから降り、直立不動になった。

　青い顔で、小刻みに身体を震わせている。

「
砦
 とりで

 は……ジルコニアさんたちは？」

「お、おそらくまだ戦闘が続いているかと……で、ですが、あの状況ではもう……」

　話しているうちに彼は声を震わせ始め、両手で顔を覆った。

　その場にしゃがみ込み、
嗚
 お

 
咽
 えつ

 を漏らす。

「すみません……！　仲間を、市民を残して……俺だけ……っ！」

　しゃくりあげながら、ごめんなさい、と何度も繰り返す。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は数秒その場に立ち尽くしたが、すぐに地面に膝をつくと彼の背に手を置いた。

「いえ、よく無事で戻ってきてくれました。ここは安全ですから、安心して……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言いかけた時、隊列の前方から複数の
蹄
 ひづめ

 の音が響いてきた。

　立ち上がり、そちらに目を向ける。

　鎧姿のリーゼが、数人の護衛兵とともにラタで駆け寄ってきていた。

「カズラ！　お母様は!?
 」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の下までくると、ラタから飛び降りて問いかけた。

「……まだ追いついて来ていない。彼が、重傷のイクシオスさんを連れてきてくれて……今、馬車でバレッタさんが手当てしてる」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉にリーゼは一瞬たじろいだが、
蹲
 うずくま

 って泣く護衛兵に気づくと肩を掴んだ。

「お母様はどこ!?
 　
砦
 とりで

 はどうなったの!?
 　答えなさい！」

「お、おい！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて、リーゼの腕を掴む。

「泣いてないで答えなさい！　皆はどうしたの!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に構わず、リーゼが護衛兵を強く揺する。

「わ、私たちが
砦
 とりで

 を出た時はまだ戦闘が続いていて……ジルコニア様は……わ、私にも分かりません……」

「分からないって何よ!?
 　あなた護衛兵でしょう!?
 　いったい何をやってたのよ!!
 」

「リーゼ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼの両肩を掴み、無理やり彼から引きはがす。

　リーゼは肩で息をしながら彼を
睨
 にら

 みつけていたが、やがて落ち着きを取り戻すと「……ごめんなさい」とうつむいた。

　リーゼに代わり、
一
 かず

 
良
 ら

 が地面に膝をついて彼と向き合う。

「ゆっくりでいいので、見たことを教えてください。誰か、水を」

　周りを囲んでいた市民の一人から水の入った革袋を受け取り、護衛兵に手渡す。

　彼は震える手でそれを受け取ると、口をつけてごくごくと飲んだ。

　それで少し落ち着いたようで、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けておどおどしながらも口を開く。

「ぼ、防壁の裂け目から侵入してくる敵部隊を我々は迎え撃ち、しばらくの間、押しとどめました。しかし、敵の攻撃は苛烈を極め、抑えきれないとジルコニア様は判断し、荷馬車で防壁の裂け目を
塞
 ふさ

 いで火を放ちました。ですが、ほとんど間を置かずに石弾が裂け目に飛んできて、荷馬車が破壊されてしまい……」

　その時の光景を思い出したのか、彼は涙を流しながら歯を食いしばり、苦渋の表情になった。

「すぐに敵兵がなだれ込んできて……しかもちょうどその時に、南からやってきた市民の集団が敵に向かって行ってしまい、守備兵もろとも乱戦状態になって、統制が取れなくなってしまって……」

「っ……！」

　護衛兵の言葉に、リーゼが身を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせた。

　市民が防壁へと向かってしまった原因は、北に向かった彼らを連れ戻そうとしなかった自分の責任だからだ。

「私はイクシオス様とともに裂け目を確保しに向かいました。直前までジルコニア様とは一緒にいたのですが……」

「なるほど……そうして戦っているあいだにイクシオスさんが負傷してしまって、何とかここまで連れてきた、ということですか」

「はい……」

「他に
砦
 とりで

 を脱出できた人は？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、彼は小さく首を振る。

「分かりません。ここへ向かってくる間、逃げ遅れたと思われる市民を何人か追い抜きましたが、それ以外は誰も……」

「まだ追ってきている人がいるんですか!?
 」

「は、はい。どれも数人の集団だったかと……助けを求められたのですが、止まるわけにはいかなかったので……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は近くにいた兵士に、追ってきている市民を迎えに行くように指示を出した。

　リーゼは呆然としたまま、その場に立ち尽くしている。

「状況は分かりました。ナルソンさんには私が伝えますから、あなたはそこの馬車で休んでください」

「い、いえ！　私も市民を迎えに行きます！」

　しゃがみ込んでいた護衛兵が、慌てて立ち上がる。

「いや、あなたは休んでください。傷だらけですし、もうフラフラじゃないですか」

「そ、そんなことありません。私は大丈夫です！　お願いします、どうか私も！」

　必死の形相で訴えてくる彼に、
一
 かず

 
良
 ら

 は小さくため息をついた。

　彼はどう見ても
疲
 ひ

 
労
 ろう

 
困
 こん

 
憊
 ぱい

 といった様子で、休ませなければ今にも倒れてしまいそうに思えたからだ。

「分かりました。ですが、その様子では市民を迎えに行くのは無理です。代わりに、隊列の後方の警戒をお願いします。ただし、何か口に入れて少し休んでからです。ずっと飲まず食わずだったんでしょう？」

「そ、それくらい平気です！　それに、今は食欲など……」

「それなら警戒任務は無しです」

「う……わ、分かりました」

　ぴしゃりと言い切る
一
 かず

 
良
 ら

 に、彼はしぶしぶ
頷
 うなず

 いた。

「先に傷の手当をしましょう。付いて来てください。……リーゼ、大丈夫か？」

「……」

　黙ってうなだれているリーゼに
一
 かず

 
良
 ら

 は歩み寄ると、両腕を掴んだ。

　リーゼは、びくっと身を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせて顔を上げる。

「しっかりするんだ。ジルコニアさんは、きっと無事だ。信じて待とう」

「……っ」

　リーゼは涙を浮かべながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 の目を見てしっかりと
頷
 うなず

 いた。

　

　砦内の路地裏で、ジルコニアは荒い息を吐きながら怒りに満ちた視線を目の前に並ぶバルベール兵たちへと向けていた。

　周囲には、20
 近いアルカディア兵の死体と、それに倍するバルベール兵の死体が横たわっている。

　ジルコニアの両隣には、彼女子飼いの護衛兵と、守備隊の重装歩兵が数人、同じように敵兵に相対していた。

　背後の道も敵兵に
塞
 ふさ

 がれており、数人の味方と
睨
 にら

 み合いになっている。

　皆が傷だらけなうえに
疲
 ひ

 
労
 ろう

 
困
 こん

 
憊
 ぱい

 で、とうに体力の限界を超えていた。

　逃げ場はなく袋のネズミだが、誰一人として降伏しようという者はいない。

「やめろやめろ、戦闘中止だ！　お前ら下がれ！」

　
睨
 にら

 み合いのなか、バルベール兵たちの背後から声が響いた。

　兵士たちをかき分けて、赤髪の若い男が慌てた様子で現れた。

　男は指揮官用の鉄鎧を身に着け、真っ赤なマントを羽織っている。

　彼は周囲に横たわる自軍の兵士たちの死体を目にし、顔をしかめた。

「……ジルコニア・イステール、か？」

「……」

　ジルコニアは答えず、男にぎろりと獣のような視線を向けた。
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　彼はこほんと一つ咳払いをすると、かかとを合わせて自身の胸に右手を当て、敬礼をした。

「バルベール第10
 軍団、軍団長のカイレン・グリプスだ。
砦
 とりで

 にいる貴殿の兵は、ここにいる者たち以外全員降伏した。貴殿も降伏していただきたい」

「ふざけるな！　貴様らなんかに降伏などするものか！」

　ジルコニアが吐き捨てるように言い放つ。

　ジルコニアたちの背後には、恐怖に震える十数人の市民たちがいる。

　彼らは、北の防壁に向かってしまった家族や恋人を追いかけてきた者たちだ。

　防壁前の戦線が崩壊し、手近の兵を連れてやむなくジルコニアが撤退を開始した直後に、いまだに市街でもたついている彼らを見つけた。

　ジルコニアは彼らを見捨てることができず、連れて逃げようとしたが敵に追い付かれてしまい、この路地裏に逃げ込んで最後の抵抗を試みていたのだ。

「この
砦
 とりで

 は陥落したんだ。これ以上の抵抗は無意味だろう。剣を
納
 おさ

 めてくれ」

　取り付く島もない様子のジルコニアに、その男――カイレン――は困ったように眉をひそめて説得する。

「今降伏するのなら、後ろの者たちは明日にでも全員イステリアへ送り出すと約束しよう。どうだ？」

　その言葉に、背後の市民たちから小さなどよめきが起こった。

「後ろで
蹲
 うずくま

 っている者たちは
怪
 け

 
我
 が

 人だろ？　こっちには医者もいるし、すぐに手当してやれる。助かる命をみすみす潰したくないんだ。降伏してくれ」

「ジ、ジルコニア様！」

「降伏しましょう！　ジルコニア様！」

「黙りなさい!!
 」

　声を上げる市民たちを、ジルコニアは怒鳴りつけた。

「こいつらがそんな約束を守ると、本気で思っているの!?
 　今、どうしてこんな状況になっているのかを考えてみなさい！」

　ジルコニアの言葉に、市民たちは口を閉ざす。

　カイレンは引き締めていた表情を崩すと、腰に手を当てて大きくため息をついた。

「あー……うん、そりゃそうだよな。休戦協定破って攻め込んでおいて、今さら何言ったって信じてもらえ……いててっ！」

「そこで
諦
 あきら

 めてどうするんですか」

　背後から腕をつねられて、カイレンが悲鳴を上げた。

　彼の後ろから小柄な若い女が姿を現し、その隣に並ぶ。

　女は紺色の軍服姿で、三つ編みにした長い金髪を胸元に垂らしている。

　年のころは17
 、18
 といったところだろうか。

　彼女はジルコニアに目を向けると、敬礼してぺこりと頭を下げた。

「アルカディア王国イステール領、ジルコニア・イステール様ですね？」

「……そうよ」

　剣を構えたまま、ジルコニアが答える。

「私、バルベール第10
 軍団、軍団長付き秘書官のティティスと申します」

「……」

　淡々と話す女――ティティス――に、ジルコニアはいぶかしげな目を向けた。

　どうやら、彼女はこのまま交渉に持ち込むつもりらしい。

「現在、この
砦
 とりで

 は我々第10
 軍団の制圧下にあります。すでに多数の市民と負傷したアルカディア兵を保護し、軍医に治療に当たらせています。いまだに抵抗しているのは、ここにいるジルコニア様がただけです。市民や負傷兵のためにも、どうか降伏していただけないでしょうか」

「……市民と負傷兵を保護ですって？　あなたたちが？」

「はい」

「とても信じられないわね」

「そうおっしゃられると思い、何人か付いてきていただきました」

　ティティスはそう言うと、背後を振り返った。

　バルベール兵に両脇を固められ、数人の市民と兵士が彼女の隣に現れた。

「アイザック……」

　うなだれている見知った顔に、ジルコニアがうめく。

　アイザックの額と腕には包帯が巻かれており、血が
滲
 にじ

 んでいた。

　見たところ軽傷のようだ。

「……ジルコニア様、申し訳ございません」

「市民や負傷兵が保護されているっていうのは、本当なの？」

「……はい。多数の負傷した兵や市民が、北の防壁近くで治療を受けています」

「お、知り合いか？　なら話は早いな。そこのご婦人を説得して……」

「カイレン様、少し黙っていてください」

　ティティスにぎろりと
睨
 にら

 みつけられ、カイレンは両手を胸元に上げて降参のポーズをとった。

　彼女は再び、ジルコニアへと目を向ける。

「このとおり、無事な兵士や市民は大勢います。皆さんの身の安全は保障しますので、どうか剣を
納
 おさ

 めてください」

「……はい、そうですか。といくと思う？」

「思いません。ですが、これならいかがでしょうか」

「ん？　……お、おい！　ティティス！」

　すっと、ティティスはジルコニアの前に進んだ。

　そしてジルコニアの持つ剣の切っ先が腹に当たるギリギリのところで、立ち止まる。

　カイレンは慌てて駆けだそうとしたが、周囲の兵士に腕を掴まれて押さえつけられた。

「信用していただけるまで、私が人質になります。もし裏切るような真似を誰かがしたら、私の首をはねてくださって結構です」

「何言ってんだバカ、戻ってこい！　おい、お前ら離せ！」

　カイレンが大声で叫ぶが、彼女はジルコニアの目を見つめたまま動かない。

　腕を押さえつけている兵士たちも、無言で彼を掴んだままだ。

「……あなたに私たち全員と同じだけの、人質としての価値があるわけ？」

　ジルコニアが言うと、ティティスはカイレンを振り返った。

　つられて、ジルコニアも彼を見やる。

　両腕を兵士たちにがっちりと押さえられたまま、必死の形相をしているカイレンと目が合った。

　じっと、その
瞳
 ひとみ

 を見つめる。

「な、なんだよ」

「……そんなに、この娘が大事なの？」

「……ああ」

「光栄です」

「お前、マジでいい加減にしろよ……」

　すまし顔のティティスに、カイレンはげんなりした様子で深くため息をついた。

　ティティスが再び、ジルコニアに顔を向ける。

「どうでしょう。降伏してはいただけないでしょうか」

「……」

　ジルコニアは、ちらりと背後の市民を振り返った。

　
懇
 こん

 
願
 がん

 するような視線を向けてくる市民たちの姿に、ふう、と息をつく。

「……分かった。降伏するわ」

「ジ、ジルコニア様！」

　抗議の声を上げる兵士たちに構わず、ジルコニアは言葉を続ける。

「ただし、無条件ってわけにはいかないわ。
砦
 とりで

 にいる兵士と市民たちには危害を加えず、今すぐに
砦
 とりで

 から退去させて」

　ジルコニアの要求に、カイレンが呆れ顔になる。

「何バカなことを言って……」

「分かりました」

「ちょっ!?
 」

　即座に承諾したティティスに、カイレンは目を
剥
 む

 く。

　ジルコニアも、まさか何の駆け引きもなく全面的に要求が受け入れられるとは思っていなかったため、ぽかんとした表情になった。

「……本気？」

「本気です」

　ティティスがジルコニアの目を真っ直ぐ見つめたまま、即答した。

「……そう。あと、
砦
 とりで

 を出てイステリアに戻るまで、兵士たちに武装解除はさせない。それと、彼らを乗せる十分な数のラタと荷馬車を付けて欲しいのだけど」

「分かりました。砦内にあるものを集め、足りない分は我々のものを貸与いたします。水と食料も、十分な量を持たせます」

「私も一緒に出て行っていいかしら？」

「それは承服しかねます。ジルコニア様が
穏
 おん

 
便
 びん

 に捕虜となってくださるからこそ、成り立つ交換条件ですので」

　実に淡々と、ティティスは話す。

　ジルコニアは彼女が少しでも不審な動きをしたら即座に殺すつもりだったのだが、そういった気配はまったくない。

「……分かった。その条件を飲みましょう。ただし、市民と兵士がイステリアに戻って、無事だと分かる内容の書簡が私の下に届くまで、あなたには人質になってもらうわ。
砦
 とりで

 の西に石造りの倉庫があるから、そこでイステリアからの連絡を待たせてもらう。あそこなら出入口は一カ所だし、窓もない。監禁場所としてはお互いちょうどいいでしょう」

「かしこまりました。それでは、今から私はジルコニア様の人質です」

　ティティスは
頷
 うなず

 くと、ジルコニアの隣に歩み寄った。

　そしてくるりと、カイレンに振り返る。

「ということですので、カイレン様、後はよろしくお願いします。私はしばらく倉庫暮らしですので」

「やるだけやって丸投げかよ……」

　げんなりと、カイレンが肩を落とす。

　ティティスは冷めた目でカイレンに顔を向け、やれやれと息をついた。

「当初の目的を考えれば、これが最善の方法です。ジルコニア様のご要望どおり、手配をお願いいたします」

「へいへい……おい、聞いてただろ。馬車と食料を用意しろ。足りない分は俺らのを使え。それと、ジルコニア殿、ティティスが言った市民たちを今すぐ
砦
 とりで

 から退去させるってのはさすがに無理だ。明日の朝にでも……」

「待ってくれ！」

　カイレンが言いかけると、それまで黙っていたアイザックが声を上げた。

「私もここに残る！　ジルコニア様だけを残していくことなんて……」

「ダメよ」

　アイザックの言葉を遮り、ジルコニアがぴしゃりと言う。

「あなたは、ナルソンたちにここでのことを伝えなさい」

「で、ですが！」

「あなたから直接、皆に伝えて欲しいの。いいわね？」

「ジルコニア様！」

「心配されなくても、後ほどジルコニア様もちゃんとお返ししますよ」

　口を挟んだティティスに、全員がぎょっとした目を向ける。

「お前！　そういうことを軽々しく……ああ、もう勝手にしてくれ」

　カイレンが
諦
 あきら

 めたように、額に手を当てて天を仰いだ。

　ティティスは気にせず、言葉を続ける。

「無論、すぐにというわけにはいきません。それに、何かしら条件付きでということにはなると思います。ですが、それまでの間、けっしてジルコニア様に不遜な扱いはしないとお約束します」

「約束……か」

　ジルコニアが冷めた目を、ティティスに向けてつぶやく。

「この状況で、ここまでそちらの条件を飲んでいるのです。今さら嘘をつく理由はありません」

「……そうね」

　ジルコニアが答えると、ティティスはカイレンに目を向けた。

「カイレン様、私はまだ死にたくありません。兵たちには必ず命令を守るよう、目を光らせていてください」

「はいはい、分かりましたよ」

　カイレンはおざなりに答えると、周囲の兵に目を向けた。

「お前ら、話は聞いてたな。今からアルカディア兵や市民たちに危害を加えるのは厳禁だ。命令破りは例外なく死罪とする。すぐに全員に伝えてこい」

　カイレンが指示を発すると、ティティスは背後にいる市民たちに振り返った。

「皆さんは臨時の収容所へご案内します。
怪
 け

 
我
 が

 人には手を貸してあげてください。くれぐれも、騒いだり逃げ出したりしませんよう。カイレン様」

「はいはい。皆さん、こちらへどうぞ！」

　やけくそ気味に、カイレンが市民とアルカディア兵を呼び寄せる。

「ジルコニア様……」

　皆がぞろぞろと移動を始めるなか、一人動かずにいるアイザック。

　ジルコニアは彼の顔を少し見つめてから、すっと剣を鞘に
納
 おさ

 めた。

　つかつかと彼に歩み寄り、がしっと力強く抱きしめる。

「こんなことになって、本当にごめんなさい。無事に皆を、イステリアへ連れ帰って」

「ジルコニア様――」

「……私も、すぐに戻るから」

　ジルコニアは耳元でそう囁くと、アイザックから離れた。

　アイザックは一瞬いぶかしげな顔をしたが、ジルコニアの目を見ると小さく
頷
 うなず

 き、自らも市民たちに続いて去っていった。

　

　数日後。

　
砦
 とりで

 を脱出した面々は、イステリアの街なかの大通りを領主の館へと向けて進んでいた。

　国境沿いの砦が陥落した、という
噂
 うわさ

 はすでに街中に広がっていたようで、大量の市民たちが通りに詰めかけていた。

　皆が不安げな表情で、歩を進める者たちに目を向けている。

　皆がざわざわと何事か囁き合っているが、罵声や非難の声はただの一つも聞こえてこない。

「リーゼ、馬車の中に入っていたほうが……」

　兵士が引くラタに乗った
一
 かず

 
良
 ら

 が、隣を進むリーゼに声をかける。

　リーゼは
傍
 はた

 
目
 め

 にも分かるほどに
憔
 しよう

 
悴
 すい

 しきっており、顔色が悪い。

　それでも、通りに並ぶ市民たちに名前を呼ばれては、懸命に笑顔を返している。

「大丈夫、もう少しだから」

「いや、でも、
酷
 ひど

 い顔してるぞ。無理するなよ」

「皆に無事な姿を見せないと。私にできるのは、これくらいだから」

「……なら、せめてもう一回これ嗅いでおけ」

「うん。ありがとう」

　差し出されたハンカチを受け取り、リーゼは少しだけ明るい笑顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

　ハンカチには、不安や緊張をほぐす効果のあるラベンダーの精油が染み込ませてある。

　行軍中にもこうして何度となく精油やハーブティー、それに加えて日本産の食べ物を与えていたのだが、その効能が発揮された様子はまったくといっていいほど見受けられなかった。

「リーゼ様！　カズラ様！」

　そうしてしばらく街なかを進んでいると、背後からラタに乗ったハベルが駆け寄ってきた。

　リーゼの隣に並び、ラタの足を緩める。

「ハベルさん、どうしました？」

「たった今、
砦
 とりで

 から我が軍の騎兵が……」

「お母様は!?
 　お母様は無事なのですか!?
 」

　リーゼが血相を変えて、ハベルの腕を掴んだ。

「ご無事です。ご安心ください」

　ハベルは落ち着いた様子で、即座に答えた。

　周囲の護衛兵や市民から、おお、と声が上がる。

　リーゼは目を見開き、力が抜けたようにハベルの腕から手を離した。

「大きな
怪
 け

 
我
 が

 もなく、今は敵の捕虜になられているようです。ですが、ジルコニア様は敵の軍団長と交渉し……」

「ちょ、ちょっと、ハベルさん！」

　周囲の市民や兵士たちが聞いているにもかかわらず、機密ともとれる情報を話し始めたハベルに、
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて待ったをかけた。

　ハベルは
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向け、『大丈夫です』と訴えるように目を見て
頷
 うなず

 いた。

　そうして一度息をつくと、少しだけ声量を上げて続きを口にし始めた。

「ジルコニア様が敵の軍団長と交渉し、自らが捕虜になる代わりに
砦
 とりで

 に残されていた市民と兵士は無条件で解放させたとのことです。彼らは今、イステリアへ向かって移動中で、２日以内には到着する見込みです」

　ハベルの言葉に、周囲からどよめきが起こった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼも、驚きの目をハベルへと向ける。

「無条件で解放？　それは本当ですか？」

　あまりにも信じられない話に、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず聞き返した。

　
砦
 とりで

 を脱出した際にも敵の追撃が一切なかったことを不思議に思っていたのだが、敵は
砦
 とりで

 の奪取以外は眼中になかったということなのだろうか。

　そうだとしても、せっかく手に入れた捕虜を無条件で手放す理由が考え付かず疑問が残る。

「間違いありません。また、
怪
 け

 
我
 が

 人は手当を受けたうえで、荷馬車で搬送されてくるとのことです。重傷を負っている者も、搬送が可能になり次第送り届けられることになりました」

「そ、そうですか……あの、ジルコニアさんの身柄がこの先どうなるのかは……」

「はい。それについては、屋敷に到着後、ナルソン様から直接お二人にお伝えしたいと」

「分かりました。……リーゼ」

　黙りこくってうつむくリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

　リーゼは声を噛み殺して、泣いていた。

「リーゼ、ジルコニアさんは――」

「よかった……よかったよう……」

　何とか元気づけようと
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけようとすると、リーゼが声を震わせてつぶやいた。

　生きていると知って、安心のあまりに泣いてしまったようだ。

　捕虜になってしまったことにショックを受けているのかと思ったのだが、そうではなかったらしい。

「……きっと、またすぐに会える。だから、ジルコニアさんが戻ってくるまでは、俺たちがしっかりしなきゃならない」

「うん。そうだよね」

　リーゼは手の甲で涙を
拭
 ぬぐ

 い、
一
 かず

 
良
 ら

 へと顔を向けた。

　
瞳
 ひとみ

 には力が宿り、先ほどまでのような弱々しい雰囲気は消えていた。

「私、頑張る。カズラ、お願い。私たちに力を貸して」

「もちろんだ。任せておけ」

　
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 なく
頷
 うなず

 いた
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは久々に硬さのない笑顔を見せた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は内心ほっと息をつくと、ハベルに目を向けた。

「ハベルさん、屋敷に着いたら、しばらく休ませて欲しいとナルソンさんに伝えてください。話はその後ということで」

「えっ!?
 　そんなのいいから、すぐに話を聞こうよ！」

　気がはやるのか、リーゼが不満げな表情になる。

「お前、
砦
 とりで

 を出てからほとんど眠れてないだろ？　休んだほうがいい」

「大丈夫だよ。それに、話が気になって眠れるわけがないでしょ」

「……本当に大丈夫か？」

「大丈夫。話を聞いたら、すぐに休むから」

「分かった。でも、無理はするなよ」

「うん。ありがと」

　にっこりと、リーゼが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「ハベルさん、やはりすぐに話を聞きます。あと……こちらへ向かっている人たちの中に、アイザックさんは……？」

「伝えに戻った騎兵というのが、アイザック様です」

「っ……」

　それを聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず言葉を詰まらせた。

「じゃあ……無事、なんですね？」

　絞り出すような声で問う
一
 かず

 
良
 ら

 に、ハベルがにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい。ですが、まったく休まずにここまで戻ってきたようで……ナルソン様に話を伝えるなり、気を失ってしまいました。ラタも潰れてしまいましたし」

「そうですか……でも、よかった……」

　心底安心したといったふうに、
一
 かず

 
良
 ら

 は大きく息をついた。

　その様子に、ハベルが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「……アイザック様が聞いたら喜ばれます。それほどまでに、心配していただけていたとは」

「え？」

「カズラ」

　きょとんとした顔をする
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼがすっとハンカチを差し出した。

「ん？　何でハンカチ……あ」

　そこでようやく、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の
頬
 ほほ

 に涙が流れていることに気が付いた。

「あ、あれ？　何で、こ、こんな……」

　勝手に溢れてくる涙に、
一
 かず

 
良
 ら

 は
瞳
 ひとみ

 を手で覆った。

　喉が詰まり、
嗚
 お

 
咽
 えつ

 がこぼれてしまう。

　２人の無事を聞いて、張っていたものがぷつりと切れてしまったのだ。

　
砦
 とりで

 を出てからの数日間、
一
 かず

 
良
 ら

 はずっと考えていた。

　自分さえこの世界にこなければ、この戦いは起こらなかったのではないのか。

　たとえまた戦争が始まったとしても、それは何年も先のことだったのではないのか。

　自分が行った支援により、イステール領は急速な復興と発展を遂げることができた。

　だが、そのせいでバルベールに危機感を抱かせてしまい、
砦
 とりで

 への侵攻を招いてしまったのではないか。

　しかし、２人の無事を聞いた瞬間、それまで考えていたことはすべてどうでもよくなってしまった。

　ただただ、２人の無事が嬉しくて、頭が真っ白になってしまったのだ。

「カズラ、泣きすぎ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の号泣ぶりにもらい泣きしたのか、リーゼは笑いながらも再びぽろぽろと涙をこぼす。

「リ、リーゼだって人のこと言えないだろ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼからひったくるようにしてハンカチを受け取り、乱暴に自身の涙をぬぐった。

「うん、おそろいだね。ふふ」

　リーゼは
微
 ほほ

 
笑
 え

 みながら、指で自身の涙をぬぐう。

　そんな２人の様子にハベルも微
 笑
 み、失礼します、と頭を下げ、後方のナルソンの下へと駆け戻っていった。

　

　荷馬車のなか、バレッタは微かに聞こえてくる
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼの話し声を聞きながら、こんこんと眠り続けるイクシオスを見つめていた。

　今のところ容体は落ち着いており、何とか峠は越えたようだ。

　腕の傷は水でよく洗浄したのちに縫合され、化膿止めの
軟
 なん

 
膏
 こう

 を塗ってガーゼを当てた上から包帯が巻かれている。

　足を
貫
 かん

 
通
 つう

 していた矢は引き抜かれ、感染症を防ぐ目的で傷口をこてで開き、そこに焼いた短剣を押し当てて、
焼
 しよう

 
灼
 しやく

 止血されていた。

　施術の際はカモミールの精油を使って
若
 じやつ

 
干
 かん

 の麻酔を施したが、傷口を焼かれる痛みは尋常なものではなかっただろう。

　イクシオスは
朦
 もう

 
朧
 ろう

 としながらも、歯を食いしばってそれに耐え、うめき声の一つも上げなかった。

　日本産の食べ物や栄養ドリンク、そして塩分濃度を調整した水を与え続けたことも、快方に向かった大きな要因だろう。

「バレッタお姉ちゃん」

　隣から声をかけられ、バレッタはそちらに顔を向けた。

「ん、なあに？」

　心配そうな顔つきのコルツと目が合い、優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　イステリアに着くまでの間、コルツは自分からバレッタに手伝いを申し出て、イクシオスの看病を手伝っていた。

　その働きぶりはバレッタも目を見張るほどで、睡魔に負けて眠ってしまう時以外はイクシオスの
傍
 そば

 を片時も離れなかった。

　そのおかげでエイラとマリーは行軍中の食事の用意や体調を崩した者たちの世話に集中することができて、非常に助かった。

「え、えっと……大丈夫？」

「うん、大丈夫だよ。そんなに疲れて見える？」

「そうじゃなくて……その……」

　言いよどんでいるコルツに、バレッタは小首を傾げた。

「……さっきからずっと、何だか怖い顔してたから」

「……」

「その……どうしたのかなって」

　恐る恐る聞いてくるコルツにバレッタは何も答えず、視線をイクシオスに戻した。

　コルツも口をつぐみ、沈黙が流れる。

「……前にね、ニィナに言われたことを思い出してたの」

　しばらくして、ぽつりとバレッタが口を開いた。

　コルツは様子をうかがうように、バレッタへと少し顔を向ける。

「もっとカズラさんを信じなさいって。あなたはカズラさんのこと、信じきれてないって言われて」

「……信じるって、何を？」

　言葉の意図が読み取れず、コルツがいぶかしげな視線を向ける。

「んー、何て言えばいいのかな……素直になって、思ってることをちゃんと伝えなさいってことかな？　言ったら嫌われちゃうかも、とか、そんなふうに思って悩んでないで、全部信じて正直になる……みたいなことだと思う」

「……」

「ごめんね。分かりにくいよね」

「そんなこと……ないよ」

　消え入るような声で、コルツが答える。

　バレッタは少し
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、膝に置いた自身の手に目を落とした。

「本当、取り返しのつかないことになるところだった。あの人のためだとか、全部自分がとか、ただの独りよがりだったってようやく分かったの。あの人が殺されるかもしれないような状況に
遭
 あ

 って、ようやく分かった」

「……バレッタお姉ちゃん？」

　一人話し出したバレッタに、コルツが顔を向ける。

「隠しごとなんて、もうしない」

　自分自身に言い聞かせるように、バレッタは言い切った。

　

　屋敷に着き、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼとハベル、そしてバレッタはそのまま執務室に集まった。

　アイザックはいまだに目を覚まさず、別室でエイラとマリーが付き添っている。

　疲労のあまりに眠っているだけとのことなので、心配はいらないらしい。

「……ジルコニアさんが解放される見込みは
皆
 かい

 
無
 む

 、ですか」

　ナルソンの話に、
一
 かず

 
良
 ら

 は表情を曇らせた。

　両隣に座るリーゼとバレッタは表情を変えず、真剣な眼差しでナルソンの説明に耳を傾けている。

「はい。バルベールにしてみれば、この国の英雄である彼女は一番の邪魔者ですからな。いずれ解放するなどと言ってきておりますが、最終的には処刑されるかと」

　淡々と、ナルソンが話す。

「
砦
 とりで

 の陥落、そしてジルを処刑することで、敵は我らの戦意を
挫
 くじ

 くつもりかと思われます。そのうえで降服すればよし、そうでなくとも、
砦
 とりで

 を失ったアルカディアならば力押しで屈服させることができると踏んでいるでしょう」

「で、でも、それなら市民や兵士たちを解放したのはおかしくないですか？　そのまま捕虜にしてしまうのが当然だと思うんですが」

「それは、我が国の民に
厭
 えん

 
戦
 せん

 気分を蔓延させるためです。今回の行為は、降服すれば助かる、という意識を民に植え付けるためのものです。捕虜を解放したのは、その者たちによって
噂
 うわさ

 が広がることを狙ってのことでしょう」

「……」

　押し黙る
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンは椅子から背を離して、身を少し乗り出した。

「民意が降服に傾いては、戦には勝てません。そうなる前に
砦
 とりで

 を攻撃し、奪還する必要があります。また、防壁を打ち破る強力な兵器が我々にも必要です。カズラ殿、どうか力をお貸しください」

「お父様、お母様を見殺しにするのですか？」

　黙って話を聞いていたリーゼが、静かに口を開く。

「
砦
 とりで

 を攻撃などしたら、それこそお母様は処刑されてしまいます。何か助ける手段はないのですか？」

「おそらくだが、ジルは自力で
砦
 とりで

 から脱出するつもりだ」

「「えっ」」

　リーゼと
一
 かず

 
良
 ら

 が、同時に驚いた声を上げた。

　堅牢な、そしてたくさんの敵兵が詰めている
砦
 とりで

 から、どうやって脱出するというのか。

「アイザックの話では、ジルは
砦
 とりで

 の西にある倉庫に囚われているらしい。あそこは、隣接する納骨堂の地下に繋がっているのだ。おそらく、そこから脱出するつもりだろう」

「納骨堂……戦争で亡くなったかたたちのためのものですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「はい。砦内にまとめて埋葬された者たちの遺骨が
納
 おさ

 められています。本来ならば故郷に帰すべきなのですが、当時はそんな余裕はなかったもので」

「そうなんですか……ご遺体の身元って、特定できているんですか？」

「大部分はできています。できていないものも、かなりありますが」

「なるほど……」

　
砦
 とりで

 ではかなりの激戦が繰り広げられていたようなので、そういった身元不明の遺体が出てしまうのは仕方がないだろう。

　ふと、バレッタの母親の遺骨は特定されているのだろうか、という考えが
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に浮かんだ。

　もちろんそんなことは口には出さず、質問の続きをすべく口を開く。

「それで、どうしてその納骨堂が倉庫の地下につながっているんです？」

「納骨堂の地下を広げていた際に、手違いで倉庫の地下部分にまで掘り進めてしまったためです。せっかく掘ったものを埋めるのももったいないということで、そのまま納骨堂として倉庫からも出入りできるようにして使うことになりました。といっても、その後しばらくして、倉庫からの出入口は
塞
 ふさ

 ぐことになってしまいましたが」

「え？　どうしてです？」

「納骨堂に幽霊が出るという
噂
 うわさ

 が広まってしまったためです。倉庫番をした兵士たちから、『地下の納骨堂からうめき声がする』とか、『幽霊を見た』という話が多数出てしまいまして……騒ぎを収めるため、地下への階段部分に床板を打ち付けて
塞
 ふさ

 ぐことになってしまいました」

「ゆ、幽霊騒ぎですか……」

　幽霊と聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は過去に森の中で
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 した黒髪の女性を思い出した。

　コルツの話では『後で会いに行く』と言っていたとのことだが、もし幽霊であるとしたら勘弁願いたい。

「納骨堂が造られて遺骨が移される前にも、『墓地で火の玉を見た』といった報告が何度もありましてな……やはり、あれほどの死者が出ていれば、天に召されず現世に留まってしまう者もなかにはいるのでしょうか」

「そ、そうかもしれないですね……ええと、じゃあ、ジルコニアさんにはすぐに脱出してもらうんですか？　本当に脱出できるのかという話はとりあえず置いといて」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ナルソンが首を振る。

「すぐに、というわけにはいきません。タイミングが重要なのです。早期にジルが脱出すれば、敵は交渉の余地なしとイステリアまで一気に攻め込んでくるかもしれません。こちらが体制を整えるまで、何とか時間を稼がねば。それに、脱出を手助けする手段も考えねばなりません」

「時間稼ぎですか……こちらが
砦
 とりで

 を失って弱腰になっていると思うように仕向けて、油断させるってことですかね？」

「はい。降服前提で交渉をしている、といったように装えばよいかと」

「でも、そんなことをしている間にジルコニアさんが
砦
 とりで

 から移送されてしまう可能性はありませんか？」

「そうですな、時間が過ぎれば過ぎるほど、その可能性は高くなります。急がねば敵の本国からも
砦
 とりで

 に増援がくるでしょうし、敵の想定しえないくらい早期に
砦
 とりで

 を奇襲する必要があります。おそらくですが、敵の増援が
砦
 とりで

 に到着するには、どんなに短くても１カ月はかかるはずです」

「い、１カ月ですか。時間が足りるかどうか……クロスボウですら、ようやく生産体制が整った段階ですし」

「兵器なら、あります」

　差し込まれた声に、皆がバレッタに目を向ける。

「対人用クロスボウの各部品、スコーピオンの完成品、カタパルトという移動式投石兵器の試作品、殺傷力を向上させた特殊形状の鉄の
鏃
 やじり

 とクロスボウ用の矢が、すでに出来上がっています。バルベールが持っている投石機よりもさらに強力な攻城兵器も、半月いただければ作り上げてみせます」

「え……バレッタさん？」

　
戸
 と

 
惑
 まど

 った声を漏らす
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが少しうつむく。

「……今までずっと、村で武器を作り続けていたんです。黙っていて、ごめんなさい」

「作り続けていたって……いつから？」

「……き、去年の秋ごろから……です」

「……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は言葉を失った。

　昨年の秋といえば、
一
 かず

 
良
 ら

 がグリセア村を離れてから、ものの１、２カ月ほどしか経っていない。

　その頃から今まで、
一
 かず

 
良
 ら

 は何度も村へ足を運んでいた。

　それなのに、バレッタや村人たちがそんなことをしていたとはまったく気づかなかった。

　バレッタなら、何かあれば必ず自分に相談してくれるものだと思っていた。

　彼女には絶対的な信頼を置いていただけに、隠れてそんなものを作っていたという事実に
愕
 がく

 
然
 ぜん

 としてしまった。

　その時、
一
 かず

 
良
 ら

 の手がそっと優しく握られた。

　隣に目をやると、リーゼが心配そうな目を向けている。

　それで何とか気を取り直し、ふう、と息をつく。

「……ナルソンさん、知っていたんですか？」

「はい」

　ナルソンが即座に答える。

　顔をしかめる
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが手を握る力を少し強めた。

「といっても、私が知ったのはつい１カ月ほど前です。ジルから報告を受けて、初めて知りました」

「ジルコニアさんから？　じゃあ……」

「はい。バレッタからではありません」

　その言葉に
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタに目を向ける。

　バレッタは青ざめた顔で、膝で固く握った自身の手をじっと見つめている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は再び、ナルソンに顔を向けた。

「約束を破って、村の中を探ったのですか？」

「いいえ。この間グリセア村に皆が行った時に、村長から聞いたとジルは言っておりました。彼に案内され、村の中にある倉庫で、それらの武器を見たと」

「村の皆には、何か指示を出したりしたのですか？」

「私は話を聞いただけで、村には何もしておりません。こんなことになってしまいましたので、そうも言っていられないと思って私からカズラ殿に話そうと思ったのですが、バレッタに先を越されてしまいましたな」

「……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は、バレッタをちらりと見やった。

　バレッタは何も言わず、黙ってうつむいたままだ。

「カズラ殿には、彼女と協力して兵器の増産に当たっていただきたいのです。村にある兵器も、すべて使わせていただきたいのですが」

「……分かりました。やるしかありませんね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、ナルソンはほっと息をついた。

「ありがとうございます。では、私はこれより会議がありますので、今後の方針については明日ご相談させていただければ」

　

　執務室を出るなり、リーゼは大きくため息をついた。

「はあ。私、お風呂行ってこようかな。カズラとバレッタも、早く休んだほうがいいよ」

「……そうだな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が疲れた声で返事をする。

　バレッタは黙って、床を見つめている。

「ちょっとバレッタ、大丈夫？」

「は、はい」

「汗すごいよ。顔も真っ青だし」

「だ、大丈夫……です」

　バレッタはそう答えるが、とても大丈夫そうには見えない。

「バレッタさん、これから一緒に食事にしませんか？」

「えっ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、バレッタが驚いて顔を上げる。

「リーゼ、マリーさんに食事を作ってくれるように伝えてくれないか。いつも使ってる食堂に持ってきて欲しいって」

「……うん、いいよ。ハベル様、行きましょう」

「はっ」

　ハベルを連れて、リーゼはそのまますたすたと去っていった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれを見送り、バレッタに目を向けた。

「バレッタさん、行きましょう」

「は、はい」

　ぎこちない様子のバレッタを連れ、
一
 かず

 
良
 ら

 は食堂へと向かうのだった。

　

　２人に背を向けて歩きながら、リーゼは大きくため息をついた。

「……はあ。私、何素直に言うこと聞いてるんだろ。バカだなぁ」

「そうですね」

「……ハベル様、強制労働期間３カ月延長です」

「冗談ですよ、真に受けないでください」

　にこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むハベル。

　リーゼは横目にそれを見てから、「あーあ」と声を漏らした。

「なんだかなー、もうどうすればいいんだろ」

「どうすれば、とは？」

「カズラのことです。もう、どうしたらいいのか」

「気にせず奪い取ればいいじゃないですか」

「ええ……」

　非難めいた視線を向けられ、ハベルが苦笑する。

「そんな目で見ないでください。それに、他人を出し抜いてでも欲しいものは手に入れなければ、後で後悔するのはご自分ですよ」

「そうは言いますが……」

「それに、昔のリーゼ様なら迷わずそうされていたのでは？」

「……言ってくれますね」

「無難な言葉を並べたほうがよろしかったでしょうか」

「……」

　
頬
 ほほ

 を引くつかせるリーゼに対し、ハベルはすまし顔だ。

「優先順位の問題かと思います。それほど複雑な話ではないのでは？」

「そんな簡単に割り切れるわけがないでしょう」

「ですから、できるできないの話ではなく、割り切らなければご自分が辛い思いをすることになるのではと」

「……」

　分かれ道に来たところで立ち止まり、リーゼが床に目を落とす。

「……私、間違っているのでしょうか」

「私ならそうするのにな、と思ったことを申し上げただけです。何が正解かなど、人それぞれです」

「……うー」

「後悔だけは、されませんよう。先ほども申し上げましたが、優先順位の問題ですよ」

　リーゼはしばらく
唸
 うな

 っていたが、ハベルを上目づかいで見上げた。

「ハベル様が
羨
 うらや

 ましいです。他を切り捨てることも
厭
 いと

 わず損得だけで判断できるようになるには、どうすればいいのでしょうか」

「そ、それはさすがに……あんまりな言い方かと」

「でも、そうなんでしょう？」

「違います。優先順位の話をしただけです」

　ハベルが答えると、リーゼは真顔になってハベルの
瞳
 ひとみ

 をじっと見つめた。

　その見透かされるような視線に、ハベルは内心たじろいだ。

　それを見て、リーゼが少し意地悪な笑みを浮かべる。

「……ふーん」

「な、なんでしょうか」

「いえ、なんでも。失礼なことを言ってごめんなさい。私、お風呂に行くので、マリーとエイラに伝言お願いしますね。食事は急いで持っていくように、伝えてください」

　そうして軽く会釈をし、去っていった。

　ハベルはその背を見送り、冷や汗を掻きながら息をつく。

「……なるほど、兄上が手を引くはずだ」

　そう言って納得したように
頷
 うなず

 き、マリーたちがいる部屋へと歩いて行った。

　

　無言で廊下を進み、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタはいつも使っている食堂の前へとやってきた。

「「あっ」」

　２人同時にドアノブに手を伸ばし、引っ込める。

　お互い顔を見合わせたが、バレッタは気まずそうにすぐ目をそらしてしまった。

「えっと、開けますね」

「は、はい」

　誰もいない食堂に入り、
一
 かず

 
良
 ら

 はいつもの定位置に座った。

　バレッタはその場に立ち尽くしたままだ。

「座らないんですか？」

「え、えっと……」

　バレッタはいつもリーゼが座っている
一
 かず

 
良
 ら

 の隣の席に目をやり、少し悩んでから
一
 かず

 
良
 ら

 の対面に座った。

　そのまま、肩を縮こまらせてうつむいてしまう。

「バレッタさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、バレッタがびくっと肩を跳ねさせた。

　おずおずと、
一
 かず

 
良
 ら

 の様子をうかがうように少し顔を上げる。

「あ、あの、村の」

「ごめんなさいっ」

　バレッタは話し出そうとする
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉を遮ると、ぎゅっと目をつぶって再びうつむいた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は頭をぼりぼりと掻き、ため息をつく。

「どうして、黙ってこんなことを？」

「……」

　バレッタはしばらくうつむいたままでいたが、やがて口を開いた。

「わ……私がカズラさんの代わりにって……戦争が始まったら、私が作ったものを使えば、だ、だから……」

　バレッタは必死に話そうとするのだが、思考がぐちゃぐちゃになって上手く言葉がまとまらない。

　馬車でコルツに宣言してから、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 にすべてを打ち明けるべく話す内容を頭の中で整理したつもりだった。

　だが、先ほど執務室で彼の
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情を見た瞬間、それまで考えていた内容がすべて消し飛んでしまった。

　彼に拒絶されてしまう、嫌われてしまうという恐怖で頭の中が埋め尽くされ、他に何も考えられなくなっていた。

「ぜ、全部私がって！　で、でも、勝手に技術を盗んだりとかそんなつもりは」

「バレッタさん」

「ひうっ」

　びくっと、バレッタが肩を縮こませる。

　だが、続けて投げかけられた言葉は、バレッタの想像していたものとはまったく別のものだった。

「……すみませんでした」

　バレッタが驚き、顔を上げる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はテーブルに手をついて、頭を下げていた。

「……えっ、カ、カズラさん？」

「俺のために、全部背負い込もうとしてたんですね。気づいてあげられなくて、本当にごめん」

「っ！　ち、違います！　私が勝手に先走って！」

　頭を上げない
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが慌てて席を立ち、
一
 かず

 
良
 ら

 に駆け寄る。

「俺が最初から全部やるべきだった。俺が何もしないから、バレッタさんは」

「違います！　カズラさんは何も悪くないんです！　お願いですから顔を上げてください！」

　バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の手を取り、
懇
 こん

 
願
 がん

 する。

　それでようやく、
一
 かず

 
良
 ら

 は顔を上げた。

「私が隠れていろいろやってたのがいけないんです！　全部カズラさんに話すべきだったのに！」

「バレッタさん、でも俺は……」

「そんなふうに謝らないでくださいっ……お願い、ですから……」

　ぼろぼろと涙をこぼして泣き出すバレッタ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタの肩に手を添えると、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に飛び込んだ。

「怖かったんです！　カズラさんが全部嫌になって、日本に帰っちゃうんじゃないがっで！　戻っでぎでぐれなぐなっぢゃうんじゃないがっで！」

「バレッタさん……」

「どごにもいがないでぐだざい！　
傍
 そば

 に、いでくだざい！　うえええん！」

　泣きじゃくるバレッタを、
一
 かず

 
良
 ら

 はぎゅっと抱きしめた。

　バレッタも
一
 かず

 
良
 ら

 の背に手を回し、思い切りしがみつく。

　バレッタはしばらく泣き続けていたが、やがて少し落ち着いてカズラの胸から顔を離した。

「あ……ぅ……」

「お、おおう……」

　涙と鼻水でぐしょぐしょになったバレッタの顔から、カズラの上着に糸が延びていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はポケットからハンカチを取り出し、バレッタの顔をぬぐった。

「ず、ずびばぜん……」

「……ぷっ」

　ごしごしと顔を
拭
 ふ

 かれながら言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず吹き出してしまった。

「な、何で笑うんですか!?
 」

「いや、前にもこんなことあったなって」

「う……」

　顔を真っ赤にしてうつむくバレッタ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその頭を、よしよしと
撫
 な

 でた。

「うう……何か、私泣いてばっかりです……」

「そうですねぇ」

「……カズラさん、
酷
 ひど

 いです」

「えっ、何で!?
 」

「知りません」

　バレッタが赤い目で、
頬
 ほほ

 を膨らませて顔をそらす。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの頭から手を下ろした。

「ずっと、
傍
 そば

 にいますよ」

「……えっ？」

　バレッタが顔を上げる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少し照れくさそうに、
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

「前にも言ったじゃないですか。俺は勝手にいなくなったりしませんし、ずっとバレッタさんの
傍
 そば

 にいます」

「……え」

「もっと俺を信じて欲しいです。俺、頭は悪いし頼りないし、信用ならないってのは分かりますけど」

「そ、そんなことないです！　私、カズラさんのこと信じてます！　それに、頼りなくなんてないです！　頭も悪くないです！　すごくいいです！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がわざと悲しそうに言うと、バレッタは慌てて叫ぶように言った。

　その言いように、
一
 かず

 
良
 ら

 は再び吹き出すようにして笑ってしまう。

「な、何でまた笑うんですか!?
 　嘘じゃないですよ!?
 」

「うんうん、分かってます。俺もバレッタさんのこと、信じてますよ」

「はい！」

　バレッタは勢いよく
頷
 うなず

 くと、みるみる顔を赤らめた。

　どうしたのか、と
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を傾げる。

「そ、その……あの……」

　すると、かちゃりと扉が開いてマリーが部屋に入ってきた。

　手にした皿には、海苔に包まれたたくさんのおにぎりが載っている。

「お食事をお持ちしました。パックご飯で作ったおにぎりです……が……」

　半ば抱き合うようなかたちになっている２人の姿に、マリーは硬直した。

「あ、マリーさ――」

「も、申し訳ございません！　出直しまっ……きゃあ！」

　慌てて
踵
 きびす

 を返して部屋から出ようとしたマリーだったが、扉が閉まっていることを忘れていたのか扉に体当たりしてしまった。

　その衝撃で、２つのおにぎりが皿から転げ落ちる。

　床に落下する直前、マリーは目にも留まらぬ速さでそれらのおにぎりをキャッチした。

「……ナイスキャッチ」

「も、申し訳ございません……うぅ」

「と、とりあえず、それこっちに持ってきてもらっていいですかね。……いてて」

　半泣きのマリーに
一
 かず

 
良
 ら

 は声をかけ、バレッタを立ち上がらせるのだった。

　

「お、明太子だ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がおにぎりを頬張る。

　テーブルの真ん中には小ぶりなおにぎりが10
 個ほど載っており、すべてが海苔で包まれていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣にはバレッタ、対面にはマリーが座り、もくもくとおにぎりを口に運んでいる。

「申し訳ございません。急いで作ったので、どれに何の具が入っているのか分からなくなってしまって……」

　しゅんとした様子で、マリーが頭を下げる。

　マリーはいつもどおり壁際に立とうとしたのだが、一緒に食べようと
一
 かず

 
良
 ら

 が勧めたのだ。

　ちなみに、今マリーが手にしているのはツナマヨおにぎりである。

　明太子、ツナマヨ、梅干し、おかか、キノコの鶏肉炒め（異世界産）の５種類があるらしい。

「いやいや、食べてから具が分かるってのも面白くていいですよ。ねえ、バレッタさん」

「……」

「バレッタさん？」

「えっ!?
 　あ、はい！　何でしょうか!?
 」

　ぽーっとした様子で梅干しおにぎりを
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 していたバレッタが、慌てて答える。

　口の端にご飯粒が１つくっついていた。

「あ、あの、お口に合わないようでしたら別のものを……」

「あっ、そ、そうじゃないの！　大丈夫、
美味
 おい

 しいから！」

「は、はあ」

　妙な様子のバレッタに、マリーが困惑気味に
頷
 うなず

 く。

「それにしても、ずいぶんと持ってくるのが早かったですね。俺たちが部屋に来てからほとんど時間が経ってなかったような」

「はい。私、お屋敷に戻ってきてすぐにカズラ様のお食事をと思って、おにぎりを作っていたんです。そこに兄さんがリーゼ様からの指示を伝えに来て……」

「あ、そこまで気を回してくれていたんですか。さすがマリーさんだ。ありがとう」

「はい！　えへへ」

　そうして３人でおにぎりを食べていると、どたどたと廊下を走る音が聞こえてきた。

　ばん、とノックもなしに扉が開け放たれる。

「カズラ様ッ！」

「アイザックさん！　目が覚め――」

　部屋に飛び込んできたアイザックは、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけるのにも構わず床に頭がくっつくような勢いで頭を下げた。

「申し訳ございません!!
 　直接ご報告もできずに、今まで眠りこけていました！　ジルコニア様をお救いすることもできずにおめおめと――」

「あ、アイザックさん、いったん落ち着きましょうか。そっちに座ってください」

　ものすごい勢いで謝罪を始めるアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 がマリーの隣の席を勧める。

「そ、そんな！　私ごときがそのような」

「うん。あのね、食事中なんだけども」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がぽりぽりと
頬
 ほほ

 を掻きながら言う。

　アイザックは顔を上げ、再び勢いよく頭を下げた。

「ッ！　申し訳ございませ」

「いいから座りなさい」

「は、はい」

　ぴしゃりと叱られ、アイザックが席に着く。

「おにぎりを食べなさい」

「えっ、し、しかし」

「食べなさい」

「はい」

　ぐい、と皿を寄せられ、おにぎりを手にするアイザック。

　もぐもぐと食べ始め、ようやく静かになった。

「えっと、イクシオスさんの具合はどうですか？　まだ眠ってるんですか？」

「いえ、私よりも先に目を覚ましていました。具合もいいようです。『いつまで寝てるんだ』と呆れられてしまいました……」

「そうでしたか！　ずっと眠ってるって聞いていたので、心配してたんですよ。アイザックさんも元気そうですね」

　ほっとした様子で
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、アイザックは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 したように肩をすぼめた。

「は、はい……あの、本当に申し訳ございません。なんとお
詫
 わ

 びしてよいか……」

「いや、
詫
 わ

 びる必要なんてありませんよ。それに、今回起こったことは私の責任みたいなものですし」

「えっ!?
 　い、いえ、そんなこ――」

「違います！　カズラさんのせいじゃないです!!
 」

　黙ってやりとりを見ていたバレッタが、アイザックの言葉に被せて大声で叫んだ。

　皆の視線が彼女に集まる。

「悪いのは、休戦協定を破って攻め込んできたバルベールです！　カズラさんは悪くありません!!
 　それに、
砦
 とりで

 にもっと兵力を置いていれば――」

「バ、バレッタさん、落ち着いて……」

「あ……ごめんなさい」

　
一
 かず

 
良
 ら

 にたしなめられ、バレッタがはっとして口を閉ざす。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は一つ咳払いをすると、持っていたおにぎりをもぐもぐと頬張った。

「……とにかくですね、私としても、バルベールのことを甘く見すぎていました。他国との外交関係を天秤にかければ、協定破りなんてリスクの高いことをするわけがないと思ってたんですが……まさか、いきなり攻めてくるとは」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、アイザックが
頷
 うなず

 く。

「はい、ナルソン様も、まさかこれほど早く攻撃を仕掛けられるとは予想していなかったようです」

「そういえば、たとえ休戦協定を破って攻め込んでくるにしても、どんなに早くても来年の夏以降だろうって言ってましたね」

「ええ。それに、今回の攻撃に先立って、バルベールの首都や元老院にはまったくそのような予兆は見られなかったらしいんです。国境沿いの
砦
 とりで

 前に常駐しているバルベール第６軍団も、訓練のために軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 を出払っていたようですし」

「確か、今回攻めてきたのは第10
 軍団だけでしたっけ」

「はい」

「……これはもしかすると」

「はい。敵の第10
 軍団が独断で攻撃を仕掛けてきた可能性があります」

「……ナルソンさん、何も言ってなかったんだけどな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がぽつりと漏らすと、アイザックは慌てて胸の前で手を振った。

「い、いえ！　これは父から聞いた話から、私が勝手に推測しただけです！　ナルソン様がお話ししなかったのは、まだ確証が得られていないからかと！」

「……うーん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が腕を組んで考え込む。

　もし今回の攻撃が、敵軍の一部勢力による独断だとしたら、彼らの意図は何なのか。

　上層部の指示なしに攻撃を、それも休戦協定を破るなどという、とんでもない独断専行をやらかしたとなれば、かなりの大事になるはずだ。

　敵軍の責任者には厳罰が下るだろうし、他国との外交関係は取り返しがつかないレベルで悪化するだろう。

　下手すれば、厳罰どころか責任を取らされて打ち首なんてことにもなりそうに思える。

「実はですね、今回の奇襲攻撃にあたって、気になることがあるんですよ」

「気になること、ですか？」

「ええ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタにちらりと視線を向ける。

　バレッタが
頷
 うなず

 いたことを確認し、
一
 かず

 
良
 ら

 は口を開いた。

「今回敵が使ってきた兵器、あれ、トレビュシェットっていうんです」

「トレビュシェット？」

「私の世界……神の世界に存在した攻撃兵器です。構造はそんなに難しいものじゃないんですけどね」

「っ!?
 」

　予想外の言葉に、アイザックがぎょっとした顔になった。

「もしかしたらですが、敵側にも私と同じような人物がいる可能性があります。ただ、それにしては――」

「そ、そんな！　いったいどのお方なのですか!?
 　
オルマシオール
 戦いの神

 様ですか!?
 　
ガイエルシオール
 商売の神

 様ですか!?
 」

　よほど衝撃的だったのか、アイザックがテーブルに手をついて身を乗り出した。

「あ、いや、ええと……」

「かもしれない、という話です。ですが私は、いる可能性は低いと思います」

　皆の視線がバレッタに集まる。

「え、いない？　どうしてそう思うんですか？」

　予想に反するバレッタの言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 が
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔を向けた。

「バルベールに技術革新が見られないからです。厳密にいえば、内政面の技術の進歩が私たちの国に比べて遅すぎます。農業生産量が爆発的に増えたといった話もないですし、新たな農業機械が発明されたといった話もありません。製鉄に関してもいまだにレン
炉
 ろ

 （手動のふいごを用いた小型の
炉
 ろ

 ）を山の斜面に大量に並べて使っているようですし」

「……確かに」

　今のところ、確認できているバルベールの新技術といえば、大規模な軍制改革、今回用いられた大型投石機、それに大型船の建造と鉄器のみである。

　軍制改革と鉄器の発明は、戦局の悪化と
錫
 すず

 の
枯
 こ

 
渇
 かつ

 という危機的状況を受け、必要に迫られて新たに編み出した技術と考えれば不自然ではない。

　最近になって確認された、大型船の建造についても同様だ。

　木材の加工に長けた鋭い鉄製の道具が使えるようになり、優れた船張りや横板の製造、そして船の強度を大きく向上させることができる
竜骨
 キール

 を発明したためと考えることができる。

　
竜骨
 キール

 とは、船底の船首から船尾にかけて張られる太い木材のことだ。

　地球においても、
竜骨
 キール

 を用いた大型船が初めて現れたのは、鉄器が発明された後である。

　もしも
一
 かず

 
良
 ら

 のような人物がバルベールにもいるなら、アルカディアのように水車や製粉機を導入したり、地球産の肥料を持ち込んで農業生産量を増加させたりしていただろう。

　堆肥は重量当たりの値段がかなり安いため、
一
 かず

 
良
 ら

 のような資金力がなくとも、こちらの世界に数十トン単位で持ち込むことは十分可能なはずだ。

　鉄器の製造に関しては、こっそり
高
 こう

 
炉
 ろ

 のような効率的な
炉
 ろ

 をどこかで使っている可能性もなくはない。

　だが、もしそうだとしても、戦争直後で財政が逼迫しているさなかに、大量のレン
炉
 ろ

 を作るといった無駄な支出を、バルベールの首脳陣が許すだろうか。

「あと、
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 ……ガラスの流通も、それを裏付けています。いまだに
闇
 やみ

 市場に流れている高品質な色ガラスは、カズラさんが持ってきて小粒に加工したものだけです。気泡だらけの品質の低いガラスは、かなり流通しているみたいですけど」

「ううむ……てことは、今回敵が使ってきたトレビュシェットは、自力で考案した兵器ってことか。もしくは……」

「はい。第10
 軍団のなかにカズラさんみたいな人がいて、軍団がそれを秘匿しているのかもしれません」

「うーん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が腕組みして考え込む。

　一応は話の筋が通っているように思えるが、本当に
一
 かず

 
良
 ら

 のような人物が相手方にいるのかどうかの判別は難しい。

　もしいるなら、バルベール第10
 軍団の存在は危険どころの話ではない。

　今回の攻撃で防壁の異常な強度に疑問を持つだろうし、モルタルを使っていることにもすぐに気づくだろう。

　水車や石材の昇降機（こちらの世界のオリジナル機械）も
鹵
 ろ

 
獲
 かく

 されたはずなので、
一
 かず

 
良
 ら

 の存在を疑ってもおかしくはない。

「でも、かなりまずい状況には変わりないですね」

「はい。唯一の救いは、今回の攻撃が第10
 軍団の独断である可能性があることです」

「……なるほど、これでバルベール首脳陣と確執を持ってくれれば、互いに協力するって流れにはまずならないですもんね。軍団長あたりは、
余
 よ

 
計
 けい

 に責任を取らされることになるでしょうし。そんなこと言う前に、反乱扱いで処分されてしまうかもですけど」

「ええ。どちらにしろ、近日中にははっきりすると思います。慌ててるのは、私たちだけではないはずなので」

「そうですね……」

　ふと、
砦
 とりで

 の防御塔で目にした白い少女の姿が
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に浮かんだ。

　ただの一般人だったのかもしれないが、場違い感がすごかったので強烈に印象に残っている。

　もし彼女が自分と同じ、地球から来た人物だったら。

　――何とか話し合いで解決できないかな。

　湧いた考えを振り払い、
一
 かず

 
良
 ら

 は２つ目のおにぎりに手を伸ばした。

「そうそう。食べ物について、アイザックさんとマリーさんにも話しておきたいことがあります」

「カズラさん……」

　バレッタが少し不安そうな目を、
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「大丈夫です。信用できる人にだけですから」

「……はい」

　バレッタが
頷
 うなず

 くのを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 はアイザックたちに目を向けた。

　中腰の姿勢で固まっていたアイザックが、慌てて席に腰を下ろす。

　話についていけていないのか、マリーはおにぎりを手にしたままぷるぷるしていた。

「これから毎食、お二人は私が持ってきた食べ物を食べるようにしてください。グリセア村の人々のような、すごい力が備わりますから」

「えっ!?
 」

　アイザックが驚いた声を上げた。

　マリーは大きな反応は見せず、手にしたおにぎりと
一
 かず

 
良
 ら

 を交互に見ている。

　今まで口には出さなかったが、何となく気づいていたのだろう。

「実は、私が持ってきた食べ物を継続して
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 すると、身体能力が大幅に向上するんです。食べ物の取り扱いに注意してもらっていたのは、そのせいでして」

「そ、そうだったのですか。私はてっきり、カズラ様が直接力を授けているのだとばかり……」

「まあ、そう思い込むように私も仕向けていましたからね。ジルコニアさんやリーゼにも、もっと早く説明しておくべきでした。申し訳ないです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が表情を曇らせる。

　それを見て、アイザックが慌てて再度立ち上がった。

「カズラ様が謝る必要などありません！　それどころか、いくら感謝してもしたりないくらいです！」

「は、はい。ありがとうございます」

　その勢いに
一
 かず

 
良
 ら

 がたじろぎながらも礼を言うと、アイザックは腰を下ろした。

　前からよく感じるのだが、彼のこういうところはバレッタとよく似ている。

「で、ナルソンさんやハベルさんたちにも、この力を持ってもらおうと思うんです。あと、近衛兵や護衛兵のかたたちにも、この力を持ってもらいたいのですが……」

「ほ、本当ですか！　それならば、バルベールなど恐れるに足りません！　ぜひ――」

「ま、待ってください！」

　アイザックが歓喜した声を上げると、バレッタがそれに待ったをかけた。

「危険すぎます！　不特定多数の人に力を与えるということは、カズラさんという特異な存在を公にすることになるんですよ!?
 　それに、力を持って心変わりする人や、その中に敵の
間
 かん

 
者
 じや

 が紛れ込んでいたらどうするんですか!?
 」

「いや、そんなことを言ってる場合じゃないですよ。使えるものはすべて使わないと」

「そんなことをしなくても、もっと強力な新しい兵器を用いれば済むじゃないですか！　誰彼構わず力を与えるなんて、絶対にダメです！」

「誰彼構わずじゃないですよ。近衛兵や護衛兵などの、イステール家と親密な身分の人たちだけにします。そんな人たちが裏切るなん……て……」

　そこまで言って、
一
 かず

 
良
 ら

 の脳裏にアロンドの顔が浮かんだ。

　そうなのだ。

　彼のような中枢に関わっている人物とて、裏切る時は裏切るのだ。

　自分が大きな信頼を置き、身を粉にして働いてくれていた彼ですら裏切ったのだ。

　もし彼に力を与えていたら、バルベールへの亡命の手土産に、ナルソンや自分が命を奪われていたかもしれない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が顔色を変えたのに気づき、バレッタが表情を暗くした。

「カズラさん、それだけはやっちゃダメです。力を与えるにしても、慎重に選ばないと」

「……」

「アイザックさん、マリーちゃん」

「はい」

「は、はいっ！」

　黙ってしまった
一
 かず

 
良
 ら

 に代わり、バレッタが２人に目を向ける。

「分かっているとは思いますけど、このことは絶対に誰にも話さないでください」

「もちろんです。誰にも話しません」

「話しません！」

　しっかりと２人が
頷
 うなず

 く。

　バレッタは息をつき、心配げな眼差しを
一
 かず

 
良
 ら

 に向けるのだった。

　

　一方その頃。

　バルベール第10
 軍団の制圧下にある国境沿いの
砦
 とりで

 では、兵士たちが総出で戦の後始末をしていた。

　焼け落ちて半壊した建物を打ち壊し、１０００を超える死体を埋めるための墓穴を掘る。

　作業を始めてから数日が経過しているが、すべての作業が完了するまでにはまだ時間がかかりそうだ。

「すごいですねぇ！　すごいですねぇ、これ！　これは面白いですね！」

　そんななか、砦内の用水路に設置された水車の前で、白いケープを
纏
 まと

 った長い白髪の少女が騒いでいた。

　ざばざばと水路から水を
汲
 く

 み上げている水車を、きらきらとした
瞳
 ひとみ

 で見つめている。

　隣にはカイレンがおり、子供のように騒ぐ少女に呆れた顔を向けていた。
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「どうしてもっと早く教えてくれなかったんですかぁ!?
 　こんな面白いものを独り占めするなんて
酷
 ひど

 いですよぉ！」

「いや、知らせようとしても『新兵器を考えてるから声をかけるな』って、聞きもしなかったのはお前だろ……そのうえ、また熱出してぶっ倒れちまうし、かと思ったら
砦
 とりで

 に連れていけってわめきたてるし……」

　
砦
 とりで

 での戦闘後、カイレンは投石部隊を指揮していた彼女を迎えに行ったのだが、彼女は勝手に駐屯地に帰ってしまっており、昨夜まで自室に引きこもっていたのだ。

　ほとんど飲まず食わずで机にかじりついていたようで、『下書きができた』と自室を出てくると同時に高熱を出して倒れ込んでしまった。

「お前、じゃないです！　名前で呼んでください！」

「あー、はいはい」

「はいじゃなくって、名前で……けほっ、けほっ！」

　少女が口元を押さえ、苦しそうに咳き込む。

　カイレンはやれやれといった様子で、その背をさすった。

「ああもう、宿舎に部屋は用意してあるから、今日はもう休んどけ。せっかく下がってきた熱が、また上がっちまうぞ」

「な、なま……けほっ、けほっ……名前……」

「フィレクシア、
砦
 とりで

 を見て回るのは体調が戻ってからにしよう。な？」

　カイレンが言うと、少女――フィレクシア――は涙目で彼を見上げた。

「だ、大丈夫です。それに……けほっ、こんなに面白いものがあるのに、休んでなんていられないです……けほっ、けほっ」

「いや、そうは言うけどさ。別に
砦
 とりで

 は逃げやしないし、何か見つけてもフィレクシアに黙って勝手に処分したりなんてしねえよ」

「で、でも、私はカイレン様と一緒にいろんな道具を見て回りたいんです！　一緒にいさせてください！　……けほっ、けほっ」

　咳き込みすぎたのか、涙目でカイレンを見上げながらフィレクシアが
懇
 こん

 
願
 がん

 する。

「そうは言ってもだな……」

　カイレンが困ったようにため息をつく。

　そして、腰を少しかがめて彼女と目線を合わせた。

「フィレクシア、この
砦
 とりで

 を落とすことができたのは、お前のおかげだ。お前が付いてきてくれたからこそ、俺は今こうして、首都でふんぞり返っている腐りきった奴らに鉄槌を食らわしてやろうと動き出すことができたんだ。俺にとって、お前はかけがえのない宝物だ」

「……え」

　今までかけられたことのない種類の言葉をかけられ、フィレクシアは呆然とした表情でカイレンを見る。

「フィレクシアは、昔からちょっとしたことですぐ体調を崩したり熱を出したりするだろ？　もしそれで、取り返しのつかないことになったらと考えると、心配で仕方がないんだ。お前を失うことが、俺は心の底から恐ろしい」

「カイレン様……」

　フィレクシアは
瞳
 ひとみ

 を輝かせ、
頬
 ほほ

 を
紅
 こう

 
潮
 ちよう

 させて彼を見つめる。

　そんな彼女の頭を、カイレンはよしよしと
撫
 な

 でた。

「だから、な？　今は宿舎に戻って、しっかり休んでくれ。また元気になったら、一緒にあちこち見て回ればいいじゃないか」

「じゃあ、ちゅーしてください！　してくれたら戻りますよ！」

「……あのなぁ」

　んー、と唇を突き出したフィレクシアに、カイレンはそれまで作っていた優しげな表情を崩して呆れ顔になった。

「それくらい、してくれてもいいじゃないですか！　ほらほら！」

　目を閉じて唇を突き出すフィレクシア。

　カイレンは大きくため息をつくと、彼女の両肩に手を置いた。

　ちゅっ、と、そのおでこにキスをする。

「ほれ、これでいいだろ。約束どおり、宿舎に戻るんだぞ」

「……むうう！　そこじゃないです！　口にするですよ！」

　フィレクシアは
頬
 ほほ

 を膨らませ、不満顔をカイレンに向ける。

「ちゅーしたら戻るって言ったのはフィレクシアだろ。俺は約束どおり、してやったぞ。約束を守らない奴は嫌いだな」

　カイレンがそう言うと、フィレクシアは、うっ、と口を閉ざした。

　心底不服そうに、涙を浮かべながら彼を
睨
 にら

 む。

「うう、まんまと
嵌
 は

 められました……」

「自分で勝手に嵌まったようにしか見えないけどな」

「うっさいです！　もういいですよ！　カイレン様のバカ！　へっぽこ！　芋虫！」

　フィレクシアは捨て
台詞
 せりふ

 を吐くと、宿舎の方へと駆けて行ってしまった。やはりかなり熱が高いのか、右へ左へとふらついているように見える。

　カイレンはやれやれとその姿を見送り、目の前の水車へと目を向けた。

　
砦
 とりで

 の外から緩やかに流れ込んでくる雪解け水を、ざあざあと音を立てて汲み上げている。水受け用の木箱に流れ落ちた水は、そこから繋がる木製水路を通って、はるか先の畑へと向かっていく。

　カイレンたちは
砦
 とりで

 を制圧した後、このような道具をいくつも発見していた。

　荷物の上げ下ろしに使う巻き取り型昇降装置、シーソーの原理を用いた大型昇降装置、手回し式の製粉機、そして水車。

　このような道具は、バルベール国内では一度も見たことがない。

「こりゃあ、さっさと攻めて正解だったか。こんなものがあるなら、何か武器もありそうなもんだが……ここに置いてないってことは、そっち方面は苦手なのかね」

　ぽつりとつぶやき、ジルコニアが収監されている倉庫がある方向へと目を向ける。

　緩やかな丘の斜面にへばりつくようにして建っている、たくさんの建物が目に入った。

「確か、『交渉事は苦手』なんだよな。ティティスが上手いこと何か聞き出せてたら、後でカマかけてみるか」

　そう言って
頷
 うなず

 き、再び水車へと目を向けるのだった。

　

　その頃、
虜
 りよ

 
囚
 しゆう

 の身のジルコニアは、薄暗い石造りの倉庫の中にいた。

　
紐
 ひも

 で結わえられた薪の束や、冬場に使う厚手の
外
 がい

 
套
 とう

 が入った木箱など、室内には様々なものが積み上げられている。

　壁際にはベッドが２つ並んで置かれており、その
傍
 そば

 には着替えをしまう棚と鏡台が設置されていた。

　そんな室内で、ジルコニアは中央に設置された長椅子に腰かけ、うんざりした表情で頬杖をついていた。

　鎧は着けておらず、鎧下のみという服装だが、腰には長剣と短剣を下げたままだ。

　彼女の左手首からは細い鉄の鎖が延びており、対面に座る金髪の少女の右手首に繋がっている。

「なるほど。アルカディアでも、冬場の農村部での主食は冬マメになるのですか。バルベールと同じですね」

　ふむふむ、とティティスは
頷
 うなず

 き、再び口を開く。

「マメ以外には、何が食べられているのでしょうか？　バルベールでは、『ホロホロダケ』というキノコを秋のうちに採取して、乾燥させておくことが一般的ですが」

「……あなた、見た目と違ってよくしゃべるのね」

「他にすることがありませんので。普段はもっと静かにしております」

「なら、普段どおりにしてて欲しいのだけど」

「いえ、せっかくジルコニア様と一緒にいるので、いろいろとお話ししたいのです。こんな機会は、滅多にありませんから」

「ああ、そう……」

　はあ、とため息をつくジルコニアに、ティティスはすまし顔で答える。

　この倉庫に収監されてからというもの、やたらと話しかけてくるティティスにジルコニアは心底うんざりしていた。

　初めのうちは無視していたのだが、彼女はまったくめげる様子もなくひたすら話しかけてきた。

　仕方なく二言三言答えてやるとしばらくの間は静かになったので、こうして相手をしているのだ。

　ちなみに、２人が鎖で繋がれているのは、ジルコニアがそうするように希望したからだ。

　そんなわけで、２人は食事をするにもトイレに行くにも常に一緒である。

「アルカディアでは、冬場にキノコは食べないのですか？」

「食べるわよ。その『ホロホロダケ』っていうキノコは知らないけど」

「そうなのですか。赤と黄色の
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 で、じめじめした場所に群生しているキノコなのですが」

「ああ、『ユウヤケダケ』のことを言ってたの。それなら同じようにして保存するわね」

「名称がこちらとは違うのですね。ユウヤケダケ……なるほど、確かに夕焼け空のような色合いに見える気もします」

　ティティスが話しかけてくる内容は、こういった当たり障りのないものばかりだ。

　アルカディアの軍事情報や、イステール領の急激な復興について探りを入れられるかと身構えていたのだが、今のところそういったことは一度もない。

　まずはこちらの警戒を解こうとしているのだろう、とジルコニアは勘ぐっていた。

「あのキノコ、よく煮込むととろみが出るじゃないですか。塩を多めで煮たキノコを、炒めたカフクのもも肉に和えて、少ない水で煮たラタ麦の上にかけて食べると絶品ですよ」

「あら、それは
美味
 おい

 しそうね。軍の駐屯地でも、そういった料理は出るの？」

「出ますよ。冬場になれば、ジルコニア様のお食事にも出る機会があると思います」

「……そんなに長くいたくはないわ」

「いたらの話です。イステリアに戻られましたら、ぜひ一度作ってみてください」

「……そうするわ」

「あと、同じように煮たキノコを魚にかけても
美味
 おい

 しいですよ。川魚の、小さくて丸ごと食べられるやつを油で揚げて、そこにかけて食べると熱々でとても
美味
 おい

 しいんです。料理当番の兵に言って、材料が手に入ったら作ってもらいましょう。その時は一緒に料理風景を見学に行きませんか？　もしよろしければ、ジルコニア様にもアルカディア料理を……」

　まるで口から生まれてきたかのごとく、ティティスはペラペラと話し続ける。

　無視を決め込もうが適当に受け流そうが、彼女はこの調子で延々と話し続けるだろう。

　どうせ話すなら、もっとこちらの得になる情報を聞かせてもらおう、とジルコニアは結論付けた。

「聞きたいことがあるのだけれど」

「香り付けに使うものはバルベール北部の……あ、はい。なんでしょうか」

「さっきからずっと食べ物の話をしているけど、バルベールの食料事情はそんなにいいの？」

「いえ、特別いいというわけではありません」

　特に表情を変えず、ティティスが答える。

　バルベールの食料事情については、ナルソンが入手した情報をジルコニアも共有しているので承知している。

　昨年はアルカディアと同様、
酷
 ひど

 い日照りのためにバルベール南部の地域では干ばつが起こっていたはずだ。

　秋から冬にかけては北部地域が豊作となり、状況は改善しているはずである。

「あら、そうなの。昨年の日照りの影響かしら？」

「はい。年明けまで、この辺りの地域は特に
酷
 ひど

 い状況でした」

「年明けまで？　今は持ち直したの？」

「何とか飢えない程度には。冬マメの収穫高が例年に比べてかなり多かったので、その分を南部に回せるようになりました」

「そうだったの。豊作だったのね。どうしてそんなにたくさん採れたのかしら？」

「ハーレル王の加護が強い土地の土を利用したからかと思います」

　ぴくり、とジルコニアの眉が動く。

　ハーレル王とは、バルベールで信仰されている精霊だ。

　収穫の王、とも呼ばれる精霊で、バルベール以北の地域で広く信仰されている。

　ちなみにだが、アルカディアとバルベールでは信仰している神がまったく異なる。

　アルカディアにおけるグレイシオールと同タイプの信仰対象が、バルベールにおけるハーレル王である。

「イステール領でも、同じようにして食料生産量を底上げしたと聞いております。確か、グレイシオールという慈悲と豊穣の神でしたか」

「……よくご存知で」

「
間
 かん

 
者
 じや

 くらい放っておりますので。そちらと同じですよ」

　淡々と、ティティスが言う。

「ですが、イステール領ほど我が国では目覚ましい効果は出ませんでした。何か別の方法も用いているのではと考えているのですが、もしよろしければ教えていただけないでしょうか」

「他には何もやってないわ。グレイシオール様の加護の力を使わせてもらっただけよ。他には何もしていない」

「そうなのですか。では、加護の力がよほど強い土地の土を用いたのですね」

「あなたたちの信仰する精霊よりも、私たちの信仰する神が格上なだけじゃない？」

「……そのような言い方は、バルベール人の前では控えたほうがよろしいかと」

　ティティスが、少し顔をしかめる。

「どうして？　だって、事実でしょう？」

　挑発するようにジルコニアが薄く笑って見せると、ティティスは小さくため息をついた。

「事実かどうかは分かりませんが、他の者の前では控えてください。信仰心の強い者に聞かれでもしたら、
洒落
 しやれ

 では済みません」

「あらそう。気を付けるわ」

　ティティスは困り顔で少し口をつぐんだが、すぐに口を開いた。

「ハーレル王には、現世に姿を現したといったような具体的な伝承が伝わっていなくて、加護の強い土地がどこなのかが分からないんです。グリセア村の森のような土地が、こちらにもあればよかったのですが」

「……」

　手持ちの情報を小出しにしてくるティティス。

　どこまで領内の情報を知られているのか分からないが、今のところは巷でも
噂
 うわさ

 になっているようなものばかりだ。

　下手に反応して、
余計
 よ　けい

 なことを口にしないように気を付けなければならない。

「何か特徴でもあるのでしょうか？　例えば、他の森よりも植物が明らかによく育っている、とか」

「さあね。私もよく分からないわ」

「そうですか」

　ティティスは
頷
 うなず

 き、いったん口を閉じた。

　考え込むように、視線を下げる。

　そしてたっぷり十秒ほど置いてから、顔を上げた。

「私のほうからも、ひとつお聞きしてもよろしいでしょうか」

「……どうぞ」

「ここ１年間で、アルカディア……いえ、イステール領では水車や製粉機、スクリュープレスといった新しい道具が次々に発明されたようですね」

「……」

「鉄を作り出すことに成功したのも、同時期なのでしょうか？」

　壁際に立てかけられているジルコニアの鎧兜へと目を向けながら、ティティスが問う。

「答える必要はないわ」

　突き放すように、ジルコニアが答える。

　ティティスは困ったように、眉を寄せた。

「それは不公平です。先ほど、私は国内の食糧事情についてお答えしましたよ」

「だからといって、私も答えるなんて約束はしていないでしょう」

「……なるほど、それもそうですね」

　納得したように、ティティスが
頷
 うなず

 く。

　ジルコニアが呆れ顔になっていると、ティティスが、ぽん、と手を打った。

「では、こうしませんか？　今からお互いに１つずつ質問しあって、答えるんです。これなら公平です」

　何を言ってるんだこいつは、とジルコニアは思ったが、待てよ、と考え直した。

　別に、聞かれたからといって正直に答える必要はないのだ。

　言い換えれば、都合の悪い質問には嘘を答えればいい。

　相手にとってもそれは同じだろうが、自分の手持ちの情報と照らし合わせれば、真偽の判断はある程度つく。

「……そうね、構わないわ」

「ありがとうございます。では、先ほどの質問に答えていただけますでしょうか」

「鉄を発明したのは休戦直後よ。だいたい５年前かしら」

「５年前……ですか？」

「ええ。何かご不満？」

　ティティスのいぶかしんだ視線を受け、ジルコニアが小首を傾げる。

「いえ……そうですか。５年前ですか。そうですか、そうですか」

「……何よ」

「いえ、何でもありません。ジルコニア様の質問の番です」

「そうね……その製粉機とかの情報は、どこから得たのか教えてもらえるかしら？」

「申し訳ございません。情報源は私も知らないのです」

「……答えられない、ってこと？」

　ジルコニアが
睨
 にら

 みつけると、ティティスは申し訳なさそうに頭を下げた。

「そうではないのですが……申し訳ございません。私も元老院から降りてきた情報しか聞かされていないので……」

　それを聞いた瞬間、ジルコニアは自らの表情が怒りに
歪
 ゆが

 むのをはっきりと感じた。

　その脳裏に、アロンドの姿が浮かんだからだ。

　アロンドが姿をくらました時、今しがたティティスが言った、製粉機とスクリュープレスの設計図も一緒に消えていた。水車は大々的な生産を行っていたので、設計図を彼が入手していたとしても不思議ではない。

　バルベールへと亡命したアロンドは、それらの設計図を手土産に元老院に取り入り、手持ちの情報を吐き出しているに違いない。

　奴だけは、是が非でも殺しておかねばならなかったと内心歯噛みした。

「ジルコニア様、どうかなされましたか？」

「……いいえ、何でもないわ」

「そうですか？　では――」

「こんにちはー!!
 」

　ティティスが次の質問を口にしようとした時、扉がばたんと乱暴に開き、白髪の小柄な少女が部屋に駆け込んできた。

　春だというのに厚手のケープを羽織っている。

　心なしか、顔が赤いように見える。

　髪にも寝ぐせがついており、ついさっきまで寝ていたかのような風貌だ。

「はあ、はあ……あなたがジルコニアさんですね！　初めまして！　私がフィレクシアなのですよ！」

　ぜいぜいと肩で息をしながら、みょうちくりんな
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をする少女――フィレクシア――に、ジルコニアはもとよりティティスも目が点になった。

　フィレクシアはそんな２人に構わず、ジルコニアにつかつかと歩み寄り、その手を取った。

「ジルコニアさん！　他にどんな道具があるのですか!?
 　教えてください！」

「ちょ、ちょっと、いきなり何なの？」

「フィ、フィレクシアさん！」

　ティティスが慌てて立ち上がり、ジルコニアからフィレクシアを引きはがす。

　じゃらっ、という音とともに繋がれた鎖がぴんと張り、ジルコニアの腕が引っ張られた。

「どうしてここに来たんですか!?
 　見張りはどうしたのですか!?
 」

「カイレン様に許可をもらったって言ったら、通してくれたですよ」

「なっ……」

　ティティスは絶句して一瞬立ち尽くしたが、すぐに気を取り直して口を開いた。

「カイレン様が許可を出したのですか？」

「出してないですよ？」

　あっけらかん、とした顔で小首を傾げ、フィレクシアが答える。

　ティティスはそれで顛末を理解し、げんなりした様子でため息をついた。

「……許可をもらったと嘘をついて、勝手に入ってきたのですね」

「そうですよー！　これくらいやったって、バチは当たらないのですよ！」

　なぜか、してやったりといった表情をしているフィレクシア。

「ジルコニア様、大変申し訳ございません。すぐに連れ出しますので」

「え、ええ」

　やや引き気味に、ジルコニアが
頷
 うなず

 く。

　フィレクシアは不満げに、
頬
 ほほ

 を膨らませた。

「えーっ、どうしてですか!?
 　ティティスさん、
酷
 ひど

 いですよぉ！」

「
酷
 ひど

 くありません。許可も出ていないのに、嘘をついて入ってくるほうがよっぽど……フィレクシアさん、顔が真っ赤ですよ？　もしかして、また熱を出しているんじゃないですか？」

「これくらい平気です！　私もジルコニアさんとお話がしたいですよ！」

「ダメです」

「なな、何でダメなんですかぁ!?
 」

「カイレン様の許可が出ていないからですよ。大人しく、宿舎に戻って休んでください」

　ぴしゃりと言い切られ、フィレクシアがさらにむくれる。

「そんなこと、どうでもいいじゃないですかぁ！」

「どうでもいいわけがないでしょう……」

「超先進的な道具の持ち主が目の前にいるんですよ!?
 　技師が話を聞きたいと思うのは当然じゃないですか!!
 」

「……技師？　あなたが？」

　ジルコニアが反応して問いかけると、フィレクシアは、ばっ、とジルコニアに顔を向けた。

「はい！　技師、もとい、兵器職人をしているですよ！」

　兵器職人という単語に、ジルコニアの
瞳
 ひとみ

 が細まる。

「フィレクシアさん！」

「ティティスさん、少し彼女と話をさせて」

「いえ、そういうわけには……」

「フィレクシアさん。先に私が質問してもいいかしら？」

「何でも聞いてください！　何でも答えますですよ!!
 」

　チャンスと見たのか、フィレクシアがティティスの言葉を遮って宣言する。

「いけません！　何を言っているのですか!!
 」

　フィレクシアを止めようと、ティティスが彼女の肩に手をかける。

　すると、フィレクシアは羽織っていたケープをするりと脱ぎ、巻きつけるようにしてティティスに頭から被せた。

「ちょっ！　何を……むぐぐ！」

「ささ、ジルコニアさん！　今のうちですよ！」

　赤い顔のまま、いたずらっぽい笑みを浮かべるフィレクシア。

　あまりにもな行動にジルコニアは半ば呆れながらも、質問をすべく口を開いた。

「
砦
 とりで

 の防壁を破壊した投石機を作ったのは、あなたなの？」

「はい！　カイレン様にお願いされて作ったですよ！」

「あれは、自分で考えたのかしら？　誰かから教わったとかは？」

「一から自分で考えたですよ！　そこそこ使える兵器だと思います！　改良の余地ありまくりですが！」

「ぷはっ！　フィレクシアさん、口を閉じてください！　何を勝手にぺらぺらと話しているんですか！」

　ケープをはぎ取ったティティスが、強い口調で口を挟む。

　フィレクシアは慌てた様子で、彼女に顔を向けた。

「ええっ!?
 　私まだ、ジルコニアさんに何も聞いてないですよ！　もう少しだけ……」

「フィレクシアさん！」

　大声で怒鳴られ、フィレクシアが肩を縮こまらせた。

「いい加減にしてください！　警備兵!!
 」

　ティティスが叫ぶと、２人の兵士が部屋に駆け込んできた。

「フィレクシアさんをカイレン様のところまで連れて行ってください」

「あいよ」

「何て伝えておけばいいんだい？」

　実にフランクな様子で、２人の兵士がそれぞれ答える。

「私が激怒していたと伝えてください。彼女が嘘をついて、この部屋に入り込んできたと」

「何だ、嘘だったのかよ」

「フィーちゃん、嘘はいけねえよ」

「だ、だって……うう……」

　ティティスと兵士たちに叱られ、フィレクシアは涙目になる。

　兵士たちに付き添われてとぼとぼと扉へ向かい出したフィレクシアに、ジルコニアは声をかけようと口を開いた。

「あなたには興味があるわ。次は許可をもらってからいらっしゃい」

「っ！　はい！」

　フィレクシアが振り返り、ぱっと表情を明るくして答える。

「それと、一つだけ教えて。あなた、出身地は？」

「出身地ですか？　北西の国境近くの森から……」

「フィレクシアさん」

　ドスの利いた声でティティスに名を呼ばれ、フィレクシアが口をつぐむ。

　そのまま、うなだれた様子で部屋を出て行った。

「……お騒がせいたしました」

「面白そうな娘だったのに。残念」

　ジルコニアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 みながら言うと、ティティスは大きくため息をついた。





　

第３章　祝福の力

　

　アイザックたちとおにぎり三昧な夕食を食べた後、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋の隣にある作業場にやってきていた。

　テーブルに広げたＡ２用紙には、『オナガー』と記載された兵器図が描かれている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は腕組みして、バレッタの説明に聞き入っていた。

　机の脇には、さらに数枚の図面が丸めて立てかけられている。

「なるほど、アームの先にスリング（革製のカップが付いた
紐
 ひも

 ）が付いてるのか。俺が設計したカタパルトとは、少し構造が違いますね……」

「『オナガー』とも呼ぶみたいです。古代ローマ史の本に載っていた説明文を元に設計したので、本物とは少し構造が違うかもしれないですけど」

『オナガー』とは、石弾などの重量物を遠方へと
投
 とう

 
擲
 てき

 する攻城兵器で、『カタパルト』の発展型である。

　構造には何種類かあるが、バレッタが設計したものは、動物の腱もしくは髪の毛を束ねたものを用いるねじりバネ方式のものだ。

　より合わせたそれらの間に受け皿の付いたアームを差し込み、アームを引いて生み出した反発力を用いて、受け皿に載せた重量物を投げ飛ばすのである。

　車輪が四方に付いており、後ろから押して動かすこともできる。

「カタパルトもそうですけど、
砦
 とりで

 の防壁を破るとなると、これでもちょっと威力が心配ですね……」

「そうですね……村にある試作品は小型のもので、重さ10
 キロのものを４００メートルくらい飛ばせます。あの防壁相手だと威力が足りないので、使うなら大型化しないといけないです」

「10
 キロを４００メートルですか。それでも大したもんだな……」

　国境沿いの
砦
 とりで

 の防壁にはモルタルが用いられているため、カタパルトやトレビュシェットを用いた攻撃では破壊するのに時間がかかる。

　それはバルベール軍による攻撃で実証済みだ。

「防壁か城門を破壊するために、別の手段を考える必要があります。これだと時間がかかりすぎますし、大型化すると現地まで運ぶのがかなり大変です」

「別の手段か……バルベールと同じように、現地で組み立てたほうがいいんですかね。一気に20
 基とか使えば短時間で……いや、相手はこの兵器を知ってるわけだし、組み立ててる間に壁を破ろうとしてるってバレるか。……というか、防壁を破壊しても、敵は１個軍団か２個軍団はいるんですよね。そっちをどうにかする方法も考えないと」

　このたび受けた奇襲攻撃では、実質的に戦力比７倍以上の敵に対して、アルカディア軍は半日以上持ちこたえた。

　防壁を破壊され、守備の要となる防御塔を無力化された状態で、だ。

　そんな場所に最大２個軍団も詰めているとあっては、まともに戦ってはどれほどの兵力が必要になるのか分からない。

「やっぱり、兵士たちを食べ物で強化す――」

「それはダメです！」

「で、ですよね。すみません……」

　すべて言い切る前に怒鳴られてしまい、
一
 かず

 
良
 ら

 が肩を縮こませる。

　バレッタははっとして、しゅんとうつむいた。

「ご、ごめんなさい……わ、私、カズラさんの身に何かあったらって思うと、どうしても……」

「分かってます。一人でも裏切り者がいたら、下手すれば首脳陣皆殺しですもんね。バレッタさんの言うとおりですよ」

「はい……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉を受け、バレッタは顔を上げた。

「他領や王都が援軍を送ってくれればいいんだけど、どうかなぁ……というか、１カ月で
砦
 とりで

 を落とさないといけないっていう時点で、援軍なんて間に合わないんじゃないだろうか」

「どうでしょうね……まだ王都とかにまで情報が届いていないでしょうし、援軍どころか対応の協議すらいつまでかかるか……」

「そうですねぇ……情報伝達に時間がかかるのが、こんなにもどかしいとは思わなかった」

　地球であればたとえ１０００キロ離れていようが電話一本で連絡が付くが、こちらの世界では早馬、もとい早ラタが最速の通信手段だ。

　各領地の要人と協議するのにもさらに時間がかかるだろうし、国単位で物事を決めるとなるととんでもない時間が必要になる。

　アルカディアで各領主の権限が非常に大きいのは、そういった手間の省略という理由もあるのだろう。

　とはいえ、援軍が期待できないとしたら、イステール領軍だけで
砦
 とりで

 を奪還しなければならない。

　王家がバルベールと交渉すると言い出せば話は別だが、交渉した末に主権を奪われれば、王家とその取り巻きは没落必至である。

　何としてでも
砦
 とりで

 を奪還しろ、と命じられる可能性が高い。

「電話で連絡ってわけにはいかないもんな……うーん」

「電話ですか。確か、カズラさんも持ってましたよね」

「ええ、今も持ってますよ。はい、これです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がポケットからスマートフォンを取り出し、バレッタに手渡す。

　バレッタは物珍しそうに、手のひらに載せたそれを指でつついた。

「わ、すごく軽いんですね……これ、こっちでは使えないんですか？」

「電話には基地局っていう電波を中継する設備が必要なんで、こっちじゃ使えないんですよ。使えたら便利なんですけどね」

「そうなんですか……あ、明るくなりました」

　ポチ、とバレッタがホームボタンを押すと、画面が明るくなった。

　ホーム画面に設定されている、高台から撮影したイステリアの写真が表示された。

「これって、イステリアの写真ですか？」

「ええ。前にハベルさんと一緒に、洪水発生箇所を確認する目的で高台に行った時に撮った写真ですね。すごく
綺
 き

 
麗
 れい

 に撮れたんで、ホーム画面……最初の画面に張り付けておいたんです」

「この電話って写真も取れたりするんですね？」

「撮れますよ。写真も動画も撮れます。その写真はデジカメで撮ったものを、スマホに転送したものですけどね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタの持つスマートフォンに指を伸ばし、カメラを起動する。

「そこの赤い丸を押すと、写真が撮れますよ」

「す、すごいですねこれ。画面をつついて操作するんですね……あの、一枚撮ってみてもいいですか？」

「どうぞどうぞ」

　バレッタがスマートフォンのレンズを、
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

　とっさに、
一
 かず

 
良
 ら

 は笑顔をレンズに向けた。

　カシャッとシャッター音がして、写真が保存された。

「撮れました！」

「撮った写真は、そこのマークを押せば見れますよ」

　再び
一
 かず

 
良
 ら

 がスマートフォンに指を伸ばし、写真フォルダを開いた。

　今まで撮影した写真の一覧が表示される。

「あ、これがさっきので……えっ」

　先ほど撮影した
一
 かず

 
良
 ら

 の写真をタップしようとして、バレッタが動きを止めた。

「ん、どうしました？」

「……」

　バレッタが無言で、先ほど撮ったものとは別の写真をタップする。

「ん？　あ、ああ、こ、これはですね……」

「……」

　バレッタは口を閉ざしたまま、底冷えのするような目で写真を見つめている。

　画面には、リーゼと
一
 かず

 
良
 ら

 のツーショットが映っていた。

　リーゼは満面の笑みで、
一
 かず

 
良
 ら

 の腕に自身の腕を絡めている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少し困ったような笑顔だが、ぱっと見ではまるで恋人のようだ。

「ま、前にイステール家の家族写真を撮ろうってなったことがあって！　その時に皆とも写真を撮ったんですよ！」

「……そうなんですか」

　焦った様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に対し、バレッタが
凍
 こお

 り付くような声色で返事をする。

　みしっ、とスマートフォンが軋むような音が微かに聞こえたような気がした。

「バ、バレッタさんも一緒に撮りましょっか！　このスマホで！　最新型なんで、すごく
綺
 き

 
麗
 れい

 に撮れるんですよ！」

「えっ」

　驚いた声を上げるバレッタから
一
 かず

 
良
 ら

 はスマホをひったくり、『カメラ切り替え』のボタンを押した。

　画面に、鏡のように
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが映し出される。

「ほら、こうやって撮ることもできるんですよ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの肩を抱き、画面の中央に自分とバレッタを写り込ませた。

「きゃっ！　あ、あの」

「バレッタさん、笑って！」

「えっ、わ、笑ってって言われても」

「１たす１は？」

「はぇ？」

　気の抜けたバレッタの声とともに、シャッターが切られた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタの肩から手を放し、撮影した写真を表示させる。

　少し赤い顔をしているバレッタと、その肩を抱いてにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む
一
 かず

 
良
 ら

 が映っていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はプリンターに向かうと写真用紙をセットし、スマートフォンを操作して写真をプリンターに送信した。

　独特な機械音を発し、写真が印刷される。

「よしよし、よく撮れてるな。はい、バレッタさん！」

「あ、ありがとうございま……は、はわわ！」

　バレッタは写真を受け取った途端、写っている自分と
一
 かず

 
良
 ら

 の姿に目を真ん丸にした。

「いやー、よく撮れてるなー！　スマホのホーム画面にしちゃおうかな！　バレッタさん、写真立ていります？」

「い、いいいります!!
 」

　こくこくと、バレッタが
頷
 うなず

 く。

　部屋の
隅
 すみ

 にあるダンボールからガラス板付きの木製の写真立てを取り出し、バレッタに手渡した。

　バレッタはそれにそそくさと写真を収め、少し
頬
 ほほ

 を赤くして嬉しそうに見つめている。

　何とか機嫌を取ることができたと、
一
 かず

 
良
 ら

 はほっと息をついた。

「さてと、さっきの続きをしましょうか」

「はい！　では、次はこれを」

　バレッタは写真立てを机に置くと、立てかけられている図面を手に取った。

　しゅるしゅるっと広げ、四方を本やスマートフォンを重石にして押さえつける。

「あ、これってクロスボウですよね。村で作ってるやつですか？」

「はい。量産前提で設計したものです」

「量産前提で、ですか。あちこちパーツが分かれてるんですね。俺が設計したのとはずいぶん違うな……」

　バレッタが設計したクロスボウは部品が複数に分かれているため、
一
 かず

 
良
 ら

 が設計したほぼ一体型のものに比べて、個々の部品でみれば製造は比較的簡単だ。

　数をそろえるのなら、バレッタの設計したもののほうが向いているだろう。

「その……量産するなら、こっちにしてみてはどうでしょうか。村にある生産設備を見本にして、こちらでも作れればって……」

　遠慮がちに、バレッタが言う。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が設計したものを否定するような流れになってしまったことに、気が引けて仕方がないのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそんなことを気にするでもなく、即座に
頷
 うなず

 いた。

「そうですね。生産効率が段違いになりそうですし、そうしましょう。俺の設計したやつの生産は中止して、設備もすべてバレッタさんの設計したものに切り替えますね。先に作ってしまったクロスボウは、イステリアの防衛用に回します」

「はい……で、では、機構の説明もざっとしちゃいますね」

　自身の設計したクロスボウの構造について、バレッタが早口で説明する。

　製造しやすさを念頭に置きながらも威力と射程を損なわないその設計に、
一
 かず

 
良
 ら

 は説明を聞きながら舌を巻いた。

　自分なんかが太刀打ちできるようなレベルの人間ではないなと、バレッタの優秀さを今さらながらに思い知る。

「――以上です。それでは、次のものを」

　バレッタはそそくさとクロスボウの図面をしまい、新たな図面を取り出した。

　それが広げられた瞬間、
一
 かず

 
良
 ら

 はぎょっと目を見開いた。

　図面に、真っ直ぐに伸びた八角形の長い筒が描かれていたからだ。

「……こ、これ……大砲、ですか？」

「いえ、手砲です。ハンドキャノンとも呼ばれているみたいです」

「ハンドキャノン？」

「はい。鉄片や小石を先端から詰めて、火薬の爆発力でそれらを吹き飛ばすんです。散弾の要領で広範囲に飛び散るので、細かく狙いを付ける必要がありません」

　ハンドキャノンとは、文字どおり手で持つことができる短射程の大砲である。

　先端から草と一緒に小石や鉄片などを詰め、先端から30
 センチほど後ろにある小さな穴から火薬に着火し、射撃を行う兵器だ。

　先端の下側にはフックが付いており、その部分を台座に固定して発射の衝撃による手ブレを防ぐこともできる。

「そこまで大きい兵器ではないので、比較的生産は容易です。これをいくつか各部隊に配備しておけば、敵の騎兵隊を返り討ちにできると思います。音もすごいはずなので、それだけでもラタを
怯
 おび

 えさせられるんじゃないかなって」

「……火薬、か」

　ぽつりと
一
 かず

 
良
 ら

 はつぶやき、険しい表情になった。

　火薬を用いた兵器の導入については、
一
 かず

 
良
 ら

 とて考えていた。

　まさかバレッタが兵器の設計まで済ませているとは考えていなかったが。

「はい。まだ試作もしていないので、少し不安ですが……鉄製だと技術的に砲身の
鋳
 ちゆう

 
造
 ぞう

 は無理なので、作るとしたら図面のような板を
鋳
 い

 
掛
 か

 け溶接して金輪をはめたものか、青銅を使うことになります」

　材質を均一にした鉄の鋳造技術は高度であるため、イステリアでの鋳造は不可能だろう。

　形だけ作ったとしても、材質が不均一では使用の際に暴発の恐れがあるからだ。

　となると、青銅を大量に用いて砲身を作るか、鍛造した鉄の板を鋳掛け溶接して砲身を組み立てるしかない。

　ちなみに、鋳掛け溶接とは、溶かした金属を板と板の間に流し込んで接合する溶接方法だ。

　バレッタが図面をもう１枚、机に広げる。

　大きな２つの車輪の間に、長い筒が描かれている。

『カノン砲』と記されたそれは、先端から石や金属の弾を込める仕組みの大砲だ。

　バルベール軍の使ってきた大型投石器を数倍上回る射程と破壊力を有する、恐るべき兵器である。

「こ、こんなものまで……大砲とかが載ってる書籍は渡していなかったと思いますけど、どこで知ったんです？」

「ハンドキャノンはヨーロッパの歴史書に載っていました。イギリスの
薔
 ば

 
薇
 ら

 戦争で使われたものの写真が載っていたので、それに合わせて設計しました。カノン砲は、カズラさんのパソコンに入っていた百科事典からです。だいたいの検討を付けて設計しただけですけど」

「そ、そうですか……」

「ただ、ハンドキャノンは何とかなると思いますけど、カノン砲はあまり大型のものは作れないと思います。それでも、バルベールの投石器の倍近い射程は出せるはずですし、精度も段違いです。これなら、たとえ防壁は無理だとしても、城門なら数発で破壊できます。こちらの世界でなら、これで十分なはずです」

「……」

「……できれば、これは使いたくないですよね？」

　考え込む
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタがぽつりと言った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を向けると、バレッタは少しうつむいていて、彼の様子をうかがうような視線を向けてきていた。

「そうですね、この世界においては革新的とかいう次元の話じゃないんで……兵士たちに使わせる以上、もし火薬の材料がバレて他国が火薬を使うようになったらえらいことに……って」

　そこまで言って、
一
 かず

 
良
 ら

 は肝心なことを忘れていたことに気が付いた。

　火薬火薬と言っているが、そもそも火薬が手元にないのだ。

　日本で花火を大量に購入してきて、ほぐして火薬を取り出すといったことならばできるかもしれないが、そんなに大量の花火を購入していたら警察を呼ばれかねない。

　第一、今は春であり、花火のシーズンですらない。

　材料を調達するにしても、硫黄はともかく硝石が手に入らないだろう。

「えっと、火薬なんですが、ちょっと日本では大量には手に入りにくくてですね。自作するにしても材料が……」

「村に、黒色火薬が樽であります」

「ええ……」

　即座に答えたバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
若
 じやつ

 
干
 かん

 引いた声を漏らす。

「な、何ですでに火薬があるんですか。材料はどうし……ていうか、火薬の調合方法なんてよく知ってましたね」

「調合方法は歴史の参考書におおまかに載っていたので、調合と燃焼実験を繰り返して割合を出しました。材料は、以前カズラさんに持ってきてもらった硫黄粉末と、山で見つけた硝石を使いました」

「……え、硝石を山で？」

　困惑顔の
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが
頷
 うなず

 く。

「はい。鉄鉱脈がある場所の近くに廃坑があって、そこから採掘しました。蝙蝠の
糞
 ふん

 が何十年も堆積したものが結晶化して、硝石になっていたみたいです」

　半年以上前、バレッタはロズルーとともに山の廃坑をのぞいた際に、坑道に堆積している白い結晶、硝石を発見した。

　後日改めて訪れて調べてみたところ、
糞
 ふん

 の堆積量から、廃坑内にはかなりの硝石が埋蔵されていることが分かった。

　バレッタはそれを少しずつ採取し、
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 と一緒に村へと輸送していたのだ。

　採取の際には蝙蝠の
糞
 ふん

 が塵になって吸い込むと危険だったが、モルタルを調合する際に石灰を吸い込まないようにと
一
 かず

 
良
 ら

 が用意してくれた防塵マスクがとても役に立った。

　とはいっても、洞窟内はアンモニア臭でとんでもなく臭いうえに虫だらけで、さしものバレッタも奥までは入れなかった。

　ちなみにだが、硝石や火薬について、バレッタは村の誰にも話していない。

「そんな場所があったんですか……あ、もしかして、前に用意したシリコンチューブとかガラス瓶って」

「はい。硝石を精製するのに使いました。元々はハーブや山で採った薬草から精油を作るのに使っていたんですけど、それが流用できました」

「そうだったんですか……」

　図面を見ながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が
唸
 うな

 る。

　火薬を使った兵器さえあれば、防壁はもとより敵の軍団も
粉
 ふん

 
砕
 さい

 できるだろう。

　火薬の情報が流出して他国で模倣されたらとんでもないことになるが、今は国が滅ぼされるかどうかの瀬戸際だ。

「できれば火薬は使いたくはないですが、
砦
 とりで

 を攻略するのには必要ですね。やりましょう」

「……分かりました。ハンドキャノンもカノン砲も、両方作りますか？」

「今からでどれだけ作ることができるか分かりませんが、両方作りましょう。ただ、火薬の情報が流出したら大変なことになるので、運用するにあたって人を選ばないと」

「なら、村の皆に協力してもらいましょう」

「えっ!?
 」

　今まで考えもしなかった提案に、
一
 かず

 
良
 ら

 がぎょっとする。

「い、いや、さすがにそれは……」

「でも、絶対に信用できる人たちとなると……それに、ジルコニア様の救出にも、きっと皆の力が必要になります」

「……」

　バレッタの言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 が口を閉ざす。

　確かに、何よりも
一
 かず

 
良
 ら

 の指示を第一に動いてくれる者たちとなると、彼らをおいて他にはいないだろう。

　必要となる人数の点からいっても、他に選択肢はない。

「もちろん、強制なんてしません。私が一人一人、聞いて回ります。それでもし、誰か一人でも嫌だという人がいたら、その時は別の手を考えましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の思考を読んでいるかのごとく、バレッタが静かな声で言う。

「……いや、こんな状況だし、そうも言っていられません。どうしても、と俺が頼んでみます」

　正直、これだけはやりたくなかったが、今はどうしても彼らの力が必要だ。

　たとえ後々恨まれることになろうとも、やらなければならない。

「いえ、やっぱり、私が皆に聞いて回ります。皆の意見を聞いてから、どうするかは判断しませんか？」

「バレッタさん……」

「大丈夫ですよ。もし村の人たちが協力してくれなかったとしても、必ず私が何とかしてみせますから」

　にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むバレッタ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は困ったように、苦笑した。

「バレッタさん、そんなに気を使わないでください。俺が……いや、違うか」

「え？」

「バレッタさん、俺と一緒に、皆にお願いしに行ってください。自分一人が何とかする、というのは、もう無しです」

「……はい。そうですね」

　バレッタは図面に目を落とし、描かれているそれを手でなぞった。

　バレッタの予想では、自分たちの頼みを断る村人は誰一人としていないだろう。

「バレッタさん？」

　その雰囲気に違和感をおぼえ、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

「いえ、何でもありません」

　バレッタは顔を上げ、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「そうですか？　何か気になることがあるなら、ちゃんと話してくださいね？」

「はい。もちろんです」

「本当かなぁ」

「本当です。隠しごとなんてしません。カズラさんのこと、心から信じてますから」

　真っ直ぐ目を見て言われてしまい、
一
 かず

 
良
 ら

 が少し顔を赤くした。

「じゃ、じゃあ、今日はもう休みましょうか」

「はい」

　二人連れだって、部屋を出る。

　すると、扉の脇にうずくまる人影があった。

　膝を抱え、長い髪を垂らして顔を伏せている。

　寝間着姿のリーゼのようだ。

「……リーゼか？　何してるんだ、そんなところで」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、リーゼが顔を上げた。

　目が半分閉じており、頭がふらふらしている。

「……すんごく眠いの」

「いや、それなら自分の部屋に戻って寝ればいいんじゃないかな……」

「うん、そうする……」

　そうしてふらつきながらも、立ち上がる。

　だが、またすぐにしゃがみ込んでしまった。

「無理……眠くて動けない……」

「ええ……仕方のないやつだな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼに歩み寄ると、背中を向けてしゃがんだ。

「ほら、部屋までおぶっていってやるから」

「うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の首に手を回し、リーゼがおぶさる。

「バレッタさん、悪いんですけど付きあって……ん？　えっ、もしかして……」

「ね、寝てますね……」

　すやすやと寝息を立て始めたリーゼに、バレッタが苦笑する。

　やれやれ、といったふうに、２人はリーゼの部屋へと向かうのだった。

　

　翌日の朝食後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 、バレッタ、リーゼは、ナルソンの執務室へとやってきていた。

　３人が席に着くと、ナルソンは
一
 かず

 
良
 ら

 に深々と頭を下げた。

「カズラ殿、朝早くお呼び出しして、申し訳ございません」

「いえ、それはいいんですが……ナルソンさん、大丈夫ですか？」

　しっかりと休んでそれなりに生気を取り戻している３人に対し、ナルソンは
疲
 ひ

 
労
 ろう

 
困
 こん

 
憊
 ぱい

 といった様子でやつれた顔をしている。

　朝食の席にも顔を出さず、昨晩からずっと領の重鎮たちと会議をしていたからだ。

「大丈夫です。徹夜には慣れていますので」

「そ、そうですか。とりあえず、これ飲んでください」

「おお、ありがとうございます」

　ナルソンは
一
 かず

 
良
 ら

 からリポＤを受け取り、一気に飲み干した。

　
砦
 とりで

 を脱出した際にも何度か飲ませているので、その効能は承知済みだ。

　とはいえ、睡眠が必要なことには変わりないのだが。

「今後の方針ですが、我が領は戦時体制に移行いたします。他領と連携し、
砦
 とりで

 の奪還に向けて準備を進めます」

「
砦
 とりで

 を攻撃する、ということで決まったんですか？」

「いえ、他領と王家とも協議しなければならないので、まだ確定ではありません。ですが、現状は喉元に剣を突き付けられたも同然です。
砦
 とりで

 を奪い返さねば、我々に未来はありません」

「まず間違いなく攻撃することになる、ってことですかね？」

「そうなるでしょう。時間が経つにつれ、敵の守りはどんどん硬くなります。可能な限り、早期に攻撃しなければなりません。グレゴルン領とフライス領からだけでも援軍が間に合えばいいのですが」

「ええと……味方の援軍を待っている余裕はないかもしれないってことですか？」

「はい。あまり相手に時間を与えすぎると、
砦
 とりで

 の攻略は不可能になりますので」

　今のところ、敵側の戦力は２個軍団である。

　職業軍人で構成されたフル装備の軍隊が２個軍団、しかも
砦
 とりで

 を有しているという、普通ならば絶望的な状況だ。

　いくら新兵器があるといっても、敵が増えればそれだけ攻略が難しくなることには変わりはない。

　敵が戦力を増強する前、それも敵が想定しえないほど早期に攻撃する必要があるだろう。

「他領と王都には武官を送り出しました。彼らが戻り次第、
砦
 とりで

 への攻撃の日取りを決定します」

「同盟国に使者は出したんですか？」

「もちろん出しました。協定では、同盟国のいずれかが攻撃された場合は、他の同盟国もすべてバルベールと戦闘を再開することになっていますが……はたして、彼らが約束を守るかどうか」

「協定を守らない可能性が高い？」

「どちらとも言えません。ですが、万が一に備え、クレイラッツとの国境沿いにある街の守備を堅めなければなりません」

　以前、クレイラッツの軍司令官が軍隊の進駐をイステール領に申し入れてきたことがあったが、その意図はいまだ不明なままだ。

　ジルコニアは、クレイラッツはバルベールとすでに手を組んでいるのではないか、と言っていた。

　もしそうだとしたら、このタイミングで国境に軍隊を派遣してくる可能性が高い。

　そうなれば、クレイラッツと国境を接しているイステール領、そしてフライス領は、大規模な守備隊を派遣せざるを得なくなる。

　ジルコニアが予想したように、アルカディアは二正面で戦うことになるだろう。

「現時点で、クレイラッツに軍事的な動きはあるんですか？」

「いえ、まったくありません」

「そうですか……味方のままでいてくれるといいんですが。
砦
 とりで

 への攻撃に合わせた動きはないってことは、まだ希望は持てますかね？」

「それは分かりません。此度の奇襲攻撃自体が極秘の作戦でしょうし、前もってバルベールがクレイラッツに通知するようなことはしないでしょう」

「あー……それもそうですね……」

「お父様、お母様の救出をどうするのかは決まったのですか？」

　２人の話を聞いていたリーゼが、たまりかねたように口を挟んだ。

「いいや、まだ何も決まっておらん」

「そ、そんな！　まさか、お母様を残したまま攻撃を――」

「落ち着きなさい。順を追って説明するから」

「……申し訳ございません」

　ナルソンに
諫
 いさ

 められ、しゅんとした様子でリーゼが口を閉ざす。

　ナルソンは再び
一
 かず

 
良
 ら

 に視線を戻した。

「
砦
 とりで

 には、明日にでも使者を派遣するつもりです。解放された市民と兵士がイステリアに到着し次第、連絡を寄越せと彼らから要請があったので」

「そんな要請が……ジルコニアさんの要望ですかね？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「そうでしょうな。アイザックの話では、ジルは敵方の秘書官と一緒に倉庫に収監されているようです。市民や兵士に手出しをしたら、その秘書官の首をはねるという約束になっているようでして」

「そ、それはまたすごい約束を取り付けたんですね。相手がよくその条件を飲んだな……ていうか、それだとジルコニアさんは武装したまま、その秘書官を人質に取っているってことですか？」

「そうかもしれません。剣がなければ、何かあっても首をはねられませんので」

　話だけでは、どういう経緯でそのような状況に至ったのかが想像できない。

　捕虜が人質を取るというおかしな構図になっているようだが、相手はジルコニアに対してかなり譲歩をしたようだ。

　そのうえ、捕虜となった市民と兵士を解放させる状況に持っていくとは、相手はどれだけジルコニアを生かしたまま捕らえたかったのだろうか。

「おそらく、相手はよほどジルのことを人質に取りたかったのでしょう。捕虜になることをよしとせずに自決でもされては、もったいないどころの話ではないですからな」

「なるほど……で、派遣した使者にジルコニアさんの状態を確認させるってことですか」

「はい。できればその時に、何かしらこちらから指示を出したいのですが……さて、どうしたものか」

「そうですね……」

　ジルコニアを救出するにしても、彼女とこちらで情報の共有がある程度はできていなければ作戦の立てようがない。

　敵の目がある以上、直接話すことはもちろん論外だ。

　何かに隠して手紙を渡すといったことができればいいが、それができるかどうか。

　――スマートフォンやＩＣレコーダーのようなものに録音して、何とかしてジルコニアさんに……うん、どう考えても無茶だな。話にならん。

　手持ちの道具を使って何とかできないかと
一
 かず

 
良
 ら

 は考えたが、まずそれらをジルコニアの下へと届けること自体難しいだろう。

　仮にそれらをジルコニアに渡すことができたとしても、彼女はそれらを使うどころか見たことすらないのだ。

　初見の人でも使えるように、ボタンを押せば録音したものが再生されるといったものを用意するといった方法もある。

　だが、彼女の手に渡る前にバルベール側は当然それを調べるだろう。

　下手をすれば、敵の前で堂々と作戦内容を垂れ流すことにもなりかねない。

　彼女が収監されている倉庫には窓もないので、外部からこっそり何かを届けるといったことも難しい。

「……食べ物の差し入れをしてみてはどうでしょうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが考え込んでいると、それまで黙っていたバレッタが口を開いた。

「食べ物……ですか？」

　唐突な提案に、
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を傾げる。

「はい。夕食後のデザートによく食べていたもの、といった体で差し入れるんです。ドライフルーツとかになるでしょうか」

「……そんなものを差し入れすることと、お母様を救出することに何の繋がりがあるわけ？」

「リーゼ」

　とげのある言い方をするリーゼを、ナルソンがたしなめる。

「意図を説明してくれないか。なぜ食べ物なんだ？」

「目的は２つあります。１つは、食べ物を使ってジルコニア様を強化するということ。ジルコニア様を救出する際の助けになります」

「どういうこと？」

　話が分からない、といった様子のリーゼ。

　それとは対照的に、ナルソンは納得したように
頷
 うなず

 く。

「やはり、あの力は……カズラ殿、どれくらいの量を食べれば、グリセア村の住民のような力が手に入るのでしょうか？　それとも、食べ物の種類に関係が？」

「いえ、種類とか量じゃなくて、
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 を続けた期間が関わってくるんですよ。だいたい半月くらい継続して食べ続けると、身体能力が大幅に強化されます。これからは、ナルソンさんとリーゼにも毎日食べてもらいますね」

「カズラ、私にもちゃんと説明してよ」

　話においてけぼりにされ、リーゼが不満そうな声を上げる。

「ええとだな、俺があっちの世界から持ってきた食べ物あるだろ？　あれを毎日食べ続けると、めちゃくちゃ力持ちになるんだよ」

「……え、あれって食べ物のせいだったの？　薬とかじゃなくて？」

「ああ、実は……っていうか、薬で力が付くと思ってたのか」

「うん。たまにくれる元気になる薬とは別に、力が付く薬があるのかと思ってた」

　リーゼにも、何度かリポＤやら精油やらを与えたことはあったので、そう考えていたとしても仕方がないだろう。

　元々、栄養ドリンクや精油を特別な薬として扱うことで、食べ物で身体能力が強化されることについての隠れ蓑にするつもりだったのだ。

　今の今まで、その意図は上手くいっていたようである。

　ジルコニアには、早々にバレてしまっていたようだが。

「だからマリーって力持ちだったんだね。毎日食事を作る時に味見するもんね」

「そうだな。少ししか食べてなくても、継続して食べていれば効果は出るみたいだ。実際、どれだけ食べてたのかは知らないけど」

「でも、食べ物を差し入れてお母様に力を持たせたとして、それだけで
砦
 とりで

 から脱出なんてできるの？」

「……うーん」

　実際問題、強化された人間がどれほどの身体能力を有しているのか、
一
 かず

 
良
 ら

 としてもいまいち分かっていない。

　以前、グリセア村の人々は、たった４人で４００キロ近くある水車を軽々と持ち上げていた。

　バレッタも村から北西の山まで走って通っていたようなので、スタミナも相当付いているといっていいだろう。

　とはいえ、いくら強くなっていたとしても、不死身になっているわけではない。

　あくまでも身体能力が向上しているというだけで、剣や
槍
 やり

 で刺されれば死ぬ時は死ぬのだ。

「……バレッタさん、どう思います？」

「
砦
 とりで

 の警備体制がどうなっているのかは分かりませんが、隙をついて無理くり脱出、というのはさすがに自殺行為だと思います。何かしら、外部から私たちが手助けをしないと」

「ですよね。となると、外で騒ぎを起こして相手の注意を引き付けて、その間に救出って感じになりますかね？」

「いえ、外で騒ぎが起こればジルコニア様の周囲は
余
 よ

 
計
 けい

 に警戒される可能性が大きいです。騒ぎを起こさず、ジルコニア様と示し合わせて、できる限り静かに救出しないと」

「……なるほどな。それで夕食後のデザートか」

「はい」

　感心した様子で言うナルソンに、バレッタが
頷
 うなず

 く。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは意味が分からず、頭に疑問符を浮かべている。

　バレッタはそれに気づき、説明すべく口を開いた。

「えっと、夕食後のデザートってかたちで、個数を決めて差し入れをすることで、『何日後に助けに行きます』というメッセージにするんです。これなら強化と連絡の手段が一緒になるので、いい方法かなって。夕食後と伝えておけば、大まかにですけど、救出は夜ってことも伝わるかなって」

「な、なるほど。よくそんなこと思い付きますね……」

「でも、それってちゃんとお母様に伝わるかな」

　
頷
 うなず

 く
一
 かず

 
良
 ら

 とは違い、リーゼが不安そうにつぶやく。

「そこはやり方次第なんじゃないか？　渡す時に、『いつもデザートに食べてたやつ』とかジルコニアさんに言えれば、何かのメッセージだと思ってくれるだろうし。実際食べれば、身体の変化で気づいてくれるだろうしさ」

「うん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、リーゼは不安そうな表情を浮かべながらも
頷
 うなず

 いた。

「しかし、万が一差し入れを相手側の人間に食べられてしまったらまずいですな……」

「……そうですね。相手が素直にジルコニア様に渡してくれるとは限りませんし。ごめんなさい。やはり、この手はやめておきましょう」

　ナルソンの懸念に、バレッタも同意する。

　ナルソンはジルコニアに食べ物が届かないことに対する可能性について言っているが、バレッタのそれは少し違う。

　万が一相手に食べ物の効能を気づかれたら、回りまわって
一
 かず

 
良
 ら

 の身に危険が及ぶ可能性があることを不安視したのだ。

　ではどうしよう、と沈黙が流れる。

　しばらくして、腕組みして考え込んでいた
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を上げた。

「……ナルソンさん、芋虫って、バルベールの人も食べるんですかね？」

「芋虫ですか？　アルカディアでは虫料理は広く食べられていますが……他国のそういったものは聞いたことがありませんな」

「リーゼは何か聞いたことあるか？」

「んー、私も聞いたことないかな。それに、
美味
 おい

 しい虫ってアルカディアン虫の幼虫くらいしかないはずだよ。流木虫ならどの国でも採れると思うけど、あれってあんまり人気ないし……あ、私は虫系は全部ダメだけどね」

　アルカディアン虫は名前からも分かるように、アルカディアにしか生息しない昆虫だ。

　他の虫に比べてすこぶる味が良いため、アルカディアでは高級食材として扱われている。

　他国ではアルカディアン虫のように食用に適した昆虫はみられず、昆虫食というもの自体一般的ではない。

　ちなみに、流木虫は流木の中に住み着く昆虫だ。

　幼虫は食べることができるが、少々苦みがあるうえに
泥
 どろ

 臭いので、アルカディア人でも苦手だという人はかなり多い。

　クロコ虫は成人男性の手の親指ほどの大きさの昆虫で、成虫の素揚げがおつまみ感覚で広く食べられている。

　幼虫はアルカディアン虫とよく似た見た目をしているが味がほとんどしない、というより、食感が最悪ではっきり言って不味いので不人気である。

　バレッタが村で生活していた時は、それらが手に入った際は好き嫌いせずに何でも食べていた。

「てことは、虫を食べる文化があるのはアルカディアくらいってことでいいのか？」

「たぶんね。……え、もしかして、お母様に虫を送り付けるの？」

「うん。虫っていっても、芋虫の形をしたチョコレートだけども」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の提案に、バレッタが「なるほど」と
頷
 うなず

 いた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言っているのは、『芋虫チョコ』と呼ばれる芋虫そっくりな見た目のチョコレートである。

　色とりどりのチョコレートを用いて、本物の芋虫そっくりにつくったチョコレートだ。

　リアルなものは見た目がかなりグロテスクだが、素材はチョコレートなので味はもちろん甘く、まろやかである。

「チョコレート？」

「めちゃくちゃ甘いお菓子だよ。最高に
美味
 おい

 しいぞ」

「え、何それ、食べてみたい！」

　お菓子と聞いて、リーゼが
瞳
 ひとみ

 を輝かせる。

「よし、持ってくるか。ちょっと待っててくれ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は席を立ち、自室へと向かった。

　

　数分後、４人の前には、皿に盛られた色とりどりのチョコレートが置かれていた。

　ミルク、ブラック、抹茶、ストロベリー、ホワイトといった板チョコに加え、ナッツ入りのものやウェハース入りのものなどが数点だ。

　賞味期限の長い
嗜
 し

 
好
 こう

 
品
 ひん

 ということで、大量に買ってダンボールに放り込んであったものだ。

　リーゼはその中から、ホワイトチョコを１かけらつまみ上げた。

「白いお菓子って珍しいね。食べてもいい？」

「おう。ナルソンさんとバレッタさんもどうぞ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に勧められ、他の２人もチョコを摘まむ。

　ナルソンがイチゴチョコ、バレッタがミルクチョコだ。

　３人同時に、チョコを口に運ぶ。

「いただきまーす……っ！　何これ、すごく
美味
 おい

 しい!!
 」

　チョコを
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 し、リーゼがその濃厚な甘さに驚嘆の声を上げた。

「こ、これはかなり
美味
 うま

 いですな……こんな食べ物があったとは……」

「すごく優しい甘さですね。
美味
 おい

 しいです……」

　ナルソンとバレッタも、初体験の味に目を見開いている。

　２人とも、味に感激して恍惚とすらしている様子だ。

「あれ？　バレッタさんもチョコは食べるの初めてでしたっけ？」

「はい、初めてです。写真では見たことありましたけど、こんなにも
美味
 おい

 しいものだったんですね」

「ねね、他のも食べてみていい？」

　リーゼが物欲しそうな顔で口に指を当てながら、
一
 かず

 
良
 ら

 を上目遣いに見る。

「好きなだけいいぞ。部屋に箱で置いてあるから、いくらでも食え」

「やった！」

　リーゼが喜び勇んで、抹茶チョコを口に入れる。

　バレッタも別のチョコをつまみ、目の前にかざした。

「これを使って芋虫を作るんですよね。本物の芋虫にできるだけ近づけないと」

　バレッタの言葉に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「うむ。芋虫の中に何か入っていないかと調べられる可能性もあるからな。本物の芋虫と遜色ないように作ったほうがいいだろう」

「チョコレートだけだと質感の再現が難しいかもしれないです。外側をゼラチンで覆って、肌触りも同じようにしないと。中には練乳か煮詰めたシロップを……上手くできるかな」

「お菓子作りはエイラが得意だから、手伝ってもらおうよ。マリーにも声かけてさ」

　ぱくぱくとチョコを頬張りながら、リーゼが言う。

　ナルソンもそれに同意するように
頷
 うなず

 いた。

「アルカディアン虫は
美味
 うま

 いと有名なので、興味本位で口にする
輩
 やから

 がいるかもしれません。作るなら流木虫にしたほうがいいでしょう。それと、本物の流木虫も一緒に送りましょう。チョコレートで作ったものだけだと、この甘い匂いでばれるかもしれませんので。流木虫は臭みがあるので、
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 せるかと」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が「なるほど」と
頷
 うなず

 く。

「確かにそうしたほうがいいですね。それと、最低でも半月以上は毎日食べることになりますから、芋虫は保存が利く状態に加工しないとですよ。作るやつもそれとそっくりに作らないと」

「保存用だと
燻
 くん

 
製
 せい

 にしないとですね……でも、あれって干したり熱したりするとかなり臭みが強くなるんですよね」

「それなら、なおのこと好都合だろう。そんなに臭いものを食べようなどとは、誰も思わんさ」

　食べさせられる本人のいないところで、どんどん話は進んでいく。

　そんなに臭いものを食べることになるジルコニアに
一
 かず

 
良
 ら

 は内心憐れみを覚えながらも、ふとあることに気が付いた。

「あの、ジルコニアさんって、芋虫って好きなんですか？」

「いえ、好きではないはずです。食卓にアルカディアン虫が出た時も、一度も手を付けたことがありません。『見た目が無理』とのことで」

　やはりというか、たとえアルカディア人でも、芋虫を食べることに抵抗がある者は少なからずいるようだ。

　こちらの世界に来た初日に、初めてアルカディアン虫を口にした衝撃を
一
 かず

 
良
 ら

 はしみじみと思い返した。

「あー……その、大丈夫ですかね？　ただでさえ嫌いなものなのに、臭みが伴うようなものを食べさせるとなると……」

「好きとか嫌いとか言っている場合ではありませんので。なに、あいつのことです。こちらの意図さえ理解すれば、何食わぬ顔で平然と食べるかと」

「そ、そうですか」

　ものすごく嫌な予感を感じながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くのだった。

　

　その日の昼食後。

　ナルソン邸の調理場に、エイラとマリーの姿があった。

　目の前の調理台には、皿に載せられた色とりどりのチョコレートが山盛りになっている。

　その隣には、見本として用意された小皿一杯の流木虫の
燻
 くん

 
製
 せい

 も置かれていた。

　燻製は焦げ茶色でしわしわした見た目をしており、かなりインパクトがある。

「どうしよっか……」

「どうしましょう……」

　昼食後、２人は
一
 かず

 
良
 ら

 からダンボール箱一杯のチョコレートを渡されて、『これを加工して流木虫の燻製とそっくりなものを作ってください』と頼まれてしまったのだ。

　チョコレートの扱いについては、エイラは深夜のお茶会の際にお菓子のレシピ本を
一
 かず

 
良
 ら

 と読んでいたので知っていた。

　何度か食べたこともあり、味や食感についても承知済みだ。

　現在
一
 かず

 
良
 ら

 たちは屋敷におらず、新兵器製造のために軍事区画で職人たちと打ち合わせをしている。

　こちらに戻ってくるのは、夕食前になるだろう。

「マリーちゃん、芋虫料理って作ったことある？」

「はい。ルーソン邸で働いていた頃は、よく作っていました。アロンド様の好物だったので」

「そうなんだ。流木虫も扱ったことあるの？」

「はい。燻製も作ったことがありますよ。あと、生きたまま生でお出しすることもありました」

「い、生きたままって……うぇ」

　食べる様子を想像してしまったのか、エイラが口元を押さえて嫌そうな声を漏らす。

　エイラは虫が大の苦手であり、正直言って調理されたものですら触りたくないほどなのだ。

　マリーは幼い頃から仕事で扱っているので、生きているものでも抵抗はない。

　鳥やネズミのような小動物の解体方法から魚の捌き方まで、何でもござれだ。

「私、虫って苦手なんだよね……ぞわぞわってしちゃって」

「そ、そうなんですか……あの、それなら私が一人でやりますから」

「……ううん。大丈夫、頑張るよ。せっかくカズラ様が任せてくれたんだし」

　むん、とエイラが両手で握りこぶしを作って気合いを入れた。

　２人とも作業の目的は聞かされており、ことの重要性についても理解している。

　苦手だとか文句を言っている場合ではないのだ。

「そうですか？　では、まずは見本を切ってみましょうか」

　マリーが流木虫の燻製を１つ取り、まな板に載せて包丁を添える。

　とんっという音とともに半分になった流木虫の断面は、灰色がかった炭のような見た目だ。

　それまでほのかに
漂
 ただよ

 っていた
泥
 どろ

 のような臭いが、少し強くなった。

「……これ、見た目だけじゃなくて触り心地も同じにしないといけないんだよね？」

「『できるだけ似た感じに』とカズラ様はおっしゃっていたので、まったく同じではなくてもいいんじゃないですか？」

「んー、そっか。それなら何とかなるかな……臭いについては何も言われてないけど、どうしよっか」

「そうですね……でも、バルベールの人たちにチョコレートだとばれないようにしてジルコニア様に渡すことが目的ですから、わざわざチョコレートにまでこの臭いを付けなくてもいいんじゃないでしょうか」

「あ、それもそっか。これだけ臭うなら、チョコレートの香りも上書きされちゃうよね」

　エイラがチョコレートを１つつまみ、くんくんと香りを嗅ぐ。

　近くに持ってくれば甘い香りはするが、この程度ならばれないだろう。

「じゃあ、問題は外見と中身だね」

「はい。中身ですが、焦がしたクッキーを砕いて溶かしたチョコレートと混ぜてみてはどうでしょうか」

「うん、私もそれ思った。表面は少し焦げ茶色にしないといけないから、黒いチョコレートに少しだけ白いチョコを混ぜたのを塗ってみよっか」

「問題は頭の部分ですね……質感をどう表現すればいいんでしょうか」

「マメを炒ったものに茶色のチョコレートを薄く塗ってみたらどうかな？」

「あ、それならいいかもしれないですね！　あと、芋虫の形にするのに型も用意しないと」

　わいわいと言葉を交わしながら、芋虫チョコ作りに精を出す。

　熱湯を注いだ木のボウルの上に銅のボウルを浮かべ、チョコレートを入れてゆっくりと溶かす。

「明後日の朝までに１５０個以上……間に合うでしょうか」

　溶けていくチョコレートを見つめながら、マリーがつぶやく。

　ジルコニアには１日に10
 粒以上は食べさせたいとのことで、可能な限りたくさん作るようにと言われていた。

　同時に本物の流木虫も食べることになるので、かなりの量の芋虫型食品を毎日食べることになるはずだ。

「そうだね……でも、私たちで何とかしないと」

　バレッタと
一
 かず

 
良
 ら

 は、職人たちへの指示が終わり次第グリセア村へと出発する予定である。

　目的はもちろん、村にある兵器の回収と村人たちへの協力依頼、そして日本での道具と物資の調達だ。

　エイラとマリーはチョコ作り優先ということで、同行しないことになっている。

「カズラ様にお願いしないといけないことがあったら、今日中にしないとですね。７日くらいは戻ってこないかもっておっしゃってましたし」

「……」

「エイラさん？」

　返事をしないエイラに、マリーは顔を向けた。

　エイラは何やら考え込んでいるようで、じっとボウルのチョコレートを見つめている。

「そうだね。今日中に……言わないと」

「は、はい」

　思いつめたように答えるエイラを、マリーは
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに見つめる。

「エイラさん、あの、どうし……」

「ごめん。私、ちょっとカズラ様のとこ行ってくる」

　マリーの言葉を遮ってエイラはそう言うと、ぱたぱたと調理場を出て行ってしまった。

　

　数日後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタとともに、グリセア村へと戻ってきていた。

　村にある兵器をすべて持ち出すということになっているため、大量の荷馬車も一緒である。

　村人たちは全員集まっているようで、村の入口から遠巻きにこちらを見つめている。

「カズラ様、ようこそおいでくださいました」

　出迎えた鎧姿のシルベストリアが、馬車を降りた２人に頭を下げる。

　心なしか、表情が硬い。

「ご苦労様です。村に変わりはありませんか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、シルベストリアが
頷
 うなず

 く。

「あれから特に変わりありません。……カズラ様、バルベールが休戦協定を破棄して侵攻してきたと聞いているのですが」

「……ええ。国境沿いの
砦
 とりで

 が奇襲攻撃を受け、陥落してしまいました」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、シルベストリアは自らの胸に右手を当てた。

「徴兵と
予
 よ

 
備
 び

 
役
 えき

 の緊急招集も始まっていると聞いています。私も騎兵隊に復帰させてください」

「騎兵隊に……ですか」

「はい。スラン家の者として、こんなところで一人のうのうとしているわけにはいかないのです。騎士としての務めを果たさせてください」

　その言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し顔をしかめた。

「……その言い草は感心しませんね。この村の警備も重要な任務ですよ」

「あっ！　も、申し訳ございません！　そんなつもりでは！」

「貴女にとっては不本意でしょうが、この村はアルカディアにとって――」

「シルベストリア様、もうしばらくの間、ここで警備を続けてくださいませんか？」

　珍しくきつい口調で
一
 かず

 
良
 ら

 が話しだしたところで、バレッタが横から口を挟んだ。

「ナルソン様には、誰か代わりの人を用意していただけるように私からお願いしてみます。すぐには無理かもしれないですけど、なるべく早く騎兵隊に復帰できるようにお願いしておきますから」

「……」

　黙ってうつむくシルベストリア。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 も自分が苛立っていたことに気づき、深呼吸した。

　状況が状況なだけに、心に余裕がなくなっていたようだ。

　この先起こるであろういろいろなことが気になって、最近はあまりよく眠れていないことも大きいのだろう。

「……バレッタさん、俺は先に向こうに行ってきます。後のこと、お願いしますね」

「分かりました。いつ頃戻れそうですか？」

「んー、ちょっとあちこち回るつもりなんで……今夜は戻ってこれないかな」

「そうですか……村の皆に相談しに行くのは、戻ってきてからにしますか？」

「あ、そうか。やっぱりそっちを先に……」

「グレイシオール様！」

　２人が話していると、シルベストリアが片膝を付いて
一
 かず

 
良
 ら

 に頭を垂れた。

「差し出がましいことを言っているとは、重々承知しております！　ですが、私は――」

「ちょ、ちょっと、シルベストリアさん！」

　大声でグレイシオールと呼ばれてしまい、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌ててシルベストリアの言葉を遮った。

　少し離れた場所で３人の様子を見守っていた付き人たちは、ぎょっとした顔になっている。

「とりあえず、村に入って話しましょう。ほら、立ってください！」

　立ち上がらせたシルベストリアを連れて、速足で村のなかへと向かう。

　不安そうな眼差しを向けてくる村人たちの間を抜けて、３人は村の門をくぐった。

　村人たちからだいぶ離れたところまで歩き、
一
 かず

 
良
 ら

 は立ち止まってため息をついた。

「シルベストリアさん、もしかして、全部知ってるんですか？」

「は、はい……」

　
頷
 うなず

 くシルベストリアを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに目を向けた。

　全部、とは言ったが、何をどこまで話したのかと目で問いかける。

「あ、いえ、私は何も……」

「も、申し訳ございません。私が無理やり、アイザックから聞き出してしまって……」

　気まずそうに、シルベストリアは地面に目を向けて言う。

「それって、いつのことです？」

「村の守備隊への配属が決まった日に……」

「……そうですか」

　心底疲れた声を、
一
 かず

 
良
 ら

 が漏らす。

　まさかアイザックがそんなことをしでかしているとは、夢にも思っていなかった。

「あ、あの、カズラさん。アイザックさんは、きっとシルベストリア様だから話したのであって、誰にでもっていうわけじゃ……」

　それを見て、バレッタが慌ててフォローを入れた。

　バレッタにとって、アイザックもシルベストリアも信頼できる人物なのだ。

　勝手に
一
 かず

 
良
 ら

 のことをシルベストリアに漏らしていたのは問題だが、彼女がそれを方々に言いふらすような人間ではないことも知っている。

　アイザックも、彼女だからこそ打ち明けたのだろう。

　それを
一
 かず

 
良
 ら

 に報告していなかったのは、問題ではあるのだが。

「うん、分かってますよ。大丈夫です」

「は、はい……」

　バレッタはなおも、心配そうな目を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれには構わず、シルベストリアに向き直った。

「シルベストリアさん、騎兵隊に戻るということは、バルベールとの戦いに加わるってことなんですよ？」

「もちろん承知しております。そのために、私は騎兵隊に戻りたいのです」

「本当にいいんですか？　少なくとも、ここにいれば――」

「グレイシオール様、私はスラン家の人間なのです」

　シルベストリアは先ほどのように胸に手を当て、切に訴えるような表情を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「私はイステール家のため、そして領民のための剣なのです。私の命は、そのためにあります」

　シルベストリアが腰を90
 度に折り、頭を下げた。

「どうか、どうか私を騎兵隊に！」

　叫ぶように
懇
 こん

 
願
 がん

 し、そのままぴくりとも動かない。

　その様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 は小さくため息をついた。

「……分かりました」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が絞り出すような声を出す。

　すると、シルベストリアはばっと顔を上げた。

　その表情は歓喜に満ちている。

「あ、ありがとうございます！　では、すぐにでも！」

「いえ、先ほどバレッタさんも言いましたが、すぐにというわけにはいきません。数カ月以内に代わりを寄越しますから、それまではここをお願いします」

「す、数カ月ですか……？」

　歓喜から一転、シルベストリアが泣きそうな顔になる。

　そんな彼女に、
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑した。

「そんな顔しないでください。少し時間はかかりますけど、ちゃんと約束は守りますから」

「はい……」

　シルベストリアは数秒うなだれていたが、すぐに表情を取りなすと
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

　かかとをそろえ、胸に拳を当てて敬礼する。

「では、それまでの間、村の警備に専念いたします！」

「お願いします。とりあえず、村の外の人たちに上手く言い訳してきてくれませんか？　みんなびっくりしていたので」

「かしこまりました！　
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 してまいります！」

　張りのある声で元気に返事をし、彼女は村の外へと駆け戻っていった。

「カズラさん……」

　それを見送る
一
 かず

 
良
 ら

 の腕に、バレッタがそっと触れた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は去っていくシルベストリアの背を見つめたままだ。

「……これでもし彼女が死んでしまったら、俺のせいですね」

「そ、そんな……そんなことは……」

　バレッタはそう言うが、言葉に力がない。

　先ほどはバレッタもシルベストリアの申し出を後押しするような発言をしたが、そこまでは考えていなかったからだ。

　結局
一
 かず

 
良
 ら

 に選択させてしまったと、自分の浅はかさを後悔した。

「イステリアを出る前、エイラさんが俺を呼びに来たじゃないですか」

「え？　あ、はい。ありましたね」

　数日前、イステリアの軍事区画で職人たちと兵器生産の打ち合わせをしていた時のことだ。

　息を切らせたエイラが、
一
 かず

 
良
 ら

 に話があると言って、
一
 かず

 
良
 ら

 一人を連れ出したのだ。

　ものの数分で
一
 かず

 
良
 ら

 は戻ってきたのだが、エイラと何を話してきたのか
一
 かず

 
良
 ら

 は何も言わなかった。

　バレッタとしてはかなり気になったのだが、聞くような真似はせずにそれっきりにしていた。

　隠しごとはしないと約束はしたが、互いにすべてを報告し合うといったことを押し付ける気はなかったからだ。

「あの時、エイラさんにお願いされたんです」

「お願い、ですか？　何のです？」

「エイラさん、弟さんが２人、王都の学校に通っているらしいんです。それで、街で徴兵が始まったから、みんなイステリアに戻ってくるはずだって」

　話が見えてこず、バレッタが小首を傾げる。

　エイラには弟妹が４人おり、弟２人はエイラの仕送りで、王都で賃貸住宅暮らしをしながら学校に通っている。

　妹も２人いて、次女は美容師、末妹は調理師だとバレッタも以前聞いたことがあった。

「その弟さんたちや、エイラさんの家族や親戚の人たちを、軍団に編入しないように手を回して欲しいってお願いされて。イステリアの守備隊とか、比較的安全な任務に就けるようにして欲しいって」

　バレッタは言葉を失った。

　この状況で、よくもそんなことを
一
 かず

 
良
 ら

 に頼めたものだといった怒りで、一瞬目の奥が熱くなるような感覚さえ覚えた。

　だがそれも数秒のことで、もし自分が彼女と同じ立場だったら、と考えてすぐに冷静になる。

　きっと、自分も同じことをしていたに違いないのだ。

　誰でも、大切な人を失うのは恐ろしい。

　それを避ける手段があるのなら、使うのは当たり前だろう。

　彼女を非難することなど、誰ができようか。

「変な話ですよね。立場が違うだけで、人の生き死にすら左右できるなんて。これじゃあ、まるで命の選別だ」

　どこか他人事のように、
一
 かず

 
良
 ら

 は話す。

　そんな彼の手を、バレッタはぎゅっと握った。

「私が、一緒です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタへと目を向ける。

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げ、
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「辛い時も悲しい時も、私が一緒です。何があっても、私はカズラさんの味方ですから」

「……うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 き、再び村の入口へと目を向けた。

　

　シルベストリアを見送った数分後。

　大勢の村人たちを前に、
一
 かず

 
良
 ら

 は困惑した表情を浮かべていた。

「申し出はありがたいのですが……本当にいいんですか？」

　遠慮がちに言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、その場にいる全員が
頷
 うなず

 く。

　皆を代表して、中心にいたロズルーが口を開いた。

「どうか、私たちもカズラ様のお
傍
 そば

 でお手伝いをさせてください。きっとお役に立ってみせます」

　決意に満ちた表情のロズルー。

　
傍
 かたわ

 らにいるバリンに目を向けると、まるで『大丈夫だ』とでも言うかのように彼は
頷
 うなず

 いた。

　どうやら、すでに村人たちの間で話はついているようだ。

　バルベールが休戦協定を破り、
砦
 とりで

 が奪われてしまったことも知っているらしい。

「……ありがとうございます。実は、私からも皆さんに協力をお願いしようと思っていたところなんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、皆から「おお」と声が上がった。

　その声色と表情には、嬉しそうなものが見て取れる。

「では、すぐに支度します！　妻と娘も一緒に連れて行ってよろしいでしょうか？」

「あ、はい。大丈夫です。住む場所は用意するので、家族みんなで……あの、まさか村を空っぽにはしないですよね？」

「それは大丈夫です。小さな子供のいる家と、年寄は村に残ってもらうことになっているので」

「そこまで話がまとまってるんですか……って、小さな子供って」

　そう言って、
一
 かず

 
良
 ら

 は視線をロズルーの斜め右下に向けた。

　彼の一人娘のミュラが、張りきった表情でこちらを見上げている。

　ミュラは
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うと、にぱっと嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　確か彼女は７歳かそこらのはずなのだが、彼女くらいまでは連れて行くようだ。

「はいはい！　カズラ様、私たちも行きます！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がミュラと見つめ合っていると、村娘の一人が手を上げて宣言した。

「バレッタ」

　その隣にいたニィナが、おずおずとバレッタに声をかけてきた。

「えっと……あ、あのね。その……」

「……ああ、もう！　私が言う！」

　口ごもるニィナに痺れを切らし、別の娘が彼女を押しのけた。

「バレッタ、村で作ってるもののこと、ちゃんとカズラ様に話そうよ！」

「隠してていいことじゃないよ！　こんな状況だし、全部話さないと！」

　村娘たちが、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣にいるバレッタに勢い込んで言う。

　皆、緊張しているようで、表情が
強
 こわ

 
張
 ば

 っていた。

　彼女たちの言わんとすることを察し、バレッタが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「武器とかのことなら、もう全部話してあるよ。大丈夫だから」

「えっ、そうなの!?
 」

　それを聞き、皆がぎょっとした表情を浮かべた。

　完全に予想外だったようだ。

「き、緊張して損した……」

「今朝まで、みんなで言うか言わないかでずっと話し合ってたんだよ。完全に意見が分かれちゃって、怒鳴り合いの喧嘩になっちゃったし」

「私なんて、ニィナに胸倉掴まれたよ。『バレッタの気持ちをないがしろにするな』って。最後には折れてくれたけどさ」

「だ、だからごめんって。私も興奮しちゃってさ……」

　拍子抜けした様子で、村娘たちが口々に言う。

　バルベールが攻めてきたという情報が伝わってから、彼女たちはそれこそ取っ組み合いの喧嘩になりそうな勢いで、村で作っている兵器の扱いについて話し合っていたのだ。

　意見はバレッタの言うとおりにしようという者と、たとえ彼女を裏切ることになろうとも
一
 かず

 
良
 ら

 にすべて話すべきだという者とで真っ二つに分かれた。

　結果、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが一緒にいるところでバレッタに口を挟む隙を与えずにすべてを暴露し、バレッタも巻き込んで皆で
一
 かず

 
良
 ら

 に謝り倒そうということに何とかまとまったのだ。

「そ、そうだったんだ。ごめんね……」

　申し訳なさそうに肩をすぼめ、バレッタが謝る。

「あ、武器を作ってくれてたのって、ニィナさんたちだったんですか」

「はい……カズラ様、ずっと隠してて、本当にごめんなさい。ほら、皆も」

　ニィナが皆をうながす。

　彼女たちははっとした様子で、慌てて一斉に頭を下げた。

「「「ごめんなさい！」」」

「はい。分かりました。許しますから、安心してください。皆さんがどんな気持ちで兵器を製造していたかってことや、悪気がなかったってことも、ちゃんと分かってますから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がすぐに答えると、彼女たちは腰を折ったままの姿勢でお互い顔を見合わせ、ほっとした様子で息をついた。

　今まで
一
 かず

 
良
 ら

 と付きあってきて、彼なら許してくれるだろうと皆が内心思っていたのだが、やはり不安なものは不安だったのだ。

「バレッタさん、本当にいい友達を持ちましたね」

「……はぃ」

　バレッタは泣きそうな表情で、足元に目を落とす。

　すると、娘の一人が、ばっと顔を上げてバレッタの手を取った。

「あ、そうだ！　これからは、私たちもカズラ様を守るから！　バレッタ１人が頑張らなくても大丈夫だよ！」

「そうそう。少しだけど、私たちも
槍
 やり

 の練習したんだよ」

「私は剣の練習もしたよ！」

「お、おい、それは俺たちがやるって言っただろ！」

　騒ぎだした娘たちに、話を聞いていた若い男が慌てて口を挟む。

「お前らは道具作りに専念しろよ。カズラ様の護衛は俺たちがやるって、昨日言ったじゃないか」

「練習見てたけどさ、あんなへっぴり腰で戦えるわけないだろ」

　呆れ顔で言う男たちに、娘たちがギロリと鋭い視線を向ける。

「そんなの、これからも毎日練習するに決まってるでしょ。私たちもバレッタを手伝ってあげたいってのが分からないわけ？」

「道具作りだって、別にあんたたちがやったっていいじゃん。教えてあげるから、ちゃんと覚えてよ。いっつも言い訳して手伝わないんだから」

「ていうか、あんたたちと一緒じゃバレッタだって気が休まらないでしょ。どう考えたって、私たちのほうが適任だと思うよ？」

　すさまじい勢いで言葉を浴びせられ、男たちがたじろぐ。

　その様子に、バレッタが慌てて割って入った。

「そ、それについては今からちゃんと話すから！　ですよね、カズラさん？」

「え、ええ。皆さんには、イステリアでの兵器の製造と……もう一つ、協力していただきたいことがあるんです」

　深刻な顔になった
一
 かず

 
良
 ら

 に、皆は顔を見合わせた。

　

「――というわけなんです。攻撃まであまり時間がないうえに、それより早くジルコニアさんを救出しないといけなくて」

「そんな、ジルコニア様が……」

「何てことだ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が一通りの説明を終え、言葉を区切る。

　村人は皆、一様に悲痛な表情になった。

「カズラ様、リーゼ様は？」

「リーゼ様も捕まっちゃったの？」

　何人かの子供たちが、この場にいないリーゼの身を案じて声を上げた。

　リーゼは数回しか村には訪れていないが、子供たちにかなり
慕
 した

 われているようだ。

「ん、リーゼは大丈夫だよ。今はイステリアでお仕事してるんだ」

「そうなんだ！」

「よかったー」

　心底ほっとしたような表情を見せる子供たち。

　その様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 も表情が少し緩む。

　そして改めて、ざわざわと話し合う大人たちへと目を向けた。

「それで、ジルコニアさんを助けるために、皆さんの力をお借りしたいんです。まだ手段は決まっていませんが、何とかして
砦
 とりで

 に侵入するなりして助け出さないといけなくて」

「と、
砦
 とりで

 に侵入ですか……」

「しかし、どうやって……」

「壁をよじ登りますか」

　ざわつく村人のなか、黙って考え込んでいたロズルーがぽつりとつぶやく。

「
砦
 とりで

 の防壁は、イステリアのものと同じですよね？」

「ま、まあ、だいたいは同じですかね。
梯子
 はしご

 でも使うんですか？」

「いえ、そんなものを使っては目立ちすぎるし時間がかかります。この両手足があれば十分です」

　そう言って、ロズルーが両手で壁をよじ登るような仕草をしてみせる。

「いや、それができるのはお前だけだろ」

「それより、壁から侵入って時点で見張りに気づかれるだろうが」

　呆れ顔で言う皆に、ロズルーが不満げな顔を向ける。

　ロズルーは狩人であり、秋になると野生のカフク（イノシシみたいな動物）を狙って森に入る。

　危険な大型肉食動物であるウリボウですら獲物として仕留めてくるほどの腕を持っており、その身体能力と狩猟技術は村人の中でも群を抜いていた。

　以前は他にも狩人がいたのだが、先の戦争で皆戦死してしまったため、ベテランの狩人は彼だけである。

「いやいや、そこはやり方次第だよ。見張りに気づかれる前に助け出せばいいじゃないか」

「あのな、そもそも、ジルコニア様が
砦
 とりで

 のどこに囚われているのかも分からないんだぞ」

「あ、ジルコニアさんの居場所なら分かってますよ」

　その言葉に、皆が一斉に
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「西の防壁近くにある、倉庫内に囚われているみたいです。隣にある納骨堂と地下室が繋がっているみたいで、そこから何とか救出できないかって話も出てて」

「納骨堂ですか。倉庫よりは警備が薄そうですが、地下で倉庫と繋がっていることを相手は知らないのですか？」

　ロズルーの問いに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「はい。床板を打ち付けて封鎖してしまったらしいんで、知らない可能性がかなり大きいです。現時点で、そんなところを詳しく調べるような真似はしないでしょうし」

「となると、中に侵入して警備を掻い潜れば、もしかしたら……」

　強気な発言をするロズルーに、他の男たちが不安そうな顔になる。

「い、いやいや、敵の真っただ中に侵入ってのはさすがにきつくないか？」

「防壁上の見張りをまずは何とかしないといけないし、騒がれずに仕留めるってなるとなぁ……」

「見張りは遠距離から弓で一撃で仕留めればいいだろ。それから壁をよじ登って、砦内に侵入すればいい」

「遠距離って、矢が届くところまで近寄った時点でバレるだろ」

「……ロズルーさん、矢が絶対命中するって自信を持って言える距離って、どれくらいですか？」

　皆が話すのを聞いていた
一
 かず

 
良
 ら

 が、ふと思い立ってロズルーに問いかけた。

「そうですね……だいたい、ここからあそこの家までの距離ならいけますね。アルマル（真っ黒なウサギのような獣）の目玉でも射貫く自信がありますよ」

　そう言って、ロズルーは少し離れた場所にある家を指差した。

　距離はだいたい70
 メートルほどのようだ。

「あ、あんなところまでいけるんですか……でも、防壁上の見張りっていうと結構高い場所にいるし、同じ距離ってわけにはいかないですよね」

「カズラ様、クロスボウを使えばいいんじゃないですか？」

　横で話を聞いていた娘の一人が、先ほどのように手を上げて発言する。

「あ、それは無理だよ。クロスボウのボルトは矢羽がすごく小さいから、長距離になるとそこまで軌道が正確じゃなくなるの。それに、離れすぎると威力が全然なくなっちゃうし」

　バレッタが補足するように説明する。

「スコーピオンを持っていけばいいんじゃない？　あれならすんごく離れてても届くしさ。威力もあるから一撃で仕留められると思うよ」

「そ、それだと命中したとしても、標的が後ろに吹き飛んで行っちゃうと思うから……」

「あー、そっか。威力がありすぎるっていうのも問題なんだね。目立っちゃダメなんだもんね」

「じゃあさ――」

　わいわいと、娘たちがバレッタにあれこれと提案する。
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　そんななか、腕組みして考えていたロズルーが
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

「カズラ様、もっと強力な弓を１つ用意していただけないでしょうか」

「強力な弓ですか。どれくらいのです？」

「軍で使っていた弓で構いません。あれならば、私の短弓よりも威力がありますので。ギリギリまで近づいて、見張りの頭を射貫いてみせます」

　真顔で物騒な提案をするロズルー。

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が生唾を飲んでいると、娘たちと話していたバレッタがこちらに顔を向けた。

「あ、それなら私が合成弓を作りますね。大きさは短弓と同じくらいで、威力も出せますよ」

「おお、そうですか。バレッタさんの作るものなら安心です」

　どうやら、ロズルーは防壁を乗り越えて
砦
 とりで

 に侵入する気満々のようだ。

　だが、防壁の周囲には所々に低木があるくらいで、他に身を隠すような場所はなかったはずである。

　たとえ夜中でも、発見される可能性はかなり高いのではないか。

　彼の後ろでは、妻のターナが黙って彼を見つめていた。

「……えっと、実際どうするかはナルソンさんと相談してからになります。他にも方法はあるはずなので、もっと考えてみましょう」

　そう言うと、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに目を向けた。

「バレッタさん、俺は今からあっちに戻って、いろいろと調達してきます。手筈通り、工作機械の輸送の準備を進めておいてください」

「分かりました。いつ頃戻ってこれますか？」

「んー、明日にはいったん戻ってくるつもりです。たぶん夜になっちゃうかと」

「じゃあ、お夕飯用意して待ってますね」

「すみません、お願いします。……あ、そうだ、できれば――」

「厚焼き玉子ですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言い切る前に、バレッタがにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで答えた。

「とびきり
美味
 おい

 しいのを作って待ってますから」

「あ、はい。お願いします。ていうか、よく分かりましたね」

「えへへ」

　少し驚いている顔の
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタは嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「向こうでも、あまり無理しすぎないでくださいね。ちゃんとご飯食べて、夜はきちんと休んでください」

「分かってますって。それじゃ、行ってきます」

「はい、行ってらっしゃい。お気をつけて」

　そうして
一
 かず

 
良
 ら

 は皆に手を振り、雑木林へと歩いて行った。

　集まっていた村人たちも、引っ越し準備をするためにわらわらとその場を離れていく。

　小さくなっていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背をバレッタが見送っていると、バレッタの隣にすすっと娘たちが近寄った。

「ん、どうしたの？」

　小首を傾げるバレッタに、皆が含んだような笑みを向ける。

「夫婦の会話を見た」

「結婚式はいつ？」

「えっ!?
 　い、いきなり何!?
 」

　顔を赤くするバレッタに、皆が「くふふ」と笑みを漏らす。

「バレッタ」

　バレッタがそちらに顔を向ける。

　ニィナが、胸のつかえが取れたような表情で
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

「よかったね。ちゃんと話せてさ」

　そんな彼女に、バレッタも
微
 ほほ

 
笑
 え

 み返すのだった。

　

　数日後。

　バルベール軍の占領下にある
砦
 とりで

 の一室に、ジルコニアの姿があった。

　ティティスと並んで椅子に腰かけ、２人とも黙って対面する男たちに目を向けている。

　解放された市民と兵士たちが無事にイステリアに到着したことを伝えに来たアイザックと、第10
 軍団との交渉の任を担ったマクレガーだ。

　部屋の壁際には、第10
 軍団長のカイレン、そして、にこにこと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むフィレクシアが控えている。

　互いの側に護衛の兵士が控えており、その数は双方とも10
 人ほどだ。

「……そう。全員無事にイステリアに着いたのね」

　ジルコニアがほっと息をつく。

「ナルソンやリーゼたちは？　イクシオスは無事なの？」

「はい。イクシオス様は重傷を負いましたが、今は快方に向かっております」

　やや緊張した声で、アイザックが答える。

「他の皆様は、
怪
 け

 
我
 が

 も病気もしておりません。皆様、ジルコニア様の身を案じておられました」

「そう、よかった。私は大丈夫だから、心配しないように伝えてあげて」

「かしこまりました」

　うやうやしく、アイザックが頭を下げる。

　すると、隣にいたマクレガーが壁際のカイレンへと目を向けた。

「軍団長殿、我が国は、貴国の協定違反に強く抗議いたします。今すぐジルコニア様を解放し、この
砦
 とりで

 から退去していただきたい」

　マクレガーが言うと、カイレンは表情一つ変えずに口を開いた。

「それはできない。今回の
砦
 とりで

 への攻撃は、そちらの手の者が我が国の村や隊商を襲ったことに対する報復だ。こちらは何度も抗議をしたが、一向に襲撃は止まなかった。すべての責任はアルカディア側にある」

　あまりにも無茶苦茶な言い分に、マクレガーが顔をしかめる。

　そもそも、アルカディア人がバルベールの村や隊商を襲ったという事実すら確認できていないのだ。

　村を丸ごと壊滅させることができる規模での襲撃となると、それこそ数十人では利かないほどの人員が必要になる。

　そんな数の人間が頻繁に、それも
砦
 とりで

 周辺の国境沿いという限られた範囲内で襲撃を繰り返してアルカディア国内に逃げていたのであれば、監視を強化していたアルカディア側がその者たちを捕捉できないはずがない。

　だが、ここで激高してバルベールに
啖
 たん

 
呵
 か

 を切るわけにはいかない。

　マクレガーはナルソンから、アルカディアの戦意は低いような印象を与えろと指示を受けているからだ。

　相手が
砦
 とりで

 の戦力を早急に増強させるような可能性は、極力排除する必要がある。

「……しかしながら、軍団長殿。我が国としては、その襲撃がアルカディア人によるものだという事実は確認できておりません。それに、たとえそれが事実だったとしても、今回のこの
砦
 とりで

 への攻撃は重大な協定違反です。本来ならば、貴国はアルカディアをはじめとする全同盟国と再び戦争状態に突入するような事案なのです。ですが、我々はそれを望んでおりません」

「ああ、それは私も同意見だ。これが原因でまた戦争再開なんて、誰も望んじゃいないからな」

　真面目な顔で答えるカイレン。

　どの口が言う、とマクレガーは内心思いながらも、同意するように
頷
 うなず

 く。

「はい。ですが、今回の件はかなりの大事です。我がイステール領だけで処理しきれる問題ではありませんので、王家と意見を取りまとめた後、貴国の元老院と直接交渉する場を設けさせていただきたいのです」

「いいだろう。会談の場を設けよう。時期は追って伝えるから、そちらも準備しておいてくれ」

「はい。では、そのように。アイザック」

　マクレガーがアイザックをうながす。

　アイザックは
傍
 かたわ

 らに置いておいた木箱を、ジルコニアの前へと差し出した。

　何だろう、とジルコニアが小首を傾げる。

「これは？」

「ナルソン様からの差し入れです。いつも夕食後に食べていたデザートとのことで」

「……ああ、わざわざ持ってきてくれたの。嬉しいわ。ありがとうって伝えておいて」

　にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジルコニア。

　アイザックも、ぎこちないながらも笑みを浮かべた。

「かしこまりました。それと、好きだからといって食べすぎないように注意しろとおっしゃられていました。食べても、一日10
 匹までにするようにと」

「ええ、分かったわ」

『匹』、という単語にジルコニアは内心首を傾げたが、それは表に出さずにすぐに
頷
 うなず

 いた。

　アイザックとマクレガーは席を立ち、一礼すると護衛とともに部屋を出て行った。

　隣に座っていたティティスはそれを見届けると、ふう、と息をついた。

「ジルコニア様、これにて約束は果たされました。私の人質としての役目は、これで終わりということでよろしいでしょうか」

「……そうね」

　ジルコニアが
頷
 うなず

 くと、壁際にいた兵士の一人が鍵を手に歩み寄った。

　それぞれの手を繋げていた鎖の鍵を外し、再び下がる。

「ジルコニア殿、もう剣は必要ないだろう。預からせてくれ」

「どうぞ」

　ジルコニアは腰のベルトを外し、長剣と短剣をテーブルの上に置いた。

　
袖
 そで

 に仕込んであった小型の短剣も取り外し、それに添える。

　当然ながら捕虜になった初日に身体検査はされているので、これ以外にジルコニアが武器を所持していないことはカイレンも承知済みだ。

　兵士が歩み寄ってそれらを回収すると、カイレンは「さて」と彼女の前に置いてある木箱に目を向けた。

「食べ物が入っているとのことだが、中身を確認させてもらってもいいかな？」

「お好きにどうぞ」

　カイレンがテーブルに歩み寄る。

　すると、それにくっついてフィレクシアもトコトコと近づいてきた。

　先ほどから一言も言葉を発しないのは、先日勝手にジルコニアと話してティティスに（その後でカイレンにも）怒鳴られたからだ。

　一言もしゃべらないなら面会に同席してもいい、と言われてここにいる。

　カイレンが木箱に手をかけ、フタを開けた。

「……ん？　なんだこ……おわあっ!?
 」

　中身を確認した途端、カイレンは叫び声を上げて大きく仰け反った。

　一緒に中身をのぞき込んだフィレクシアは、その姿勢のままで硬直している。

　かと思ったら、ばたん、とその場に倒れてしまった。

　ごん、と木の床に頭をぶつけた音が室内に響く。

「フィレクシアさんっ!?
 」

　ティティスが慌てて席を立ち、倒れ込んだフィレクシアに駆け寄った。

　フィレクシアは白目を
剥
 む

 いて、気絶しているようだ。

「えっ、な、なに？　どうしたの？」

　何が起こっているのか分からないジルコニアだったが、箱から
漂
 ただよ

 ってきた
泥
 どろ

 のような臭いに顔をしかめた。

　箱に手をかけ、中をのぞき込む。

「……」

　ごっちゃりと詰め込まれた芋虫の
燻
 くん

 
製
 せい

 を目にし、ぴたりと動きを止めた。

　ぶわっと全身に鳥肌が立ち、さーっと顔から血の
気
 け

 が引いていく。

　――何だこれは。

　――いったい何がどういう理由で、ナルソンは自分に芋虫を送り付けてきたのか。

　――まさか、この悪臭を放つものを毎日10
 匹食べろということなのか。

　――そもそも、芋虫の芋という名称は、芋に似ているから芋虫ということでよいのだろうか。

　――むしろ、芋という作物のほうが芋虫に似ているから芋と呼ばれるようになったのではないだろうか。

　混乱しすぎて意味不明なことを考え始めたジルコニアの肩を、カイレンがぽんぽんと叩いた。

　ジルコニアは能面のような表情を彼に向ける。

「そ、それ、マジで食えるのか？」

「クエルワヨ」

　無表情のまま、ジルコニアが即座に答える。

「いや、その、貴国の食文化を否定する気はないんだが……それ、芋虫だよな？」

「イモムシヨ」

「マ、マジかよ……あ、いや！　すまない！　失礼した！」

「イイノヨ」

　よほど芋虫が苦手なのか、カイレンは口に手を当てて箱の方に目を向けないようにしている。

　ジルコニアはただ機械的に、カイレンの言葉に短く返事をしているだけだ。

　ティティスは倒れているフィレクシアの容態を診ていたが、まあ大丈夫だろうと判断すると立ち上がった。

　木箱をのぞき込み、しげしげと大量の芋虫の
燻
 くん

 
製
 せい

 を眺める。

「これが、あの有名なアルカディアン虫なのですか？」

　女性の小指ほどの太さの、コの字に丸まった焦げ茶色をしたそれを１つ、つまみ上げる。

　ジルコニアは何とか平静を取り戻し、彼女に目を向けた。

「……いいえ、違うわ。別の虫よ」

「何という虫なのですか？」

「流木虫っていう虫の幼虫よ。水辺にある流木の中を探せば、簡単に見つかるわ」

「そうなんですか。１つ、食べてもいいですか？」

「お、おい！　正気か!?
 」

　引きつった声を上げるカイレンに、ティティスはちらりと目を向ける。

「中に何か入っているかもしれませんので」

「だとしても、食うことはないだろ。ていうか、なおさら食うなよ」

「ジルコニア様への差し入れに、毒が入っていることはないでしょう。それに、個人的にどんな味なのか興味があります。見た目と臭いだけですべてを判断するのは早計かと」

「い、いや、しかしだな……」

　ティティスは摘まんだそれを、くるりと回して全方位から見まわしてよく確かめる。

　そして再び、ジルコニアへと目を向けた。

「ジルコニア様、いただいてよろしいでしょうか？」

「……別にいいけど」

「お、おい！　やっぱりちょっと待て！　まずはラタにでも食わせてから……」

「いただきます」

　カイレンが止めるのを無視し、ぱくっと口に放り込んだ。

　もぐもぐ、と二度ほど
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 して、ぴたりと動きを止める。

「お、おい、どうした!?
 　大丈夫か!?
 」

　カイレンが心配そうに声をかける。

　ティティスは口の動きを止めたまま、目だけを動かしてジルコニアと箱一杯の芋虫を交互に見た。

　くるりと方向を変え、スタスタと早歩きで扉へと向かい、そのまま部屋を出て行った。

　すぐさま、えずくような音が部屋の外から響き、数十秒して再び扉が開いてティティスが戻ってきた。

　目尻には涙が浮かび、ちらりと鼻水が出ているように見える。

「……非常に興味深い味でした」

「お前、今吐いてきただろ」

「吐いてません」

「いや、でもえずいて」

「吐いてないです」

　ティティスはカイレンを
睨
 にら

 み付けると、ジルコニアへと目を向けた。

「ジルコニア様、大変申し訳ないのですが、その差し入れの入れ物は別のものと交換させていただきます」

「え、ええ。分かったわ」

　ジルコニアが
頷
 うなず

 くと、ティティスは兵士の一人に指示を出して箱を取りに向かわせた。

「それと、その芋虫の中に何か入っていないか、すべて半分に切断させていただきます」

「……いいけど、やるなら私の見てる前でやってもらえる？　他の場所でやられて、つまみ食いされたら困るし」

　誰も食わねえよ、と皆が一斉に思ったが、口に出す者はいない。

　ジルコニアがこんなことを言ったのは、先ほどアイザックが言っていた「１日10
 匹まで」という語句に注目していたからだ。

　おそらく、箱に入っている流木虫の数を10
 で割った数が、何かを意味する数字なのだろう。

　もしかしたら、自分を助けに来るまでの日数なのかもしれない。

　そうなると、ティティスたちに勝手に食べられたり捨てられたりして数が変わってしまうのはまずいのだ。

　自分の大嫌いな芋虫を差し入れとして持ってきたのは、差し入れに何かメッセージが込められていると気づかせるためだろう。

　それに、入れ物の木箱が取り上げられることはナルソンたちも予想していただろうから、この芋虫自体がメッセージだと考えて間違いない。

「カイレン様、芋虫のカットをお願いいたします」

「い、いや、俺は遠慮しておく。短剣を貸してやるから、ティティスがやれよ」

　カイレンが即座に断ると、ティティスは呆れたような視線を彼に向けた。

「そんなに虫が苦手なんですか？」

「す、すまん。そのイモイモした感じが本当にダメなんだ。ほら、これ使え」

「情けない人ですね……」

「生理的に無理なんだよ。見ただけで全身がかゆくなってくる」

　引きつった顔をするカイレンから、ティティスがため息交じりに短剣を受け取る。

　木箱のフタをまな板代わりに、とんとん、と芋虫を半分に切り始めた。

「……なかなか臭いが強いですね」

　皆が無言で見守るなか、ティティスが芋虫を切りながらぽつりと言う。

　半分になった芋虫が増えるに比例して、部屋に
漂
 ただよ

 う
泥
 どろ

 のような臭いも強くなっていた。

「そ、そうね。でも、その臭みにクセがあっていいのよ。味も悪くないでしょう？」

　心にもないことを言うジルコニア。

　ティティスは芋虫に手を添えたまま動きを止め、先ほど食べた味を思い出して、うーん、と
唸
 うな

 った。

「確かに、味と食感は悪くはないと思うのですが……この臭いはかなり独特ですね。好みが分かれそうです」

　そのままティティスは手早く芋虫をカットし、数分ですべてを切り終えた。

　やれやれ、とポケットからハンカチを取り出そうとして、手を止めた。

　このハンカチは、ある理由
 があって今は使えないのを思い出したからだ。

「カイレン様、ハンカチを貸してくださいませんか」

「お、おう」

　カイレンがハンカチを取り出し、ティティスに差し出す。

　それを受取ろうとしたティティスの手の指に、おや、と目を留めた。

「なんか、ずいぶんとべったり付いてるな。真っ黒だぞ」

「はい、何かくっついてしまって。舐めますか？」

「舐めるか！」

　ぽいっと投げられたハンカチをティティスはキャッチし、手に付いたそれをぬぐう。

　――あれ、
燻
 くん

 
製
 せい

 よね。あんなふうには付かないと思うんだけど……。

　ジルコニアはその様子を、内心いぶかしみながら見つめる。

　そこに、新しい木箱を持った兵士が戻ってきた。

　ティティスはその箱に、カットした芋虫をザラザラと入れ、フタをした。

「ジルコニア様、大変お待たせいたしました。どうぞ」

「……」

　ことん、と置かれた芋虫入りの木箱を、ジルコニアは黙って見つめるのだった。

　

　その日の夜。

　夕食を食べ終えたジルコニアは、
傍
 かたわ

 らに置いておいた木箱に目を向けた。

　フタをしているので臭いは漏れていないが、ひとたび開ければしばらくはあの臭いが充満する中で過ごさねばならない。

　正直かなり気が重いが、やらないわけにもいかない。

　夕食前に開けるとあの臭いの中で食事をしないといけなくなるので、今まで開けていなかった。

　ちなみに夕食は、焼き立てのパン、塩気の利いた骨付き肉、野菜たっぷりのポトフ、柑橘系の香りがするお茶だった。

「……はあ、数えるか」

　
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 な気持ちで、フタを開ける。

　途端に、中からあの独特な
泥
 どろ

 のような臭いが湧き上がってきた。

　正直食べる気はまったくしないので、数えた後は毎晩10
 個ずつこっそり処分するつもりだ。

「うー……やだなあ」

　夕食の食器として出されたスプーンを使い、半分に切られたそれを１つずつ箱から取り出す。

　ぽいぽい、数えながら皿に芋虫を取り出していた時。

　ふと、ティティスの指に、べったりと付いていたものを思い出した。

　まさか。

　これは、ひょっとすると。

「……え、ちょっと私、何考えてるの。正気じゃないわ。そんなの無理に決まってるでしょ」

　もしかしたら、これらは
一
 かず

 
良
 ら

 が用意した、あちらの世界の芋虫なのではないか。

　これを食べて、救出の日までに剛力を付けておけということなのかもしれない。

　そんな考えが、ふいに頭に浮かんだ。

　もしそうだとしたら、自分がするべきことはひとつだ。

　この箱一杯の芋虫を、カラになるまで毎日食べなければならない。

「……ああ、もう！　やるわよ、やればいいんでしょ！　ていうか、何でよりによって芋虫なのよ、ふざけないでよ！」

　不満をぶちまけながら、ぷるぷると震える指で半分に切られた芋虫を１つつまみ上げる。

　見た目はどこからどう見ても、流木虫の
燻
 くん

 
製
 せい

 だ。

　テーブルの上に置かれた
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 のほのかな灯りに照らされたその姿が、実に憎たらしい。

「も、もしそうなら、指に黒いのが付くはずよね……」

　ぎゅっ、と少しだけ、つまんだ指に力を込めた。

　芋虫を皿に置き、指を見てみる。

「……やっぱりそうか」

　どうやら、予想は的中したようだ。

　燻製にした芋虫なら、このようにつまんだだけで指に付くはずがない。

　昼間にティティスがカイレンに「舐めます？」と言っていたことが思い起こされる。

　この芋虫を口に入れる前に、とりあえず舐めて味を確認しておこうと思った。

　どんな味にせよ、いきなり食べるよりは心理的にマシな気がする。

「うぅ……やだよう……」

　半泣きになりながらも芋虫をつまみあげ、ペロッと舌先で舐めてみた。

「……ん？」

　ほのかに感じた甘みに、
怪
 け

 
訝
 げん

 な目でその芋虫を見つめる。

　舐めただけで分かるほど、甘い芋虫？

　そんなものが、この世に存在するのだろうか？

　それに、少し舐めただけなので確かではないが、箱から
漂
 ただよ

 ってくるような臭みは無いような気がする。

　意を決して、思い切ってそれを口に放り込んでみた。

「っ！」

　とろけるような上品な甘さと、鼻腔をくすぐるしっとりとした甘い香り。

　思わず目を見開いて身体を跳ねさせ、きらきらとした
瞳
 ひとみ

 で皿に出された芋虫を見つめる。

　何だこの芋虫は。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の住む世界には、これほどまでに
美味
 おい

 しい芋虫が存在しているのか。

　もし自分が
一
 かず

 
良
 ら

 の住む世界に行けたなら、たとえ生きたままでも見つけ次第捕まえて、そのまま口に放り込んでしまうだろう。

　今まで大好物ランキング１位を独走していたかき氷を押さえ、芋虫（チョコレート）がジルコニアの好物のトップに君臨した瞬間だった。

「あー、ジルコニア殿。俺だ、カイレンだ」

　その時、トントン、と扉がノックされて、カイレンの声が響いた。

　ジルコニアは口の中のそれを飲み込み、こほん、と息をついた。

「どうぞ」

　ジルコニアが声をかけると、鎧姿のカイレンが入ってきた。

　室内にただよう流木虫の臭いに、うっ、と顔をしかめる。

「何か用？」

「あ、いや、二人きりで話をしたことがなかったからな。一度話してみたいと思って来たんだ。それに、聞いておかないといけないこともあったし」

　カイレンはそう言いながら、皿の上に置かれた芋虫たちに目を向ける。

　来るタイミングを誤った、と顔に書いてあった。

　彼の表情からその心境を察し、ジルコニアの頭に意地悪な考えが浮かぶ。

「す、すまない。まだ食事中だったんだな。また出直してくる」

「別にいいのよ。デザートをつまんでただけだから。また来るのも面倒でしょうし、座っていきなさいな」

　にこっとかわいらしく
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジルコニア。

　カイレンは心底嫌そうな顔をしながらも、そう言われては断れずに席に着いた。

「あー……その、それって本当に
美味
 うま

 いのか？」

「
美味
 おい

 しいわよ。何なら食べてみる？」

「い、いや、結構だ。遠慮しておく」

　引きつった顔で断るカイレン。

　ジルコニアは内心「してやったり」と思いながら、皿から半分になった芋虫を１つつまみ上げた。

「そう？　こんなに
美味
 おい

 し……」

　そう言い、芋虫をつまんだ体勢のまま動きを止めるジルコニア。

　そう、彼女は気づいてしまったのだ。

　箱からは、流木虫の独特な臭みが
漂
 ただよ

 っている。

　それに、昼間に１つ食べたティティスは、耐えきれずに吐いていたのだ。

　だが、先ほど食べた芋虫からは、そのような香りは一切しなかった。

　ということは。

　この中には、かなりの数の『ハズレ』が混ざっている！

「……ジルコニア殿？　どうかしたか？」

　だらだらと冷や汗を掻きながら、ジルコニアは何も答えない。

　幸いなことに、室内が薄暗いおかげで、ジルコニアが汗を掻いていることはまだバレていないようだ。

　皿に芋虫を戻し、ジルコニアは自分の指をちらりと見た。

　指には、何も付着していない。

　どうやら、今のは『ハズレ』だったようだ。

「あ、別に食べながらで構わない。礼儀とかそういうのは苦手なんだ。気にしないでくれ」

「……ええ、ありがと」

　これでは食べずにいるのも不自然になってしまうと、ジルコニアは
諦
 あきら

 めて先ほどとは違う芋虫に指を伸ばした。

　祈りを込めて、選んだそれをつまむ。

「……はあ、はあ」

「……？」

　芋虫を凝視したまま小さく呼吸を整えているジルコニアに、カイレンがいぶかしんだ視線を向ける。

　視線に気づき、ジルコニアは慌ててそれを口に放り込んだ。

「っ！」

　とろけるような甘さが口いっぱいに広がり、ジルコニアの表情が緩む。

　どうやら、祈りは天に届いたらしい。

　ジルコニアは神など信じてはいないのだが、この時ばかりは神に感謝したい気持ちになった。

「……そんなに
美味
 うま

 いのか？」

『アタリ』を引いてほっとしたこととチョコレートの甘さとが相まって、ジルコニアの表情は実に幸せそうだ。

　そんな彼女を、カイレンが心底不思議そうに見つめる。

「ええ、本当に
美味
 おい

 しいわ。ほら、あなたも１つ食べてみる？」

　そう言って、先ほど見つけた『ハズレ』の芋虫をつまみ、カイレンに差し出す。

「ほ、本当に
美味
 うま

 いんだな？」

「
美味
 おい

 しくなければ、あの娘みたいに今頃吐き出してるわよ」

「そ、そうだな。よし」

　カイレンはそれを受け取ると、ぽいっと口に放り込んだ。

　そして２、３回ほど
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 し、動きを止める。

「ぐっ……」

「あら？　お口に合わなかったかしら？」

　くふふ、と心の中で笑いながら、小首を傾げるジルコニア。

　カイレンはテーブルにあったジルコニアの飲みかけのお茶をひったくるようにして取り、一気に喉に流し込んだ。

　げほげほとむせながら、涙目でジルコニアを見やる。

「あんた、こんなものを平然と食えるなんて、マジですげえよ。だてに『常勝将軍』なんて呼ばれてないな……」

「大げさね。好みが違うだけじゃない」

　うふふ、とジルコニアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　カイレンは息をつくと、改めて口を開いた。

「ええと、別に芋虫の味見をしに来たわけじゃないからな。せっかくだし、実りのある話をしよう」

　そう言って、テーブルに両手を載せて組み、ジルコニアを見つめる。

「預かっているジルコニア殿の鎧を見させてもらったが、なかなかいい鎧だな。俺たちのものと比べても、遜色ないくらいだ」

「それはどうも」

「しかし、そちらも鉄を発明しているとは知らなかったよ。ああ、こっちではあの金属のことを『鉄』って呼んでるんだ。そっちは？」

　そう言われ、ジルコニアは「おや？」と内心首を傾げた。

　言われてみれば、まったく別々の地域で発明されたのに、それぞれの地域で同じ呼称というのはおかしな話だ。

　鉄という名称は
一
 かず

 
良
 ら

 から教えられてジルコニアたちも呼んでいたのだが、バルベールでも同じく鉄と呼んでいるらしい。

　どういうわけかは分からないが、ここで嘘を言っても仕方がないので素直に答えることにした。

「こっちも『鉄』って呼んでるけど？」

「……何？　新しい金属なのに、呼び名が同じだと？」

「ええ、そうよ」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな顔で問うカイレンに、ジルコニアは
頷
 うなず

 く。

　そして、これは、と閃いた。

　もしかしたら、相手は勝手に鉄の情報を漏らした者が内部にいると考えてくれるかもしれない。

　自分がわざとそう言っていると考えるかもしれないが、事実、数カ月前からアルカディアでも市民たちに鉄器は普及し始めているし、皆がそれを『鉄』と呼んでいる。

　彼らとて、アルカディアで鉄器が広まっているという情報は掴んでいただろう。

　だが、『鉄』という呼称がアルカディアでも使用されているということを、カイレンは今まで知らなかったのかもしれない。

『アルカディアでも鉄器が広まっている』といった報告を受けても、それは自分たちが鉄を知っているから『鉄器がある』と報告しただけで、アルカディアでも『鉄器』という呼称が使われているという報告にはならないからだ。

　情報伝達の落とし穴、とでも言ったところだろうか。

「……まあいい。それで、その鉄器なんだが、アルカディアでは５年前に発明されたとティティスから聞いているんだが」

「そうだけど、それがどうかした？」

「
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を造れるようになったのも、同じ時期なのか？」

「……黒曜石？　黒曜石って作れるの？」

　ジルコニアが
怪
 け

 
訝
 げん

 そうな顔で問い返す。

　予想外の質問に、危うく反応してしまいそうになった。

　まさか闇市に少量ずつ流している色付きガラスについてまで、彼が調べているとは思わなかったからだ。

　そんなジルコニアに、カイレンが、にっと笑う。

「いやいや、今さらとぼけなくてもいいじゃないか。そっちみたいに、こっちは
綺
 き

 
麗
 れい

 な黒曜石が作れなくてな。どうやったのかと気になってたんだ」

「何を勘違いしているのか分からないけど、黒曜石をアルカディアで作ってるなんて話は聞いたこともないわ。そんな方法、こっちが教えて欲しいくらいよ」

「んー、そうか。まあ、教えたくはないよな。しかし、天才が１人現れただけで、こうも技術が発展するとはなぁ。同じ人間だってのに、どうしてこうも頭の作りがちがうのかね」

　軽い調子で話すカイレン。

　ジルコニアは表情を変えないながらも、彼が誰のことを言っているのかといった考えが頭の中を駆け巡っていた。

　相手方にはアロンドが亡命していて、こちらの情報をすべて流しているはずだ。

　となれば、カイレンが言っているのはバレッタのことだろう。

　復興当初こそ
一
 かず

 
良
 ら

 が主導して道具の開発を行っていたが、大々的に道具の生産を開始してから表立って動き回っていたのはバレッタだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその補佐的な立ち位置だったうえに、道具の開発ではアロンドとバレッタはよく一緒に行動していた。

「ぜひ、今度そいつを紹介して欲しいな。国同士のいがみ合いが終わった後にさ」

「……実りのある話を、とか言って、尋問みたいな真似をするのね」

　ジルコニアは頬杖をつき、顔を背けてため息をつく。

　このまままともに話していては、何かしら反応をしてしまったり、
余
 よ

 
計
 けい

 なことをしゃべってしまいそうだ。

　こんなことなら、捕虜になった際の対応の仕方をマクレガーあたりに講義してもらっておけばよかった。

「ん？　そんなつもりじゃなかったんだがな。こんな
綺
 き

 
麗
 れい

 なご婦人に、尋問だなんてとんでもない」

　
飄
 ひよう

 
々
 ひよう

 とした調子で話すカイレン。

　ジルコニアは顔をしかめ、彼に不快そうな目を向ける。

「あ、それはそうとだな。収監場所の変更の提案があるんだ。話しに来た本来の目的はこっちでな」

　機嫌悪そうにしているジルコニアに、カイレンが慌てた様子で口を開く。

「これからもずっとここで生活っていうのは、かなり辛いだろ？　
砦
 とりで

 の中央にある宿舎の一室を、ジルコニア殿のために用意したんだ。窓には格子を付けさせてもらったけどな。移るだろ？」

「いいえ、ここでいいわ」

　ジルコニアが即座に応えると、カイレンが驚いたような顔になった。

「え、いや、ここは窓もないし、臭いはこもるし風呂は使えないしで生活しづらいだろ。わざわざこんな
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 な場所にいなくてもいいと思うんだが」

「あなたたちバルベール人がうろつく中で生活するなんて耐えられないの。牢獄みたいに隔離されたこの場所のほうが、よっぽど落ち着くわ」

　その言葉に、カイレンが口を閉ざす。

　ジルコニアが領主夫人となった経緯はアルカディア国内では
噂
 うわさ

 として意図的に流布されており、カイレンもそれは
間
 かん

 
者
 じや

 からの報告で知っていた。

　彼女がバルベールを憎悪していることも、もちろん承知済みである。

　彼女の態度に、ティティスの姿が脳裏に浮かんで言葉に詰まってしまった。

「この場所を動くつもりはないから」

「そ、そうか。分かった」

　顔色を変えたカイレンに、ジルコニアはいぶかしんだ視線を向ける。

　ジルコニアの目には、明らかに
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 しているように映っていた。

「……そろそろ休みたいんだけど、もう出て行ってもらえる？」

「……ああ」

　カイレンは席を立ち、部屋を出て行った。

　ジルコニアは少しの間彼が出て行った扉を見ていたが、気を取り直すと芋虫を数える作業に戻るのだった。





　

第４章　奪還せよ！

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタがイステリアに帰還してから数日後。

　２人はリーゼとともに、ナルソンの執務室へとやってきていた。

　各領地と王都から戻った使者たちの報告を聞くためである。

　テーブルにはイステリアから
砦
 とりで

 にかけての地図、そしてノートパソコンが置かれていた。

「やはり『
砦
 とりで

 を奪還せよ』ですか。まあ、予想通りですね」

　一通りの報告を聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 がため息をつく。

　奪還しろと言うのはたやすいが、それを主導するのはイステール領だ。

　場合によっては、イステール領単独で何とかせねばならない。

「はい。特に、一部の王家の取り巻き連中はかなり焦っているようです。今すぐ徴兵して軍団を編成し、
砦
 とりで

 を攻撃すべきだと」

「取り巻きが、ですか。王家の意見は違うんですか？」

「基本的に王家も同意見なのですが、徴兵と軍団の編成、そして全軍の集結にかかる時間を考慮すると、
砦
 とりで

 を攻撃するまでに時間がかかりすぎると考えているようです。それに、同盟国の動きもまだどうなるか分かりませんし、相手が使ってきた大型投石器も気になっているようでして」

　使者が王都に出向いた際、報告を受けた王家の取り巻きたちの
狼
 ろう

 
狽
 ばい

 ぶりはすさまじいものだった。

　どうして
砦
 とりで

 を奪われるような失態を犯したのかと、使者の武官の１人が取り巻きに殴り飛ばされてしまったほどだ。

　その場はエルミア国王が何とか収めたのだが、『今すぐ
砦
 とりで

 を奪還しろ！』と取り巻きたちはずっと騒ぎ立てていたらしい。

　イステール領が突破されれば自分たちの未来はないということを、彼らは理解しているからだ。

　とにかくすぐにでも徴兵を行い、現地に送るべきだという意見が大勢を占めているらしい。

「やっぱり戦力を整えるには時間がかかりますよね……というか、その取り巻きたちはずいぶんと言い分が大雑把ですね」

「事が事だけに、取り乱してしまったのかと。いきなり窮地に立たされて、冷静さを欠いてしまったのでしょう」

「うーん……まあ、彼らにしてみればイステール領がとんでもないヘマをやらかしたと感じて当然ですし、怒るのは仕方ないですかね……でも、王家の前で使者を殴り飛ばすって、ちょっと
酷
 ひど

 いですね」

「殴るのはさすがにやりすぎかとは思いますが、仕方がないかと。王家の前で、『自分はこんなに必死なんだぞ』とアピールしたいというのもあったのではないでしょうか」

「こんな時でも王家の顔色
窺
 うかが

 いですか。それだけ聞くとかなり小物臭がしますね」

　映画や漫画でたまに見るような、声と態度だけがやたらと大きい小物貴族のようなイメージが
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に浮かんだ。

「ま、まあ、そうはいっても皆それなりに能力のある連中ですよ。無能がのうのうと大きな顔をしていられるほど、甘くはありませんので」

「そうなんですか。こう、利権だけ持っていれば無能が横暴していてもやっていける、みたいなイメージがありましたよ」

「戦前はそんな感じでしたが、今はそこまで好き勝手はできませんな。利権にかこつけて後方でふんぞり返って大した働きもしなかった家は、休戦後に不忠の烙印を押されて
酷
 ひど

 いところでは取り潰しになりました」

「へえ、戦争を利用して、配下の
膿
 うみ

 を出したってことですか」

「はい。王都では取り潰された家の資産が戦時の功績に応じて分配されたので、今の王家の取り巻き連中はかなり羽振りがいいようです。王家としても、近しい者や扱いやすい者たちばかりを周囲に配することができたので、内政もやりやすくなったようです」

　どうやら、国王はなかなかにしたたかな人物のようだ。

　不忠の烙印を押して家を取り潰すとはかなりの荒業だが、そういった力業も国家の運営には時として必要なのだろう。

「なるほど……ということは、今は王家の声一つで物事が動かせる状態ってことですか」

「ええ、取り巻き連中は基本的に王家を持ち上げる者たちばかりなので、意見は出しても足を引っ張るような真似はしません」

「じゃあ、その王家が援軍はすぐには出せないと言ってるってことは、王都からの援軍はなしってことになりますね」

「そうなりますな。速成訓練と国境までの行軍時間を考慮すると、どう考えても時間が足りません。他領も状況は同じです。フライス領は、手持ちの常備兵力を急ぎ送ると言ってきていますが」

「ううむ。いつもながら、フライス領には頭が下がりますね……グレゴルン領は何て言ってるんです？」

「騎兵隊を援軍として送ると言ってきています。が、彼らもバルベールと国境を接しているので、あまり多くの兵はこちらに割けないでしょう」

　グレゴルン領は、海岸線の狭い道に守備陣地を築き、休戦協定中もずっとバルベール軍と
睨
 にら

 み合いをしている。

　バルベールからグレゴルン領に侵入するには、この海岸線を突破するか、海岸線脇の切り立った崖を踏破するか、船を使って海から攻め込むかの３択となる。

　崖はとてもではないが人間の足で越えられるような代物ではなく、崖を迂回して山中を進むにしても、よほど山道に慣れていて、かつ物資を山のように携帯しなければ不可能だ。

　海から船で侵入することもできるが、従来の船ではアルカディア軍の船舶の妨害を退きながら上陸作戦を行うのは至難の業である。

　だが今は、バルベール軍は大型船の建造に成功しており、海戦能力は大幅に向上している。

　海からの侵攻に備えて、グレゴルン領はあまり大きな兵力をイステール領への援軍に割くことはできないだろう。

「てことは、やっぱり援軍はほとんどあてにできませんね。ええと、イステール領は２個軍団使えるんでしたっけ？」

「はい。それ以上徴兵することももちろんできますが、通常は２個軍団となっています」

　イステール領では、非常時には２個軍団分少々の市民を徴兵し、軍団に組み込む分以外は防衛兼予備兵力としてイステリアにいくらか残しておくことになっている。

　前線で戦う軍団が損耗するのに合わせて、補充兵が送り出される仕組みだ。

　減った分の予備兵力は、再度徴兵されて補充される。

　これは、街の経済能力を少しでも落とさないようにするためだ。

「てことは、
砦
 とりで

 を占領しているバルベールの２個軍団と同じ数ですね」

「数の上では同じですが、あちらのほうが兵士の質も装備の性能もあきらかに上です。まともにぶつかっては、相手にならないでしょう」

　バルベール軍は全員が職業軍人なため、兵士の質はかなり高いだろう。

　アルカディアとて、５年前までの戦争で古参兵はかなりいるが、休戦期間が空いてしまったせいでどうしても質は落ちてしまっている。

　文句なしに兵士としての質が高いと言えるのは、イステール家直属の近衛兵隊、そして平時に街の警備を担っている兵士たちだ。

　特に近衛兵たちは貴族の子弟や市民の富裕層からの志願者で編成された部隊であり、入隊当初から血反吐を吐くような訓練を受けている者たちなので、戦闘能力はかなり高い。

　有事の際は、彼らの中から徴募兵たちの中隊指揮官が選出されることになっている。

「なるほど。てことは、大軍同士が正面からぶつかる戦いになったら勝ち目はないってことですね？」

「はい。正直言って、
砦
 とりで

 や防御陣地に
籠
 こも

 っての防衛戦以外では万に一つも勝ち目はありません。会戦などもってのほかです」

「と、相手はこちらを見てるってことですか」

「はい。そこが狙い目ですな」

　そう言って、ナルソンが地図に目を落とす。

　そして、
砦
 とりで

 より少し手前の山岳地帯沿いの街道に、とん、と指を置いた。

　ナルソンが夜通し武官たちと協議して、選定した会戦予定地だ。

　両脇を森と山岳地帯に挟まれており、道は一直線である。

　ただし、道自体は狭いというわけではなく、森と山岳地帯との間にはかなりの空間が広がっている。

　本当ならばもっと狭い場所を選びたかったのだが、今回の目的に合う場所はここしかなかった。

「クロスボウを主力として用いるならば、このように両脇を森で隔たれた直線的な場所で戦うのがよいでしょう。両脇からは回り込まれにくいですし、正面同士の戦いならば圧倒的に有利な戦いに持ち込めます」

「む、野戦に持ち込むんですか。……でも、相手がわざわざ
砦
 とりで

 を出て迎撃に出向きますかね？」

「どうでしょう。相手の指揮官の気質にもよるかと。独断で
砦
 とりで

 を奇襲してくるような好戦的な指揮官で、今回の
砦
 とりで

 攻略で勢いに乗っていると感じれば、出張ってくるかもしれません。まあ、五分五分といったところですな」

　もしも敵の軍団長が、今回の奇襲攻撃をバルベール本国の了解なしに独断で仕掛けてきたような者だった場合、この作戦に乗っかってくる可能性はそれなりに高い。

　
砦
 とりで

 の奪還に出張ってきたイステール領軍を、奇襲でも防衛戦でもなく、会戦で正面撃破という栄誉は魅力的に映るからだ。

「それに、この地形なら相手としては我が軍を挟み撃ちにして
殲
 せん

 
滅
 めつ

 できると考えるでしょう。森を迂回して後方に騎兵を回り込ませ、森の出口で待ち構えた本隊と挟撃することができます。相手がそこまで頭が回れば、の話ですが」

　イステリアから
砦
 とりで

 までの道のりは、山岳地帯からイステリアに向かって流れる川沿いにさかのぼり、その後は山岳地帯に沿うようにして
砦
 とりで

 へと到達する。

　山岳地帯の脇を
砦
 とりで

 へと続く道は、右手に森が広がっている。

　敵からしてみれば、森と森の間を進軍してくるアルカディア軍を森の出口で万全の態勢で迎え撃つことができるうえに、上手いこと騎兵を回り込ませれば前後から挟み撃ちにできる。

　
砦
 とりで

 に
籠
 こも

 っての戦いでは長期戦にもつれ込むだろうが、会戦を選択すれば早ければ一日で決着がつくうえに、アルカディアに与える衝撃もすさまじいものになると考えるだろう。

「正面からの攻撃はクロスボウの多段攻撃で撃退し、後方はあらかじめ配備しておいた長槍兵で守りを固めつつ、増員した騎兵隊で迎撃します。
鐙
 あぶみ

 のおかげで戦闘能力は大幅に向上しているので、最悪でも引き分けに持ち込めるかと」

「ああ、相手はこっちが大量に騎兵を持っているって知らないんですもんね……でも、敵の騎兵ならたぶん新兵器で対応できますよ。バレッタさん、図面を」

「はい」

　バレッタが
傍
 かたわ

 らに置いておいた図面を取り、執務机の上に広げる。

　手持ちの小型大砲、ハンドキャノンの設計図だ。

「これは……筒ですか？」

　見たことのない形の兵器を見せられ、ナルソンが
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「えっと、それはハンドキャノンという兵器です。先端に小石や鉄片を長い草と一緒に押し込んで、少し後ろにある穴に火をつけると、詰めたものが高速で飛び出すんです」

「飛び出す、ですか。ちょっとどういったものか想像がつかないのですが……」

　困惑気味のナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 は「ですよね」とノートパソコンに手を伸ばした。

　画面を皆が見えるように、机の端に置きなおす。

　マウスを操作し、『戦闘技術の歴史シリーズ：イギリス編』と書かれた動画ファイルをクリックし、再生した。

　金髪でやたらと体格のいい中年男性が、小高い丘の上に立つ姿が映し出された。

　身振り手振りを交えながら、その地で起こった戦闘のあらましを語り始める。

「な、何ですかこれは？　中で人がしゃべっているようですが……」

　動画というものを初めて目にしたナルソンは、目が点になっている。

　バレッタとリーゼも、それを見て「おー」と声を漏らしていた。

「これは動画というものでして、写真と同じようにカメラで撮ったものです。写真みたいに止まった状態ではなく、動いている映像をこうやって保存することができるんですよ」

「え、じゃあ、あのデジカメでもこれと同じように撮れるの？」

　リーゼが興味津々といった様子で、
一
 かず

 
良
 ら

 に問いかける。

「ああ、撮れるぞ」

「そうなんだ！　へえ、すごいなぁ」

「あの、カズラさん、この人が話している言葉、何を言っているのか全然分からないんですが……」

「えっ？」

　バレッタの言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 は驚いて画面に目を向けた。

　画面の中の男性が話す英語に合わせて、吹替された日本語音声が流れている。

「あ、意味が分からないってことですか。えっと、これはイギリスの……」

「い、いえ、そうじゃなくて、本当に何の言葉を話しているのか全然分からないんです。言語が理解できなくて」

「……マジですか」

　まさかの事態に、
一
 かず

 
良
 ら

 が驚いた声を上げた。

　ノートパソコンから響く音声は、まぎれもなく日本語そのものである。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話しているのも日本語であり、もちろん同じ言語だ。

　どうやら、自動翻訳機能がついているのは、
一
 かず

 
良
 ら

 限定であるらしい。

「えっと、それじゃあ彼の話している内容は俺が吹替ますね。とりあえず観てみましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はパソコンを操作し、ハンドキャノンの試射を行うシーンにまで映像を進めた。

　新たに加わった歴史武器研究家の老人を交え、ハンドキャノンが初めて使われた当時の情景を語る。

　火器の歴史は13
 世紀の中国から、といった歴史話も出てきたが、そこはスルーだ。

『ハンドキャノンは、射程距離が比較的短い武器です。
屑
 くず

 のようなものを詰めて使いました』

『屑ですか？』

『はい。弾丸はもちろんですが、釘、鉄くず、砂利など、入れられる硬いものは何でも使いました』

「……ふむ。専用の弾や矢を用意しなくてもいいのは、使い勝手がよさそうですな」

　ナルソンは画面を食い入るように見つめながら、ふむふむと
頷
 うなず

 いている。

『では、実際に撃ってみましょう』

　ハンドキャノンから20
 メートルほどの位置に、数個のスイカが的として並べられた。

　進行役の男がハンドキャノンを構え、研究家の老人が砲身の少し後ろにある穴に
松
 たい

 
明
 まつ

 を近づける。

　ポンッ、という音とともに、ハンドキャノンの先端から長い火花と細い煙が幾筋も飛び出した。

『ワァオ！　見てください！　スイカが穴だらけになりました！』

　画面内の男の
台詞
 せりふ

 を、
一
 かず

 
良
 ら

 がそのまま口にする。

　赤い果肉を所々から覗かせるスイカを見て、ナルソンが、ううむ、と
唸
 うな

 った。

「なんと、このような兵器が存在するとは……飛び出す小石などがまったく見えなかったのですが、かなりの速度が出ているということでしょうか？」

「そうです、そうです。目で追うこともできないほどの速度でいくつも飛び出すので、避けるなんてことはできません。この後、先ほどの映像がもう一度、ゆっくりと流れますよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言った直後、今しがた発射した場面のスロー再生が始まった。

　砲身の口から、真っ赤な火花が飛び出す映像が流れる。

　スロー再生にもかかわらず、弾丸の速度が速すぎて、煙を帯びながら飛んでいく赤い筋にしか見えない。

「何とすさまじい……盾や鎧は
貫
 かん

 
通
 つう

 できるのでしょうか？」

「んー、どうかな。距離にもよると思いますけど、あまり期待はできないですね。なので、突っ込んでくる騎兵のラタを狙うような使い方が効果的です。バルベール軍のように密集して大盾を構えてにじり寄ってくる重装歩兵には、効果は薄いと思います」

「カズラさん、このハンドキャノン、発射音がすごく静かに聞こえたんですけど……」

　バレッタが横から手を伸ばし、マウスを操作して先ほどの発射シーンをもう一度再生する。

　ポンッ、という軽い音が、再びノートパソコンから響いた。

「ああ、これはパソコンを通した音だからですよ。実際は、もっと大きな音に聞こえるはずです。それこそ、びっくりするくらいに」

「あ、そうなんですか。よかった……」

　バレッタが、ほっと胸をなでおろす。

　ハンドキャノンの散弾がラタを倒せるほどの威力を有していたとしても、先頭の騎兵しか倒せないのでは意味がない。

　火薬が爆発する大きな音でラタの足を止めることが、一番効果を発揮するだろうとバレッタは考えていた。

「音、ですか。そんなに大きな音なのですか？」

「ええ。それこそ、耳が痛くなるくらいに大きいはずです。モノが完成したら、イステール領の騎兵を使って
怯
 ひる

 むかどうか試してみましょう。あと、直接
砦
 とりで

 を攻撃する時用に、カノン砲という兵器もありまして……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、バレッタが
傍
 かたわ

 らの図面を机の上に広げた。

　先ほどと同じように、
一
 かず

 
良
 ら

 がパソコンを操作してカノン砲が使われている映像を映し出す。

　カノン砲から砲弾が発射されると同時に、先ほどよりも大きな音が、パソコンから響く。

　的として数十メートル先に置かれた木の板には、大穴が空いていた。

「すご……こんなものがあるなら、負けようがないじゃない。防壁なんて簡単に壊せそうだし」

　リーゼが、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情で映像を見ながら言う。

「数がそろっちゃえば、正直言って負けようがないと思う。反則みたいな威力を持ってる兵器だからな」

「カズラ殿、さっそくこれらの兵器を製造したいのですが、材料はどうすれば？」

　ナルソンが問うと、
一
 かず

 
良
 ら

 の代わりにバレッタが口を開いた。

「鉄と木材があれば大丈夫です。時間がないので、早く手を付けないと」

「うむ……しかし、材料は本当にそれだけでいいのか？　発射の前に火を付けていたようだが、燃料のようなものも必要なのだろう？」

「……すみません、それはお答えできません」

　バレッタが答えると、ナルソンはいぶかしんだ視線を彼女に向けた。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて口を開く。

「えっと、これらの兵器には特別な薬剤を用いるんです。それは、この世界を一変させてしまうほどの力を持っています。万が一、それが他国に知られでもしたら、今度はこちらがそれを使った兵器を恐れる番になってしまうんです」

「つまり、秘匿性を高めるために、私どもにも教えることはできないということでしょうか？」

　静かに問いかけるナルソン。

　自分たちは信用できないのか、と暗に言っているのだろう。

「……すみません」

　気まずそうに、
一
 かず

 
良
 ら

 が答える。

　嫌な沈黙が、執務室に流れた。

「カズラが謝ることなんてないよ」

　皆が黙りこくるなか、リーゼがその沈黙を破った。

　皆の視線が、彼女に集まる。

　リーゼは、優しい笑顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けていた。

「どんなことになっても、私たちはあなたを恨むようなことは絶対にしない。それどころか、いくら感謝したってしたりないくらいなんだから」

「リーゼ……」

「お父様、これらの兵器の件は、すべてカズラに任せましょう？　私たちが口を出すべきではないと思います」

「……うむ、そうだな」

　娘の言葉に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「カズラ殿、失礼な物言いをして申し訳ございませんでした。兵器の製造や材料の調達は、すべてお任せしてもよろしいでしょうか？」

「はい、大丈夫です。任せてください。その……本当にごめんなさい。こればっかりは、どうしても……」

「いえいえ、いいのです。バレッタ、カズラ殿とともに、よろしく頼んだぞ」

「はい！」

　何とか収まった空気に、バレッタも張りのある返事を返す。

「では、兵器についてはいったんここまでということで。一番肝心の、ジルコニアさんの救出作戦について話させてください。バレッタさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 にうながされ、バレッタが村にいる間に
一
 かず

 
良
 ら

 と練ったジルコニア救出作戦の概要を話し出す。

　リーゼはそれに耳を傾けながら、ぐっと歯を噛みしめていた。

　

　約、半月後の夜。

　国境沿いの
砦
 とりで

 から数キロ離れた山岳地帯の森の中に、バレッタたちはいた。

　月明りすら届かない森の中は、鼻をつままれても分からないような漆黒の
闇
 やみ

 だ。

　そんななか、全身黒づくめの衣装に身を包んだバレッタは、手にした黒い
塊
 かたまり

 を目の前の草の
塊
 かたまり

 に差し出した。

「あの……本当に必要ないんですか？　いくらなんでも、この
闇
 やみ

 の中では……」

　差し出されたそれ――暗視スコープ――を、草の
塊
 かたまり

 からにゅっと伸びた手が掴んだ。

　この暗視スコープは、
一
 かず

 
良
 ら

 が日本のミリタリーショップをしらみ潰しに回って、交渉の末３００万円を現金で支払ってやっと手に入れてきた代物だ。第三世代の光増幅管を用いたものであり、軍用として用いられているものである。

　現在、日本では輸入が禁止されていて一般人は手に入れることができない代物なのだが、どういうルートで手に入れたのか、所持していたミリタリーショップのオーナーに平身低頭頼み込んだ末に売ってもらうことに成功した。

　草の
塊
 かたまり

 に
扮
 ふん

 したロズルーは、手にしたそれを目に当てて周囲を見渡し、再びバレッタへと手渡した。

「いえ、これなしでも、遠くまではっきり見通せるので大丈夫です。それに、荷物は少ないほうがいいので」

　ロズルーは、ギリースーツと呼ばれる迷彩服を身にまとっている。

　まるで全身から草が生えているようなその服は、森や
藪
 やぶ

 の中でじっと動かずにいると驚異的な擬態力を発揮する。現在のような、
闇
 やみ

 の中ではなおさらだ。

　隣には全身黒ずくめの彼の妻、ターナが、バレッタお手製の合成弓と矢筒を抱えて控えていた。

　ロズルーは口元を目の下まで黒い布で覆っていて、その姿はさながら映画に出てくるスナイパーのようだ。

　これらの装備は、
一
 かず

 
良
 ら

 が同じく日本のミリタリーショップで購入してきたものだ。

　
砦
 とりで

 に行った時に目にした景色を思い出しながら、周囲に広がっていた草の色に似た素材のギリースーツを手当たり次第に購入してきた。

　その時に無線機も購入してきており、この場にいる全員に装備させている。

　無線機は、デジタル簡易無線と呼ばれるものだ。

　今回調達してきたものは、アンテナを介せば場所によっては２００キロメートル先でも通信ができる高性能品である。

　耳に入れるタイプのイヤホンと、骨伝導で会話ができるマイクを組み合わせたタイプのものを選んできた。ヘッドセットと合わせて１組７万円もしたのだが、免許不要で購入、使用することができるということで、数十組まとめて購入してきた。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 はこの場にはおらず、ナルソン邸の屋上でナルソンやリーゼたちとともに、バレッタたちからの連絡を待っている。

　バレッタは左手に持っていた携帯用アンテナを、胸元に付けたデジタル簡易無線機に接続した。

　アンテナを頭上に掲げ、無線機を操作する。

「こちら救出班、こちら救出班。イステリア聞こえますか。どうぞ」

　無線機を送信から受信に切り替える。

『こちらイステリア。よく聞こえます。作戦は実行できそうですか？　どうぞ』

　少しの沈黙の後、皆の耳に
一
 かず

 
良
 ら

 の声が響いた。
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「こちら救出班。問題なく実行できます。今から作戦を開始します。そちらもいつでも動き出せるよう、準備を整えておいてください。どうぞ」

『イステリア了解。作戦の成功を祈ります。皆さん、無事に帰ってきてください。どうぞ』

「こちら救出班。了解しました。全員、生きて帰ります。通信終わり」

　掲げていたアンテナを下ろし、通信を終了する。

「……いまさらながらに思いますが、カズラ様の持っている道具はすさまじいですね。こんなの、相手からしてみれば反則ですよ」

　皆と一緒に通信を聞いていた黒ずくめのアイザックが、心底感心したように
唸
 うな

 る。

　数日前から、ジルコニア救出班として選出された村人とアイザック、ハベルは無線を実際に使って救出時の想定訓練をしていたのだが、どうしてこの小さな道具が遠距離と通信できるのか、いまだにさっぱり理解できなかった。

　一度バレッタに説明をしてもらったことがあるのだが、『電波という目に見えないものに情報を乗せて飛ばしている』といった最初の説明のくだりで頭がパンクした。

　彼の隣にいたハベルが、胸元に這わせた無線とヘッドセットを繋ぐケーブルを
撫
 な

 でながら同意するように
頷
 うなず

 く。ハベルも、皆と同じように全身黒ずくめだ。

「これさえあれば、どんな大軍を率いたとしても、統率が乱れるといったことがなくなりますね。どんな強力な兵器よりも、この小さな無線機のほうがよほど恐ろしく私には思えます」

　アイザックとハベルは長剣で武装していて、近接戦闘班である。

　バリンをはじめとする他の村人も長剣や
槍
 やり

 を装備しているが、中にはクロスボウを持っている者も数名いた。ジルコニアの救出後に追っ手を出されることは十分考えられるので、万が一に備えてのことである。

　皆、動きやすいようにということで、重い金属の鎧は身に着けていない。代わりに、
一
 かず

 
良
 ら

 が調達してきた防刃ベストと、金属板入りの手甲や
脛
 すね

 あてを装備している。ぱっと見、古代と現代の装備が入り混じった奇妙な特殊部隊、といったいで立ちだ。

「さて、そろそろ行きましょう。バレッタさん、打ち合わせどおり、万が一の時は速やかに撤退してください。間違っても、助けにこようなどとは考えないように」

　ロズルーの言葉に、バレッタが
頷
 うなず

 く。

　救出班の主力はロズルーであり、侵入するのも彼だけだ。防壁を素手でよじ登る曲芸のような真似をできるのが、彼だけだからである。すでに砦内の地図は頭に入っており、侵入地点の選定も済んでいる。

　歩哨を倒して砦内に侵入し、納骨堂から地下通路を通って倉庫内部へ到達して、ジルコニアと合流してそのまま元来た道を通って
砦
 とりで

 の外へと抜け出すのだ。

　芋虫チョコを使った連絡が上手く伝わっていれば彼女は起きて待っているはずなので、床下から声をかけても不審がられることはないだろう。

　もし脱出時に敵に見つかった場合は、強引に切り抜けるしかない。

　その時はおそらく、命は無いだろう。

　

　森の中を静かに移動し、
砦
 とりで

 を望む森の切れ目に到達した。

　
闇
 やみ

 の中、５００メートルほど先に、ぼうっと
砦
 とりで

 の防壁が浮かび上がって見える。

　夜空には細い月が浮かんでいるが、ほぼ新月であり、大地を照らす光はかなり弱々しい。

「では、行ってまいります。ターナ、弓を」

　ロズルーが、妻から弓と矢筒を受け取る。慣れた手つきでそれらを背負う彼の
頬
 ほほ

 に、ターナが手を添えた。口元を覆う布を少しさげ、口づけをする。

「行ってらっしゃい。帰ってきてね」

「あ、ああ」

　泣くのをこらえるような表情で笑顔を作っている妻に、ロズルーが
頷
 うなず

 く。

「かーっ！　見せつけてくれるねぇ！」

「うう、俺も結婚したい……」

「村にいる女で美人で性格が優しいのって、考えてみたらターナさんとバレッタちゃんだけだよな」

「ああ。あとはみんな、縄張りを荒らされたウリボウみたいな気性の荒い奴らしかいない」

「当たりが両方お手付きとか、独り身の俺らは絶望するしかないのか……」

　やいのやいの騒ぐ若者たちに、ロズルーとターナが顔を赤くする。

「じゃ、じゃあ、行ってくる。皆、何かあったらすぐに連絡してくれ」

　ロズルーは慌てたように言うと、
砦
 とりで

 の防壁へと目を向けた。

　身をかがめて走り、近くの低木へと身を隠す。

　まるで忍者のような動きでそれを繰り返し、少しずつ
砦
 とりで

 への距離を詰めていった。

　

　それから十数分後。

　ロズルーは
匍
 ほ

 
匐
 ふく

 前進の体勢で、
砦
 とりで

 から１００メートルほどの地点に近づいていた。

　もはや、周囲には低木や
藪
 やぶ

 は１つもなく、膝ほどの高さの草が一面に生えているだけだ。

　防壁上の歩哨の動きを見極めながら、静かに距離を詰めていく。

　さらに防壁との距離が近づき、約60
 メートルにまで近づいた時。

　歩哨がぴたりと動きを止め、こちらをじっと見つめだした。

　ロズルーは息を殺し、身じろぎ一つしない。

　やがてその歩哨は小首を傾げると、再び他の方向へと顔を向けた。

　――限界だな。

　ゆっくりと、背負った弓を手元に手繰り寄せる。

　矢筒から、矢を１本取り出した。

　這いつくばった姿勢のまま、左手で弓を掴み、右手で矢を
番
 つが

 える。じわじわと、まるで芋虫が這うような動作で、ゆっくりと矢の先を歩哨へと向けた。

　深く息を吸い、止める。歩哨がこちらへと顔を向けた瞬間、矢を放った。

　どすっ、という鈍い音とともに、その眉間に矢が突き刺さる。

　自分の身に何が起こったのかすら理解できないまま、彼はその場に崩れ落ちた。

　すぐさま２本目の矢を取り出し、ばっと身を起こす。

　離れた場所に巡回に回ってきた歩哨が、物音に気づいてそちらに顔を向けたのが視界の
隅
 すみ

 に映ったからだ。ロズルーの位置からは１２０メートル近く離れているが、やるしかない。

　膝立ちになり、限界ぎりぎりまで弦を引き絞り、放つ。

　ひゅっと鋭い音を微かに響かせて矢は飛翔し、その歩哨の首に突き刺さった。

　彼は数秒、喉元を触る仕草をして、膝から崩れ落ちるようにその場に倒れた。

　防壁に駆け寄り、石材と石材の隙間に手をかける。

　まるでトカゲが壁を這い上るように、すいすいと十秒ほどで防壁の上まで這い上がった。

　矢が突き刺さって絶命した兵士の死体が、目の前に横たわっている。矢は
貫
 かん

 
通
 つう

 していないようで、血もほとんど出ていない。

　ロズルーは横たわっている死体を転がし、少しでも目立たないようにと防壁の壁際に押しやった。続けて、腰をかがめてもう一つの死体へと駆け、同じように転がす。

　ヘッドセットの送信ボタンを押し、息をついた。

「こちらロズルー。歩哨は片付けた。侵入する」

　小声で言うと同時に、防壁の内側へと飛び降りた。

　

　その頃、流木虫の
燻
 くん

 
製
 せい

 の香りが立ち込める倉庫内で、ジルコニアは床に手を添えていた。

　今日の夕食後、箱詰めされていた最後の芋虫（チョコレート）を食べ終えた。

　芋虫を食べ始めてから体調は抜群であり、以前に比べれば腕力も強くなっているような気がする。先日、試しに机を持ち上げてみたのだが、自分の身長ほどもあるどっしりとした木の机を、１人で楽々と持ち上げることができた。

　収監されてからというもの、毎日腕立てやら腹筋といった筋トレはしていたのだが、今ではこなせる回数が大幅に向上し、よほどのハードワークをしなければバテるということもなくなっていた。

　予想が正しければ、今夜何かが起こるはずだ。

　もし本物の芋虫の数もメッセージに含まれていたら、その何かはまた数日後に先送りとなるのだが。

「……幽霊、か。本当にそんなものがいるのかしらね」

　納骨堂の幽霊騒ぎを思い出し、ぽつりとつぶやく。

　そんなものがもしいるのなら、ぜひとも一度お目にかかってみたいものだ。もう一度会いたい人たちは、大勢いるのだから。

　床板に手をかけ、ゆっくりと持ち上げる。地下へと続く、真っ暗な階段が姿を現した。

　ティティスがここに住まなくなったその日から、ジルコニアは食事のたびに、出されたスプーンやナイフを使って、床板の釘を少しずつ引き抜いていた。

　ものの数日で釘は抜き終わり、地下通路内も点検済みである。

　自分を救出する算段をナルソンが立てたのだとしたら、バルベール軍に知られていないこの通路を利用することは想像に難くない。だが、砦内まで誰かを侵入させるかどうかは分からない。

　先に納骨堂まで行っているべきか、などとジルコニアが考えていると、とんとん、と扉がノックされた。慌てて床板を閉め、ベッドに腰かける。

「ジルコニア様、ジルコニア様、私です。フィレクシアですよ」

　
囁
 ささや

 き声が響き、ゆっくりと扉が開いた。ひょこっと顔を覗かせたフィレクシアは、ジルコニアと目が合うとにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「よかった、まだ起きて……くさっ!?
 　くっさいですねここ!?
 」

　室内に入るなり、充満する
燻
 くん

 
製
 せい

 の臭いに鼻を押さえるフィレクシア。

　ジルコニアはすでに鼻が麻痺してしまっているため、何も感じない。

「……こんな時間に、何の用？　もう寝ようと思っていたのだけれど」

　何とも間が悪い訪問に、ジルコニアは内心舌打ちしながら言う。

「ご、ごめんなさいです。どうしてもお話がしたくて。そ、それと、やっぱりそんなに臭くないと思うですよ」

　不機嫌そうなジルコニアの声に、フィレクシアが慌てて頭を下げて謝った。臭いに関してもご機嫌を取ろうとしているが、そんなことはどうでもいい。

「見張りがいたでしょう？　止められなかったの？」

「少し遠くで音を立てて、そこの様子を見に行っている隙に忍び込んだですよ」

「忍び込んだって……見張りは２人でしょう？　２人とも見に行ったわけ？」

「１人がトイレに行ってる隙にやったんです！　まんまと作戦成功なのですよ！」

　得意げに、その控え目な胸を張るフィレクシア。

　そんな彼女に、ジルコニアは呆れた顔を向けた。

「そう。でも、帰りはどうするのかしら？」

「え？　……あああ!?
 　どど、どうしましょう!?
 」

「知らないわよ……」

　慌てふためくフィレクシアに、ジルコニアが眉間を押さえる。

「と、とりあえず、今夜はここに泊まらせてください。朝食が運ばれてきた時に、こっそり抜け出します！」

「え、いや、それはちょっと……」

　非常に困る申し出に、ジルコニアはたじろいだ。もし地下通路を通ってナルソンの手引きした者が救出に来たら、フィレクシアは邪魔だなんてものではない。

　その時は殺してしまうか、気絶させるなり拘束するなりしなければならないだろう。

　戦闘中に敵兵を殺すのなら何も感じずにこなせるが、まったく無抵抗の、しかも何度か言葉を交わした相手を殺すというのはかなり抵抗がある。

　10
 年以上前に行ったバルベールの小さな村での凶行を思い出し、背中に嫌な汗が流れた。

「お願いします！　ティティスさんに見つかったら、今度は怒られるだけじゃ済まないと思うのですよ！　助けてください！」

「自業自得でしょ。知らないわよ。私を巻き込まないでくれる？」

「そ、そんなぁ」

「ほら、もう帰りなさい。今なら、勝手に入ってきたあなたを私がつまみ出したってことで済むかもしれないわ。あまり時間を食うと、それこそ何を話していたんだってことになって
洒落
 しやれ

 じゃ済まなくなるわよ」

「で、でも、ジルコニア様とお話ししたいです……」

「だから、ダメだって言ってるでしょう。前に言ったように、ちゃんと許可を貰ってから出直してらっしゃい」

「……うー！」

「え、ちょ、ちょっと、どこに行くの？」

　フィレクシアは涙目で
唸
 うな

 ると、部屋の
隅
 すみ

 につかつかと歩いて行ってしまった。

　すとんとその場に座り込み、膝を抱える。そこは、地下へとつながる階段の上だった。

　ジルコニアは慌てて、彼女に駆け寄る。

「いいって言ってくれるまで、ここを動かないですよ！」

「あのね、私はあなたのためを思って言ってるのよ？　悪いことは言わないから、今すぐ帰りなさい」

「……」

　ぷいっと顔を背け、いじけたように口をつぐむフィレクシア。だがその時、彼女は何かに気づいたように、自身が座っている床に目を向けた。

　床板の隙間から、ぎょろっとのぞく青色の
瞳
 ひとみ

 と目が合った。

「っ!?
 　はひゃああああ!?
 」

　フィレクシアが耳をつんざくような悲鳴を上げ、思い切り後ずさって背中を壁に押し付けた。

　同時に、部屋の扉が開いて２人の警備兵が駆け込んできた。

「おい！　どうし……げっ!?
 」

「何でフィーちゃんがいるんだ!?
 」

　フィレクシアの姿を目にし、警備兵たちがぎょっとした顔になる。

「め、目がっ！　そこに目がっ！」

　フィレクシアは半泣きで壁に張り付きながら、自分の座っている床板の隙間を指差した。

　警備兵たちは顔を見合わせ、つかつかとフィレクシアの下へと歩み寄った。

　床に目を向け、隙間を見つめる。部屋が薄暗くてよく見えないというのもあるが、特に変わった様子は見られない。

「……何もないじゃないか。ていうか、フィーちゃん、どうやってここに入ったんだよ」

「あ、まさか、さっきの物音立てたのってフィーちゃんだったのか!?
 　その隙に、ここに入ったんだろ！」

　１人の言葉に、フィレクシアが「うっ」と言葉を詰まらせる。それを見て、彼はやれやれと頭を掻いた。

「あのさ、こういうのほんっとうに勘弁してくれないか。バレたら俺たち、減給食らったり懲罰労働食らわされたりするんだよ」

「う……ご、ごめんなさいです。でも、目は本当に見たんです！　床下に何かいるんですよ！」

「分かった、分かった。後で調べてやるから、今日はもう行こう。な？」

「ジルコニア様、大変申し訳ありませんでした。できれば、このことは内密にしていただけると……」

「え、ええ。分かったわ。誰にも言わないから」

「ありがとうございます。ほら、フィーちゃん、行くぞ」

　警備兵の１人が、フィレクシアの腕を掴んで無理やり立たせ、引き寄せる。

「ま、待ってください！　本当に見たんです！」

　フィレクシアは警備兵の手を振り払うと、床板をばん、と叩いた。下に空間があるような、軽い音が響く。

　その音に、警備兵たちの顔色が変わった。

「フィーちゃん、こっちに来――」

　１人がもう一度フィレクシアの腕を掴んだ時、突如として床板が跳ね上がり、中から草にまみれた腕が伸びて警備兵の腕を掴んだ。一瞬のうちに、彼は真っ暗な床下に引きずり込まれる。

　それと同時に、ジルコニアはもう一人の警備兵の喉元目掛けて思い切り拳を叩き込んだ。

　ぐしゃっ、という嫌な感触とともに、その警備兵が力を失って床に崩れ落ちる。

「ひっ！」

　突然の出来事に引きつった声を漏らすフィレクシアの口を、ジルコニアが手のひらで掴んで壁に押し付けた。

「……だから、早く帰れって言ったのに」

「んうっ！　むー！」

　やるせないように息をつくジルコニアに、フィレクシアは涙目で、いやいやと小刻みに首を振る。腕を掴んで引きはがそうとするが、どんなに力を込めてもびくともしない。

「ジルコニア様、お急ぎください」

　引きずり込んだ警備兵を仕留めたロズルーが、血濡れの短剣を手に床下から顔を覗かせる。

　彼はフィレクシアを押さえつけているジルコニアの姿に、顔をしかめた。ジルコニアもまた、まるで草の化け物のような格好をしている彼の姿を見て、ぎょっとした顔になる。

「……失礼します」

　ロズルーは床下から這い出ると、フィレクシアの首に両手を添えた。そのままぐっと締め上げ、数秒でフィレクシアは白目を
剥
 む

 いてその場に崩れ落ちた。ロズルーがちらりと、ジルコニアに目を向ける。

「とどめはいかがなさいますか？」

　ジルコニアは倒れているフィレクシアを見下ろし、逡巡した。しばらく前に彼女が初めてここを訪れた際に、話していた言葉を思い出す。

「……いいのよ。放っておきましょう」

　ジルコニアは警備兵の死体から長剣をベルトごと奪い、腰に装着した。そしてフィレクシアを
一
 いち

 
瞥
 べつ

 して、再びロズルーに向き直った。

「あなた、名前は？」

「ロズルーです。カズラ様の意に従い、グリセア村からやってまいりました」

「……そう。よく来てくれたわね」

　ジルコニアが言うと、ロズルーは胸元に伸びる無線機のスイッチに手を添えた。

「こちらロズルー。ジルコニア様と合流した。これより脱出する。どうぞ」

「……それは？」

　何をしているのだろう、とジルコニアが小首を傾げる。

「無線機という道具です。同じ道具を持っている者同士なら、別々の場所にいても話ができます。遮蔽物がある場所だと、話せないこともあるようですが」

「そんな道具が……ああ、そういえば『監視カメラ』も同じように離れた位置にいても声が聞けたりしたわね」

　感心したように
頷
 うなず

 くジルコニア。ロズルーは数秒動きを止めていたが、イヤホンから何も応答がないと判断すると、ジルコニアに目を向けた。

「ここからでは連絡できないようですが、問題ありません。行きましょう」

　ロズルーが懐からペンライトを２つ取り出し、スイッチを入れて１つをジルコニアに手渡した。真っ暗な階段を照らし、速足で下っていく。ジルコニアも彼に続き、地下へと足を踏み入れた。





　

転章

　

　雲一つない青空の下、完全武装の騎兵たちの先頭を、カイレンは進んでいた。

　街道沿いに並ぶ木々の間からは、風に揺れる金色の麦畑と、それをせっせと収穫する農夫たちの姿が見える。アルカディアより北方に位置するこの辺りでは、今が刈り入れの最盛期だ。

「今年は豊作みたいだな。よかったよかった」

　ぱからぱからと
蹄
 ひづめ

 の音を響かせながら、カイレンは隣を進む大男に呑気な声をかけた。大男は心底
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 そうな顔で、おざなりに
頷
 うなず

 いてみせる。

「何だよ、元気ねぇな。お前らしくもない」

　カイレンがそう言うと、大男――ラース――は不快そうな顔を彼に向けた。

　彼は、カイレン率いる第10
 軍団がアルカディアの
砦
 とりで

 を急襲したと聞きつけて、大慌てで自身が指揮する第14
 軍団を飛び出してきたのだ。途中、元老院に召還されたから一緒に来てくれ、とカイレンから連絡を受け、待ち合わせ場所として指定された首都近くのこの場所で、数時間前に彼と合流して今に至る。

　弟のラッカにも連絡がいっているはずなのだが、彼はいまだに姿を現していない。

「……お前、殺されるぞ。自分が何をやらかしたのか分かってんのか」

　暗い声で言うラースに、カイレンはやれやれとため息をついた。

「お前がいるじゃないか。いざという時は守ってくれ。な？」

　にっ、と少年のような笑顔を向けるカイレン。ラースはこめかみを押さえて、深くため息をついた。

「あのな、普通に考えて、反逆罪で絞首刑レベルの大罪なんだぞ？　俺に守れるわけがないだろうが。今からでも、どこかに身を隠したほうがいい。……ってか、よく今まで元老院に捕縛されなかったな」

「俺だって、何の考えもなしにこんなことやらねえよ。きちんと手は打ってある」

　自信ありげに言うカイレンに、ラースがいぶかしんだ目を向ける。反逆罪をどうこうできるような手など、まったく考え付かない。

「どんな手だよ……あとあれだ、第６軍団長の……ああ、なんて言ったっけ？」

「マルケスか？」

「そう、そいつだ。やたらと縄張り意識が強いって
噂
 うわさ

 を聞いたことがあるが、そいつはどうしたんだよ」

「あー、えらく怒ってたなぁ。顔を青くしたり赤くしたり、顔色がころころ変わって面白かったぞ。いやあ、実に傑作だった」

　
砦
 とりで

 を制圧後、訓練のために軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 を出ていたマルケスは、大慌てで
砦
 とりで

 へとやってきた。

　そしてカイレンを見つけるなり、殴りかからんばかりの勢いで怒鳴りつけてきた。

　それもそのはず、マルケスは元老院から、ともすれば反抗しがちなカイレンをよく見ておくようにと指示を受けていたのだ。

　カイレンによる休戦協定破りというとんでもない蛮行は、マルケスにも責任が降りかかってくる。激怒して当然だ。

「怒ってたって、それでどうしたんだよ」

「どうもしなかったぞ。やっちまったもんは仕方がないって言ってやったら、絶句して軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 に引き上げていったな。それから一度も顔を見てない」

　マルケスの心情を察し、ラースはやれやれとため息をついた。ラースはあくまでもカイレンの味方だが、この男のしでかすことは時折理解できる
範
 はん

 
疇
 ちゆう

 をはるかに超える。

「お前ってやつは……嬢ちゃんには止められなかったのか？」

「いんや、一度も止められなかったぞ。心配はされたけどな」

　ティティスはこの場にはおらず、
砦
 とりで

 でカイレンの代わりに軍団を仕切ってくれている。

　歳のわりに落ち着いており、人の扱い方を心得ていて非常に頼りになる。何より、８年も前からカイレンの
傍
 そば

 で軍団生活をしている古株なため、今では名実ともに軍団にはなくてはならない存在だ。

「はあ……嬢ちゃんが止めなくてどうするんだよ。他に止められる奴なんていねえだろうが」

「そんなに心配すんなって。それに、お前らだって止めなかったじゃないか」

「止めるって、前に『
砦
 とりで

 をぶっ潰す』って言ってた時のことか？　開戦前に攻め込むなんて一言も言ってなかっただろうが」

「ありゃ、そうだったか？　ま、黙って俺に付いてきてくれ。悪いようにはしないからさ」

　その時、前方から激しい
蹄
 ひづめ

 の音が聞こえてきた。２人が顔を向けると、土煙を上げてこちらに向かってくる数十の重騎兵が見えた。騎兵の後方からは、２頭のラタに引かれた２輪馬車が付いてきている。２輪馬車の後尾には、軍団旗がはためいていた。

　彼らはカイレンたちの前にまでやってくると、ラタを止めた。

「カイレン軍団長！　エイヴァー執政官の命にて参りました！　これより、凱旋のお手伝いをさせていただきます！」

　張りのある声で、若い兵士が宣言する。

　凱旋、という単語に、ラースは驚いた顔をカイレンに向けた。

「ご苦労！　俺が乗る馬車は、そのイカしたやつかい？」

「はっ！　今日のために、目一杯飾り付けてまいりました！」

　金細工、銀細工、宝石で飾られたそれは、きらびやかを通り越して過剰装飾とも言えるほどだった。美しさよりも、目立たせることを優先して作られた凱旋馬車だ。

　カイレンは満足げに
頷
 うなず

 くと、ラタから降りた。

「ラース、馬車の先導を頼む」

「お、おう」

　ラースは言われるがまま、ラタを動かして馬車の前に向かう。やってきた騎兵たちは、カイレンを守るように馬車の両脇に並んだ。

　

　その頃、首都バルベールの元老院議事堂では、
喧
 けん

 
々
 けん

 
囂
 ごう

 
々
 ごう

 の騒ぎになっていた。

　この場に集まった３００人の議員たちの半数以上が、怒声を上げたり不安そうに付近の者と言葉を交わしている。

「くそっ！　くそっ！　何が凱旋だ、ふざけるな!!
 」

　騒ぎ立てる議員たちの中で、ひと際大きな声を上げている者がいた。

　この国に２人いる執政官のうちの１人、貴族出身のヴォラス・クロヴァックスである。

　彼は薄くなった額に青筋を浮かべ、手にしていた銀のコップを壁に思い切り投げつけた。中に入っていた果実酒がぶちまけられ、がらがらとコップが大理石の床に転がる。

　議場の外からは、楽し気な喧騒が聞こえてくる。

　首都へと凱旋するカイレンを歓迎し、街全体がお祭り騒ぎになっているのだ。

「こんなことが、どうして許される!?
 　あの青二才のせいで、この国の
面
 めん

 
子
 つ

 は丸潰れだ！」

　当初、アルカディアの
砦
 とりで

 を第10
 軍団が奇襲攻撃したとの連絡を受けた元老院は、まったく想定していなかったその行為に、大混乱に
陥
 おちい

 った。今まで苦労して進めてきた
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 や近隣諸国との交渉、そして同盟国のいくつかとの水面下でのやりとり、そのすべてが
灰
 かい

 
燼
 じん

 に帰してしまうかもしれないほどの蛮行である。

　当然のように、大罪人であるカイレンを議場でつるし上げよ！　となったのだが、さらに驚くべきことが起こった。

　市民の間で、
砦
 とりで

 を奪った第10
 軍団と、それを率いるカイレンを称賛する動きが爆発的に広がったのである。

　バルベールは、戦時中はアルカディアとの戦いで大損害を立て続けに被り、村落を焼き討ちされるという大失態を犯した。最近では、再び国境沿いの村落や隊商への襲撃が繰り返されているという
噂
 うわさ

 も街中に広がっていた。

　そこにきて、北方から配置換えになった第10
 軍団が、仲間の無念を晴らすかのごとく、アルカディアが誇るかの激戦地の
砦
 とりで

 を急襲して奪い取ったとのニュースである。

　軍は何をやっているんだ、といった思いが
蔓
 まん

 
延
 えん

 していた市民たちにとって、カイレンの取った行動は英雄そのものだったのだ。

「こうなってしまったものは仕方がないでしょう。どうか落ち着いてください」

　そんな彼に、それまで静かに席に着いていた男が声をかけた。もう１人の執政官、平民出身のエイヴァーである。短い金髪のくせ毛と、理知的な目付きが印象的な中年の男だ。

「この状況でカイレン軍団長をつるし上げれば、市民が暴動を起こします。ここは、彼の人気を利用すべきです」

「ここまで我ら元老院をコケにされて、よくそんなことが言えるな、エイヴァー執政官！　奴の取った行動は反逆罪にも等しいのだぞ！」

「それはそれ、これはこれですよ。民意はもはや、どうしようもありません。彼をこのまま祭り上げるほかないではありませんか」

　エイヴァーがそう言うと、ヴォラスはさらに表情を怒りで
歪
 ゆが

 めた。

「祭り上げる!?
 　そんなことをすれば、この国の信用は地に落ちるぞ！　他国との交渉もなにもあったものではない！」

「地に落ちる、ではありません。今回の一件で、すでに地に落ちています。流れに逆らわず、舵を切るよりほかにないと思いますが」

　エイヴァーの言葉に、ヴォラスが彼を忌々し気に
睨
 にら

 みながらも押し黙る。彼の言う言葉が的を射ていたからだ。それまで騒いでいた他の議員たちも、エイヴァーの意見に同意するようなひそひそ話をし始めた。

　エイヴァーは立ち上がると、議場にひしめく議員たちを見渡した。

「今はカイレン軍団長への処分は保留とし、彼の人気を利用することとしましょう。彼の下には、すでに私の手のものを送ってあります。せいぜい良い気分にさせて、我らの手のひらで踊ってもらいましょう」

　

　それから数時間後。

　カイレンとラースは首都にたどり着き、元老院議事堂へと続く大通りを進んでいた。

　通りには街中の人々が押しかけており、道の両脇にひしめき合っている。通りに面した建物からは、人々が手を振っていた。割れんばかりの歓声が響き渡り、そのすべてがカイレンを称賛するものだ。

　市民たちが自ら用意したのか、彼が進む道には色とりどりの花びらが撒かれ、楽し気な音楽があちこちから聞こえてきていた。

「うおお……マジかよ。こりゃすげえ……」

　その光景のすさまじさに、ラースが圧倒されたようにつぶやく。二輪馬車に乗るカイレンは、笑顔で市民たちに手を振っている。
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「兄上！」

　口を半開きにしながらラースが先頭を進んでいると、前方からラタに乗った弟のラッカが駆けてきた。くるりと旋回し、ラースの隣に並ぶ。

「ラッカ、来てたのか」

「はい。万が一に備え、通りの建物に兵を配置していました。この騒ぎでは、気休めにしかならなそうですが」

「……ああ、確かにその危険はあるか」

　ラースが、道の両脇にひしめき合う市民たちへと目を向ける。

　カイレンはその卓越した指揮能力から、北方地域での
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 との戦いで数々の功績を立てていた。家柄も良く、部下からも
慕
 した

 われており、傍から見れば文句なしの優秀な軍人だ。

　だが、いかんせん、彼は元老院に対してかなり反抗的だった。

　自分が納得しなければ、たとえ議会の決定だと通達されても、のらりくらりと上手く理由を付けて従おうとしない。かと思えば、元老院に通達もなしに、あちこちの国やら部族と勝手に交渉をしてしまう。そしてそれが上手いこと転がってしまうことがほとんどで、功績を立てている手前、元老院としても厳重注意をするくらいで、重い処分をすることは難しい。

　そういうわけで、彼はあまり元老院から良く思われていないのだ。

　そこにきて、休戦協定破りという大事件である。

　コケにされたと感じた元老院議員から、刺客の一人や二人送られていても不思議ではない。

　もっとも、今そんなことをしようものなら、怒り狂った市民たちによって、今度は元老院議員たちが命を狙われることになるだろう。

「しかし、こんなことになってるなんて思いもよらなかったな」

「本当に。これほど市民に人気があるのなら、今のカイレンは元老院や執政官以上の影響力を持っているでしょうね」

　その言葉に、ラースがラッカに、はっとした視線を向けた。

　市民から熱狂的な支持を受けているカイレンを止めることができる者は、この国には誰一人としていないのだ。

「兄上、どうやら、カイレンは本気のようです。我々も腹を括りましょう」

　遠目に見えてきた元老院議事堂を眺めながら言うラッカに、ラースはたじろぎながらも
頷
 うなず

 いた。





　

番外編　Dear friend

　

　バルベールによる
砦
 とりで

 への奇襲攻撃があってから、約半月後の午後。

　イステリアの中心部にほど近い高級商業区画に、バレッタとリーゼの姿があった。

　２人は店先に置かれた木箱の前にしゃがみこみ、
綺
 き

 
麗
 れい

 に陳列された卵を眺めていた。

「……分からないや。鮮度以外にも、何か見分けられるの？」

　うーん、と考え込んでいたリーゼが、卵の１つを指でつつきながら言う。

　リーゼはバレッタからの誘いで、昼食に使う食材の買い出しのため、街の高級商業区画にやってきていた。

　その最中、店先にたくさん並ぶ卵を見たバレッタが、「ハズレの卵を引かない方法って知ってます？」とリーゼに聞いてきたのだ。

　エイラの買い出しに時折付きあっていたリーゼは、その時エイラが卵を選んでいた光景を思い出して即座に「水に沈めて確かめる」と答えた。

　卵を水に沈めると、鮮度のいいものは水の底で横になる。逆に古くなったものは丸みを帯びた部分を上に向けて水中で直立したり、腐敗している場合は水面に浮き上がるのだ。

　理由を聞かれたリーゼがそのことを説明すると、バレッタは「正解です。でも、その方法で、もう１つ判別できることがあるんですよ」と言ってきた。

　水に沈める方法は新鮮か古いかの判別に使うだけだと思っていたリーゼは、答えが思いつかずに降参した。

「水の底に沈んで直立している卵だと、割った時に生まれる直前の雛が出てくることがあるんです」

「えっ、そうなの!?
 」

　初めて耳にした情報に、リーゼが驚きの声を上げた。

「はい。村にいた頃は、森で野鳥の卵を見つけたら、判別するのに使っていました」

「そうなんだ……確かに、料理に使おうとして割ってみたら雛が出て来た、とか嫌だもんね。そうやって見分けるんだ……」

　感心するリーゼに、バレッタが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。ちなみに、水中で直立せずに斜めになった場合は、半分身体ができかけた状態の雛が出てくることがある。料理をしている最中に、鍋に直接卵を割り入れようとしてそんなものが出てきたら大惨事になるので、野鳥の卵を使う際は必ずそうやって確認してから使わなければならない。

「こういったお店に並んでいるものは新しいものばかりのはずなので、そんな心配はないと思いますけどね。それでも一応、念のため」

　バレッタは店員に水桶を持ってきてもらうと、そこに卵を沈め始めた。どれも桶の底で横たわっており、新鮮なようである。

　２人は店員に礼を言い、いくつかを買って店を後にした。

　

「そうだ！　ついでに、何かお菓子も探しに行きませんか？」

　通りをてくてくと並んで歩いていると、突然バレッタがそう提案した。いいことを思い付いた、といった様子で、ニコニコ顔である。

「うん、いいよ。少し行った先に人気のお菓子屋さんがあるんだけど、行ってみる？」

「人気のお菓子屋さんですか！　ぜひ行ってみたいです！　私、お菓子屋さんは小さい頃に一度だけしか行ったことがないので、すごく楽しみです！」

　バレッタはとても嬉しそうに、手を合わせて
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。そんな彼女に、リーゼも
微
 ほほ

 
笑
 え

 み返した。

　バレッタはグリセア村からナルソン邸に戻ってからというもの、ことあるごとにリーゼに声をかけていた。

　工房との往復で忙しいながらも何とか時間を捻出し、リーゼが徴募兵たちへの激励に赴く際などには必ず同伴した。日課の早朝訓練の時間にはリーゼよりも先に中庭に出向いて待っていたし、リーゼが一人になる隙を与えないよう、常に付いて回っていた。

　リーゼは
砦
 とりで

 から戻ってきてからずっと、普段通り皆に明るく振舞っていた。だが、そのじつ本当は
酷
 ひど

 く神経をすり減らしており、皆に心配をかけまいとなけなしの元気を振り絞っていた。

　バレッタはそんなリーゼのちょっとした仕草や雰囲気から、彼女の異変に気づいていたのだ。

　リーゼもバレッタの気遣いには気づいており、
余
 よ

 
計
 けい

 な心配をかけないよう、いつもどおりに振舞おうと心掛けていた。
一
 かず

 
良
 ら

 やナルソンをはじめとする他の者たちは、いつもどおり明るい彼女の様子に、特に心配はしていないようだった。

　だが、その裏で、リーゼは
砦
 とりで

 で目にした光景を毎晩夢に見ては、夜中に何度も目を覚ましていた。いつも
傍
 そば

 にいたジルコニアの姿がないことは、食事で席に着くたびに彼女の心を
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 にさせた。表情や態度にそれを出したつもりはないのだが、バレッタはそんな彼女の様子を敏感に感じ取り、こうして常に
傍
 そば

 にいようとしているのだ。

　あれこれと明るい調子で２人は言葉を交わしながら、目的の店へとやってきた。

　温かみのある暖色系の床板。商品が陳列しやすいように機能性を重視しながらも、所々に美しい彫り物が加えられた高級感あふれる商品棚。店の奥にはソファー席が設けられ、そのすぐ
傍
 そば

 に設置された大きく開かれた窓からは、花々の咲き乱れる花壇が見える。天井には採光用の天窓が設けられており、店内に差し込む太陽光は素晴らしい解放感を醸し出していた。

「わあ……素敵なお店ですね！」

　店に足を踏み入れたバレッタが、その洗練されたデザインに感嘆の声を漏らした。

「でしょ？　ここ、すごく人気でいつも混んでるんだよね。今日は比較的空いてるみたいで、よかったよ」

　店内には数名の女性客がいて、のんびりと商品を眺めながら買い物を楽しんでいる様子だ。

　徴兵が開始されて街は物々しい雰囲気になりつつあるが、まだ戦争が再開されたわけではない。

　徴兵や強制招集の対象になっていない市民たちは、普段通りの生活を送り続けている。

「いらっしゃいませ！　どうぞごゆっくり！」

　店の奥で商品を陳列していた若い女性店員が、２人に気づいてにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで
挨
 あい

 
拶
 さつ

 した。

　他の店のようにリーゼを見て駆け寄ってくるような真似はせず、ひと声
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると再び陳列作業に戻った。

　２人は並んで店内を散策し、陳列された商品を見て回る。

「なんか、どれも変わった名前が付いているんですね。こんな売り方もあるんだ……」

　商品とともに置かれているネームプレートを見て、バレッタが感心し声を上げた。

　この店では他店と差別化を図るためか、商品にそれぞれ個性的な名前を付けているようだ。

　ごくごく普通のプレーンクッキーですら、『気の置けない仲間たち』という、かなり変わった名前が付けられている。そしてその隣には、『普通のプレーンクッキーです』と商品の説明も、ちゃんと添えられていた。

　商品名は、明らかにウケを狙っているものや詩的なものなど、バリエーションに富んでいて、思わず店中の商品を確認したくなってしまう。

「ね、面白いよね。すごく興味を引くし、お店自体の印象も残るし、よくこんな売り方考えたよね」

「ですよね……そっか、
美味
 おい

 しいお菓子を作る以外にも、こんなふうに他のお店とは違う売り方を考えることも大切なんですね……」

　心底感心した様子で、バレッタは
頷
 うなず

 いている。

　その後、２人は目に付いた
美味
 おい

 しそうなお菓子や、それに添えられた商品名についてあれこれと言葉を交わしながら、気になった商品をいくつか買い物カゴに入れていった。

　店内のお菓子は、ドライフルーツや果糖を加えたクッキーといった甘いものが中心だ。値段設定は少々高めだが、材料にこだわっているらしく、それぞれの商品の脇に置かれたボードには、材料の産地や格付け表記がなされていた。

「うーん、何だかどれも食べたくなっちゃいますね……あ、これすごく豪華ですね！　
美味
 おい

 しそうです！」

　ドライフルーツをふんだんに使ったフルーツタルトのホールを見て、バレッタが
瞳
 ひとみ

 を輝かせた。大人の女性の手のひらほどの大きさのそれは、１ホールで４人前といったところだろうか。

　盛り付けられているドライフルーツは色鮮やかで美しく、タルト生地の内側には煮詰めた果物をペースト状にしたものがたっぷりと敷かれていた。

「買っていっちゃおうかな……え、ご、５００アル!?
 」

　予想だにしていなかった高額に、バレッタが驚きの声を上げた。

　これ１つで、マリーの月給の４分の１もする。

　このタルトの名前は『イステリアの貴婦人』というらしい。名前に負けず劣らずの、強気な値段設定だ。商品の説明によると材料にとことんこだわっているようで、この高価格もそこからきているのだろう。

「さ、さすがにタルト１つに５００アルは……リーゼ様？」

　先ほどからリーゼが何も話していないことに気づき、バレッタは彼女に目を向けた。

　リーゼはぼうっと陳列棚に目を向け、バレッタの声にも気づいていないようだ。

　バレッタはそんな彼女に、どうしようかと逡巡したが、よし、と覚悟を決めると店の奥に顔を向け、手を上げた。

「あの！　このフルーツタルトください！」

　バレッタの大きな声に、リーゼはようやく、はっとして彼女へと目を向けた。

　そこへ、女性店員が小走りでやってきた。

　彼女はバレッタが指し示すそれを見て、一瞬目を見開いた。

「はい！　ありがとうございます！　こちらのフルーツタルトですね!?
 」

「はい！　できれば２つ欲しいのですが、ありませんか？」

「大変申し訳ございません！　これはこの１個しかなくて！　代わりに、こちらにある、『星空の英雄騎士』はいかがでしょうか!?
 」

　店員は勢い込んだ口調で話しながら、隣の陳列棚にある、別のフルーツタルトを指し示した。『イステリアの貴婦人』よりも、一回りは大きく見える。

　小粒なブドウのような見た目をした黄色い果物が絶妙なバランスで配置され、隙間から見える生地には濃い紺色の果物のペーストがたっぷりと敷かれている。木製の果物ナイフとフォークが一緒に付いてくる商品のようで、価格は６００アルと『イステリアの貴婦人』よりもさらに高い。

「買います！」

「え、ちょ、ちょっとバレッタ！」

　かなりの高額商品の購入を
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 なく決めたバレッタに、リーゼが慌てて声をかける。

　だが、バレッタはそれに構わずポケットから財布の布袋を取り出すと、カゴに入れた商品たちも含めてさっさと支払いを済ませてしまった。

　店員はすぐさま店の奥へ戻り、持ち帰り用の平たい木箱を手に戻ってきた。

　ぱぱっと商品を箱詰めし、バレッタに手渡す。

　バレッタはその木箱を大事そうに抱え、リーゼに笑顔を向けた。

「リーゼ様、他にも何か買いますか？　今日は奢っちゃいますよ！」

「う、ううん。大丈夫。もう帰ろう？」

　いくらなんでもお菓子ごときにお金を使いすぎだとリーゼは考え、慌ててバレッタを連れて店を出た。

「……はあ、ずいぶん思い切った買い物をしたね。その２つのタルト、一カ月に１つか２つくらいしか店頭に並ばないものなんだよ」

　ため息交じりにリーゼが言うと、バレッタが「おー！」と声を上げた。

「それを買えただなんて、私たちついてますね！　そんなにたまにしか買えないものなら、きっとすごく
美味
 おい

 しいんですよ！」

「あー……うん、そうだね。きっと
美味
 おい

 しいよね」

　実のところ、バレッタが買った２つのタルトは、ネタ的な商品として店に並ぶものだった。

　使われている材料は確かに高級なものばかりなのだが、価格は明らかにぼったくりである。

　リーゼはそれを言おうかどうか一瞬迷ったが、とても嬉しそうにしているバレッタを見て黙っておこうと決めたのだった。

　

　そして、その日の夕食後。

　早々に自室に戻ったリーゼは、何をするでもなく、テーブルに頬杖をついて開け放った窓から夜空をぼうっと眺めていた。

　今までのリーゼなら、
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋に行って寝る時間までダラダラと彼に構ってもらいながら過ごすのだが、ここ数日はそれをしない日々が続いていた。

　彼と一緒にいるのは楽しいし、
傍
 そば

 にいるだけで心が安らいで暖かな気分になる。

　だが、今の自分は少々弱りすぎていた。

　ふとした拍子で彼と二人きりになったら、以前ハベルに言われたように、彼の意思など無視して実力行使に出ようとしてしまうような気がした。

　それがいいか悪いかは置いておくにしても、もしそれが上手くいかずに支えを失ってしまったら、その時はぽっきりと折れてしまうような気がしてならなかったのだ。

　だから、はなはだ不本意ではあるのだが、彼と二人きりになるかもしれない状況を避けているのだ。

　そうして夜空を眺めていると、トントン、と部屋の扉がノックされた。

「リーゼ様、バレッタです」

「バレッタ？　どうぞ、開いてるわよ」

「失礼します」

　リーゼが返事をすると、扉が開いてバレッタが顔を覗かせた。

「お休みのところ申し訳ございません。デザートをお持ちしました」

「デザート？　あ、昼間買ったやつ？」

「はい。一緒に食べようと思って」

　そう言うと、バレッタはいったん顔を引っ込めた。そして、がらがらと配膳用のカートを押して部屋に入ってきた。カートの上には、昼間買った２つのフルーツタルトと、ハーブティーの入った銀のピッチャー、そして皿と包丁が載っていた。

「リーゼ様、おっきなタルトを食べ放題ですよ！　１人最低１ホール分がノルマです！」

　そう言って、バレッタはテーブルにタルトと食器を置いていく。

「え、も、もしかして、そのタルト、２人で全部食べる気なの？」

「はい！」

　あっという間にバレッタは用意を終えて、席に着いた。

　ニコニコと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいる彼女に、リーゼはたじろぎながらも座り直した。

「切り分けますね！」

　バレッタがタルトをそれぞれ６等分に切り分け、受け皿に１ピースずつ載せた。

「いただきます！」

「い、いただきます」

　タルトを手に取り、口を付ける。

「ん、
美味
 おい

 しいですね！」

『イステリアの貴婦人』を食べたバレッタが、幸せそうに
頬
 ほほ

 を緩めた。リーゼは『星空の英雄騎士』を頬張りながら、神妙な顔になった。

「確かに
美味
 おい

 しいけど、これ、１ピース１００アルくらいするんだよね……」

「そ、それは言わないでください。正直、ちょっとやらかしちゃったかなって思ってるんですから」

「間違いなくやらかしてるから安心して」

「う……お、
美味
 おい

 しいからいいんです！　気にしたら負けなんです！」

　バレッタはそう言って、口いっぱいにタルトを頬張った。頬っぺたをタルトで膨らませ、もぐもぐと小動物のように口を動かす。

「……ぷっ、あはは！」

　そんな彼女を見て、リーゼが思わず吹き出した。急に笑い出したリーゼに、バレッタがきょとんとした顔で小首を傾げる。

「ふふ、ごめん。何だか面白くって」

　バレッタが口の中のものを飲み下し、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そうですか？　よく分からないですけど、面白いならよかったです」

「……あなた、本当にいい子だよね。ほんと、卑怯なくらい」

「あ、ありがとうございます……あの、
褒
 ほ

 めてるんですよね？」

「もちろん。いい子すぎて、本気で好きになっちゃった。私たち女同士だけど、付き合っちゃおっか？」

　リーゼが
艶
 つや

 っぽい眼差しをバレッタに向ける。

「[image: gaiji.png]
 !?
 　そ、そういうのはちょっと！　お友達同士まででとどめていただきたいです！」

　仰け反って両手を胸の前で振るバレッタ。そんな彼女に、リーゼが再び吹き出した。

「あはは！　冗談だって！　真に受けないでよ！」

「うう、リーゼ様の言い方って、冗談に聞こえないんですよ……」

　げっそりとした表情をするバレッタにリーゼはひとしきり笑うと、とても優しげな
瞳
 ひとみ

 を彼女に向けた。

「バレッタ」

「はい？」

「ありがとう」

　バレッタはその言葉の意味を察して、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　そんなバレッタを見て、リーゼは少しうつむいた。

「はあ……こんなの、ずるいよ……こんなふうにされたら、私……」

「えっ!?
 　な、何がずるいんですか!?
 　あ、タルトですか!?
 　こっち食べますか!?
 」

　なぜか表情を暗くしたリーゼに、バレッタがわたわたと慌ててタルトを差し出す。

　リーゼは顔を上げると、少し切なげに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「ううん、何でもない。気にしないで」

「は、はあ」

　訳が分からない、といった様子のバレッタに、リーゼがくすりと笑う。

「あのさ、今夜は一緒に寝ない？」

「[image: gaiji.png]
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 」

　先ほどのように引きつった声を上げるバレッタに、リーゼが慌てて胸の前で手を振る。

「あっ、違うの！　別にそういう意味じゃないから！」

「で、ですよね。あの、そういう冗談は心臓に悪いのであまり……」

「あ、冗談じゃないよ。今夜は一緒に寝よう？」

「えー……」

「別に変なことしないから。ね？　お願い」

　手を合わせて頼んでくるリーゼに、バレッタは仕方なく
頷
 うなず

 いた。

　

　数時間後。

　入浴を終えて寝間着姿になったリーゼは、窓辺に腰かけて夜空を眺めていた。

　――今頃お母様も、この夜空を見てるのかな……あ、倉庫には窓が無いんだっけ。

　そんなことを考えていると、コンコン、と扉がノックされた。

「バレッタです」

「どうぞ」

「おじゃまします……あ」

　扉が開き、寝間着姿のバレッタが顔を覗かせた。だが、なぜかリーゼを見つめて固まったままで、部屋に入ってこない。

「別に取って食べたりしないって。入ってきなよ」

「は、はい！」

　苦笑してリーゼがそう言うと、バレッタは慌てた様子で部屋に入った。

「どうかした？」

「い、いえっ！」

　緊張した声で返事をするバレッタ。リーゼは、どうしたのだろう、と内心小首を傾げながらも、窓を閉めるとベッドへと向かった。

「じゃあ、寝よっか」

　リーゼがベッドに上がり、バレッタを見る。ベッドの
傍
 そば

 で突っ立っていたバレッタは、その視線に気づくとぎこちない様子でベッドに上がった。

「……どうしたの？」

「い、いえ！　何でもないです！」

　緊張しきった声で答えるバレッタに、リーゼはいぶかしんだ視線を向ける。

「そんな様子で『何でもない』はないでしょ。さっきも私を見て固まってたし、私に何か変なとこでもあるの？」

「う……」

　リーゼが問うと、バレッタは恥ずかしそうに目線をリーゼから逸らした。

「その……見とれてしまって」

　その答えに、リーゼがきょとんとした顔になる。

「え？　見とれたって、私に？」

「は、はい」

　リーゼが自分の両腕を抱き、すすっと少しばかり後ずさる。

「ああっ!?
 　ち、違います！　そういうんじゃないんです！」

「えー……そういうふうにしか聞こえないんだけど……」

「だ、だから違うんですって！　違うんですよお！」

　バレッタは顔を真っ赤にして、手をぶんぶん振り回しながら否定する。

「あ、うん。わ、分かったから」

「うー……本当ですか？」

「ほんとほんと。まあ、バレッタだったら、ちょっとくらいお相手してもいいかな、とも思うし」

「……もう引っかからないですよ」

「ありゃ、さすがにバレたか」

　リーゼがけらけらと笑う。バレッタは疲れたように、はあ、とため息をついた。

「それじゃ、寝よっか。明日も早いしさ」

「はい」

　横になったリーゼに寄り添い、バレッタも身を横たえる。

　すると、リーゼはバレッタの方へ向き直り、その腕に自らの腕を絡めた。

「え、リ、リーゼ様？」

「ごめん、今日はこうやっていさせて？」

「……はい」

「……」

「……リーゼ様」

　しばらくそうやって横になっていると、不意にバレッタがリーゼに声をかけた。

「ん、なあに？」

「リーゼ様って、すごく
綺
 き

 
麗
 れい

 ですよね。
羨
 うらや

 ましいです」

「どうしたのよ。急にそんなこと言って」

「だって……」

「だって、何？」

　言いよどむバレッタに、リーゼが催促する。

「カズラさんって、時々リーゼ様に見とれてるじゃないですか。さっき窓辺にいたリーゼ様を見て、私もその気持ちが分かっちゃったから、悔しくて」

「……何言ってるんだか。
羨
 うらや

 ましいのは、私のほうだっての」

「えっ？」

　予想外の返答に、バレッタがリーゼの方へ顔を向ける。リーゼは目を閉じたまま、バレッタの肩に顔を寄せていた。

「わ、私の何が
羨
 うらや

 ましいんですか？」

「秘密。教えてあげない」

「えー。私は言ったのに、そんなのずるいですよ」

「バレッタが勝手に言っただけだしー」

「むう。何か、すごく損した気分です……」

　その答えに、リーゼがくすくすと笑う。バレッタもつられて、一緒になって笑った。

　再びお互い口を閉ざし、しばらく沈黙が流れる。だが、どことなく、二人とも心がほっこりとしていた。少し前まで２人の心のどこかにあった、気疲れするようなぎこちなさはいつの間にか消えていた。

「バレッタ」

　再び、リーゼが目を閉じたまま、バレッタに声をかける。

「はい」

「ぎゅってしてもらってもいい？」

「はい、いいですよ」

　バレッタがリーゼの方へ身体を向け、優しく抱きしめる。リーゼもバレッタの背に手を回し、その胸に抱き着くような格好で抱きしめた。

「おやすみなさい、リーゼ様」

「うん。おやすみ、バレッタ」

　そのまま、２人は眠りに落ちていった。





　

あとがき

　

　会社で昇進した結果、仕事量が大幅に増えて責任もかなり重くなったのに、１円の昇給も手当も付いていなかったすずの木くろです。いつもご購読、ありがとうございます。

　あ、あれ、確か社訓に「社員の幸せが一番大切」とか「社員の頑張りには報います」みたいな文面があったと思うんだけど……。

　そんなことは置いておいて、前回のあとがきでお話しした、スイカについてのご報告をば。

　結論からいいますと、去年は我が家の畑のスイカはほぼ全滅してしまいました。

　２００株近く植えた日本スイカは病気になって９割方枯れてしまい、残った１割も小さいものばかりという悲惨な状態。オーストラリア産の１００キロまで育つという品種のスイカは、途中まで育ってから腐ってしまいました。中国スイカだけは病気にもかからず、どれもすくすくと大きくなってくれました。20
 キロくらいにまで育ってくれて、しかもとんでもなく甘くて本当に美味しかったです。種をくれた職場の中国人の方に感謝。初生りのスイカを５個ほど、お礼にプレゼントさせていただきました。

　ただ、一番大きく育った中国スイカが、「明日収穫しよう」と思った日の夜中に盗まれてしまうという事件が発生してしまったんですよね……。もうね、不作の時に盗みを働くとか、そんな人間は地獄に落ちればいいと思うんです。もちろん豊作の時でも盗んじゃダメです。泥棒、ダメ、絶対。

　さて、早いもので、２０１０年８月にこのお話を書き始めてから、８年近い年月が経ってしまいました。いつまで書いているんだお前は、という話はとりあえず置いておいてください。私が一番思ってます。その間も取引を続けていた証券取引口座の残高は、なぜか８年前より大幅に目減りしているというファンタジーなことになっています。

　だ、大丈夫だ。一年前に全力買いして、今現在もゴリラ並みの握力で握り続けているこのバイオベンチャー株は、もうすぐ10
 倍、20
 倍以上に大化けするはずなんだ……！

　というわけで、「宝くじ～」シリーズ、８巻目を発売することができました。

　いつも応援してくださっている読者様、美しいイラストで本作を彩ってくださっている黒獅子様、素晴らしい装丁デザインに仕上げてくださっているムシカゴグラフィクス様、コミカライズ版を連載してくださっているメディアファクトリー様、漫画家の今井ムジイ様、本作担当編集の荒田様。ありがとうございます。今後も全力で頑張ってまいりますので、なにとぞよろしくお願いいたします。

２０１８年３月　　すずの木くろ
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